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[image: エロマンガ先生(11)　妹たちのパジャマパーティ]


本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺おれは和泉いずみ正まさ宗むね。十六歳の高校二年生。

　学校に通いながら、ライトノベルを書いている兼けん業ぎよう作家だ。

　ペンネームは和泉いずみマサムネ。

　諸事情あって、つい先日まで、引きこもりの妹と二人きりで暮らしていた。

　最近は家族が増えて……叔お母ばさんを加えた、本当の意味での三人暮らしが始まった。

　妹の引きこもりも、少しずつよくなってきている。

　物語が始まったのは、俺おれが妹の秘密を知ってからだ。

　和泉いずみマサムネの小説に挿さし絵えを描かいてくれているイラストレーター『エロマンガ先生』。

　その人こそが、俺おれの妹・和泉いずみ紗さ霧ぎりだったのだ。

　あれから一年以上の時が経たって……

　いまは十月。俺おれたちの作品『世界で一番可か愛わいい妹』の映えい像ぞう化か企き画かくが順調に進み、

『二人ふたり一いつ緒しよに、共に創った作品のアニメを、部屋の外──リビングで並んで観みる』。

　兄きよう妹だいの夢に、また一歩近づいた。

　そんな秋の休日に──

　事件は発生した。

　その日、俺おれは常より深い眠ねむりの中にいた。

　前日に仕事を張り切りすぎたせいで、夜よ更ふかしをしてしまったからだ。

　最近は家族に心配をかけないよう気をつけてはいたのだが、つい油断してしまった。

　このあたり、なかなか難しい問題ではある。

　先せん輩ぱい方がたの体験談を聞く限りでも、俺おれ自じ身しんの経験でも──アニメ化前のラノベ作家は、いくら仕事を前まえ倒だおしで進めても、やりすぎるということはない。

　アニメ脚きやく本ほんに絵コンテ、コミカライズにゲーム化といった諸もろ々もろの監かん修しゆう物ぶつに加え、インタビューや宣伝記事のチェック、スピンオフ企き画かくに、それからそれから──

　やるべき仕事タスクは、無限に湧わき出でてくるものだ。

　そんなわけで、疲つかれ果はてた俺おれはぐっすりと眠ねむっていた。

　いつもの起き床しよう時じ間かんである午前五時が近づいても、なかなか意識が覚かく醒せいせず、半分以上眠ねむっている状態。

　それでも……

　きぃ、という扉とびらが開くような音は、聞こえた気がする。

「ん……む」

　普ふ段だんなら、そのくらいのきっかけでも目覚めていただろう。

　だがその日の俺おれは起きなかった。寝ねぼけたまま、目を開けることさえできずにいた。

　そうすると、やがて足音がした。忍しのび足あしでもしているような、こそこそとした微び音おん。

　人の気配が、俺おれが眠ねむっているベッドに近づいてくる。

　それでも俺おれはまどろんだまま、すぅ、すぅ、と、再び眠ねむりの世界へ落ちていく。

「……………………」

　ふと、首元に冷気を感じた。

　後から思えば、掛かけ布ぶ団とんがめくられたのだろう。

　……さむ、と。

　俺おれはぶるりと震ふるえ、寝ねぼけながらも、掛かけ布ぶ団とんを求め片かた腕うでを前へと伸のばす。

　すると──

　ふに、という柔やわらかな感かん触しよくがした。

　続いて、くらりと脳が痺しびれる甘あまいにおい。

「…………？」

　どうやら……そういうことらしい。

　付き合い始めてからの紗さ霧ぎりは、まるで懐なついた猫ねこのように、俺おれの布ふ団とんへと潜もぐり込こんでくる。

　まったく困ったやつだなぁ──フフフ、可か愛わいいやつだなぁ──

　あまりにも眠ねむすぎて、えっちな気分にはならず、唯ただ々ただ愛いとしさがこみ上げてくる。

　ぎゅ、と抱だきしめた。

「ひゃ」

　なんだか紗さ霧ぎりっぽくない声が聞こえたな。

　寝ねぼけている俺おれは続けて、紗さ霧ぎりと思おぼしき同どう衾きん者しやの髪かみに手を差し入れ、くしゃくしゃと撫なでる。

「ふぁ、ふぁ……ま、マサムネぇ」

　なんだかこの紗さ霧ぎり、エルフみたいな声を出すな。

　てか、抱だきしめた感かん触しよくがおかしいような？

　そんでもって、いつものパジャマにしては──素す肌はだの面積多くない？

　いや、いや、というかこれって──

　──すっぽんぽんでは!?

「ちょ、ちょちょちょ！　紗さ霧ぎり!?」

　さすがに飛び起きたよ。一気に目が覚めた。

　まさか紗さ霧ぎりのやつ、はだかで俺おれの布ふ団とんに潜もぐり込こんで──！

　がば！　と、掛かけ布ぶ団とんをめくりあげると、

「も、もぉ……マサムネったら、えっちなんだから……」

　全ぜん裸らのエルフが、俺おれの腕うでに抱だかれていたのであった。

「──────ひ」

　悲鳴を上げなかったことが奇き跡せきだった。

　自分で自分を褒ほめてやりたい。

　ここで大声を出していたら、すぐさまこの『現場』に家族全員が集合していただろう。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がん、真白く美しい肌はだをさらけだしているこの美少女は、山やま田だエルフ。

　我わが家やの隣となりに住まう、売れっ子ラノベ作家様である。

「おま……おま……おま……」

　俺おれは、ぱくぱくと陸りく揚あげされた魚のように口を開閉した。

　目玉が飛び出し、デメキンのような顔になっていたことだろう。

　え？　なにこれは？　どういう状じよう況きよう？

　昨夜、俺おれ、寝ねる前──一人だったよね？　彼かの女じよ持もちの男として、やってはならない行こう為いに及およんでないよね？　俺おれは俺おれを信じていいんだよね!?

　脳みそを必死で回転させて、

「エルフ……いつ、ここに？」

　辛かろうじて適切な質問を絞しぼり出だした。

　するとエルフは、ぽっと頰ほおを赤らめるという、今の俺おれにとって最も恐おそろしい表情になって、

「ついさっきよ♡」

「やっぱり！　勝手に入ってきやがったのか！」

　声を抑おさえて怒おこる。同時にホッと安心した。

　よかった……俺おれ、やっちまってなかった──

　──じゃねえ!!

　安心するのは早すぎる！

　なにせいまの俺おれは、はだかの女の子と同じ布ふ団とんで寝ねている状じよう況きようなのだ！

　冷静に考えなくてもむちゃくちゃマズい！

「お、おい……俺おれの布ふ団とんから出ていけ！」

「くふふ、美少女を全ぜん裸らのまま家から追い出そうなんて……変態の発想ね？」

「おまえがな！　後ろ向いててやるから、さっさとそこに落ちてる服を着て、紗さ霧ぎりに見つからないようコッソリ静かに出て行ってくださいお願いします！」

「指示が具体的!?」

「それだけ切せつ羽ぱ詰つまってるんだ！」

　全力でエルフを拒きよ絶ぜつする俺おれだったが、こうして頼たのみ込こむ以外に、何ら有効な手立てを打つことができない。なにせ『直視できない』上に『さわれない』んだからどうしようもない。

　全ぜん裸ら最さい強きようである。

　エルフもそれをわかっていやがるのだろう──にやにやとムカつく笑えみを浮うかべている。

「それよりマサムネぇ～？　あんたリアクション薄うすくない？　全ぜん裸らの超ちよう美び少しよう女じよが一いつ緒しよの布ふ団とんに入っているのよ？　このわたしの神聖なる素す肌はだに片手が触ふれているのよ!?　もっと感動するとか動どう揺ようするとか、襲おそいかかるとか、あってもよくないかしら！」

「静かにしろ……！」

　紗さ霧ぎりに聞こえちゃうだろ！

　俺おれはエルフの口を片手で塞ふさぐが、抵てい抗こうされてうまくいかない。

「めちゃくちゃ動どう揺ようしてるっつーの！」

「いいえ！　そーは見えないわ！　ヒロインとの同どう衾きんシーンとか、ラノベだとお約束の激げき萌もえシーンじゃない！　ちょー嬉うれしいでしょ!?」

「アホか！」

　なに言ってんだこいつ。

　こっちは朝っぱらから強きよう烈れつな誘ゆう惑わくを喰くらって、ガリゴリ精神を削けずられているっていうのに！　毎回毎回、こいつの登場は危険すぎるんだよ！

　俺おれがいま、冷静さを取とり繕つくろうためにどれだけ努力しているか……！

　まあ、察せられてしまったら、それはそれでマズいのだが。

「というかだな……おまえのこの……奇き行こう？　ラブコメラノベのノリでやってるんだろうけど……ぶっちゃけそんなに有効じゃないと思うぞ？」

「んなっ!?」

　愕がく然ぜんと目を見開くエルフ。

「ぐぬぬ……こ、この状じよう況きようでシチュエーションのダメ出しをされるとは思わなかったわ…………いちおー聞くけど、何がダメだっていうの？」

　異様な状じよう況きようの中、俺おれは持論を展開する。

「まずな？　『朝起きたら美少女が隣となりで寝ねている』っつー、このシチュエーション。俺おれも書いたことがあるし、読者の反はん響きようもよかったけど……現実で実際に起こると、ビックリしすぎてラブコメどころじゃない」

　そう……なにせ宇う宙ちゆう一いち魅み力りよく的てきな美少女である紗さ霧ぎりが相手でも、トキメキより混乱が先行したくらいなのだ。

　世の女の子たちに、ぜひとも俺おれの意見を伝えたい──

　この定番シチュ、現実でやっちゃダメなやつだと。

　よっぽど好意を抱いだき合あっている男相手じゃないと、恐きよう怖ふと混乱を与あたえるだけであると。

「むむ……一理あるわね」

　エルフは、そう言って片手であごに触ふれる。

　真白い胸むな元もとがちらりと見えて、俺おれは慌あわてて目をそらした。

　……まあ。

　エルフはこうして、俺おれをかなりドキドキさせているわけで。

　ごくわずかな例外なのだろうけど。

　それにしたって、もっと他のやり方の方が効果が高いはずだ。

「もう一つ。エルフは、自分の作品と同じですぐに服を脱ぬぎすぎだ。前に言ったろ──全ぜん裸らは世界で一番萌もえない服だと」

「その意見は、わたしの著作がウケまくっているという事実をもって否定されたはずよ！」

「おまえのラブコメがウケているのは、山やま田だエルフ先生の書くヒロインが魅み力りよく的てきで、文章からもそれが伝わってくるからだろ。全ぜん裸らシーン自体は、ヒロインの萌もえパワーを一いつ切さい増ぞう加かさせてないと思うんだ。もっと率そつ直ちよくにいうと、着エロだったらもっとウケてたはず」

「そ、そんなことありません[image: ][image: ][image: ]！　全ぜん裸らだからこそあれほどの破は壊かい力りよくのラブコメシーンになったんですぅ～！　いまもわたしの全ぜん裸らによって、神聖なる萌もえの波動がマサムネをクラクラさせているに違ちがいありません[image: ][image: ]！」

　腹立つ喋しやべり方しやがるなコイツ。

　実際クラクラしているが、絶対に言ってやらねえ。

「てかエルフの全ぜん裸らとか、もう飽あきたし」

「飽あきた!?　あんたいま、この山やま田だエルフのはだかを、飽あきたって言った!?　わたしはいつからあんたのセフレになったんですかねえ！」

「はしたない言葉を使うのはやめろ！　何度も何度も目の前で脱ぬがれたら、そりゃあ少しは慣れるし耐たい性せいも付くって話だよ！」

「言うほど脱ぬいでないわよ！　最初のときはあんたから覗のぞいてきただけだし、ツイスターゲームはエロマンガ先生に強要されただけだし！　合宿の時だって、ビキニまでしか見せてあげてないでしょ！　わたしを『全ぜん裸らキャラ』のイメージで語りすぎ！」

　たったいま全ぜん裸らで寝ねている女に言われても、説得力がなさすぎる。

　だが、発言自体は正しい。

「む、むう……そう言われると……確かに」

　よくよく考えてみれば、エルフが全ぜん裸らになったことって、実はそれほどないのかもしれない。

　最後に全ぜん裸らになったのが、エルフとムラマサ先せん輩ぱいが俺おれのアシスタントをしてくれていたときで…………アニメの版権イラストでも、ムラマサ先せん輩ぱいの方がよっぽどエロ担当キャラにされていたな。何な故ぜか俺おれんちでお風ふ呂ろに入ってたし。アレはどんな謎なぞ設せつ定ていなんだA-1 Pictures。

「くっ……俺おれが間ま違ちがっていた。認めよう、おまえは全ぜん裸ら全ぜん裸ら言っているわりに脱ぬいでない」

「わかればいいのよ──って、どうしてこんな萌もえ要よう素そ皆かい無むの掛かけ合あいになってるの！　こんなはずじゃなかったのに！　こんなに身体からだを張ってるのにちっとも効果がないなんて……わりとマジで泣きそうなんですけど！」

「この状じよう況きようで涙なみだぐむとか反則だろ！　っ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]わかった！　それも認める！　必死に冷静を装よそおっていただけで、おまえの誘ゆう惑わくにくらくらしてました！　ドキドキしてました！　危あやうく襲おそいかかるところだった！」

「えっ……？」

　唇くちびるを嚙かんで悔くやしそうにしていたエルフは、はっと顔を上げ、頰ほおを染めて俺おれを見る。

「ほんとに？」

「あ、ああ……その、だから、おまえに魅み力りよくがないなんてことはない」

「ふ、ふ～ん。そうなんだ……」

　そっ、とエルフが布ふ団とんの中で身じろぎし、俺おれに寄より添そおうとしてくる。

　逃にげられない。

　もしも女性がこの状じよう況きようを見ていたら、何な故ぜだと不思議に思うかもしれない。

　だが、男ならわかるはずだ。コレがきわめて抵てい抗こうし難にくいシチュエーションであると。

「────」

　俺おれは意思の力を総動員し、力の入らない四し肢しを動かそうと試みる。

　だがエルフは、そこでさらに逃にがすまじとばかりに、俺おれに素す肌はだを寄せて──

「なにやってるの？」

　冷たい声が降ってきた。
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　首筋に氷を当てられたような気分。

「…………………………………………」

「…………………………………………」

　俺おれとエルフは、顔を見合わせて黙だまり込こみ、たっぷり数秒ほどもたってから、声の源に振ふり向むいた。そこにいたのは、

「兄さん、エルフちゃん」

　パジャマ姿の銀ぎん髪ぱつ美び少しよう女じよ。

　ちょこんとまくらを抱かかえて、部屋の入口から、俺おれたちを無表情で見つめている。

　どうやらエルフに精神を削けずられすぎて、扉とびらが開いた音に気づけなかったようだ。

　彼かの女じよは俺おれの妹であり、恋こい人びとであり、婚こん約やく者しやでもある──

「なにやってるの？」

　和泉いずみ紗さ霧ぎり。

　最悪のシチュエーションだった。

「お、おおお……おう……紗さ霧ぎり…………おはよう」

「い、いつから……いたのかしら？」

　さっきの俺おれみたいな台詞せりふを言うエルフ。紗さ霧ぎりはこう答えた。

「『誘ゆう惑わくにくらくらしてました』ってとこから」

「誤解だ！　これは……その……」

「浮うわ気き現げん場ばよ！」

「おまえマジで黙だまってろ！」

　シャレになってねえんだよ！

「ふうん」

　紗さ霧ぎりは閻えん魔ま大だい王おうのごとき威い圧あつを放ちながら、ぽつりと呟つぶやく。それから、ベッドのわきに脱ぬぎ捨すてられていたエルフの服をおもむろに拾い集め、いったん部屋の外へと出て行く。

　俺おれたちは呆ぼう然ぜんと見送るばかりだったが……

「あれ？　もしかしてわたし、衣服を奪うばわれて逃とう走そう不ふ能のうになった？」

　怖こわいこと言うなよ。

　しばしの後、紗さ霧ぎりが手ぶらで戻もどってきて、

「とりあえずエルフちゃんは、事じ情じよう聴ちよう取しゆね。私の部屋にきて」

「服は？」

「は？　そのかっこが好きなんでしょ？　なら────着なくていいよね？　ぱんつもはかなくていいよね？」

　紗さ霧ぎりからは、『決してエルフの服は返さないよ』『ノーパンのまま尋じん問もんするよ』という本気の意思がうかがえた。

「………………」

　さすがのエルフも青ざめている。かくいう俺おれも、胃が痛くて痛くて死にそうだった。

　審しん判ぱん者しやとなった紗さ霧ぎりは、続いて俺おれを一いち瞥べつし、

「兄さんの顔はしばらく見たくない。この家から出て行って」

「お、お昼には帰ってきていいんですよね!?」

「はぁ？　──いいから出て行ってっ！　ばか！　浮うわ気き者もの！」

　完全に誤解だというのに──

　俺おれは、本物の浮うわ気き野や郎ろう同然の有あり様さまで、泣きながら家を駆かけ出でるのであった。

　念のため補足しておくが、いかに彼かの女じよ様さまがお怒いかりでも、俺おれ・和泉いずみ正まさ宗むねとしては、朝の諸々を片付けねば追い出されることさえできない。

　俺おれは、エルフが連行されていったのを見送ったあと、大急ぎで朝食を用意し、仕事道具を背負った上で、家を駆かけ出でる。

　向かったのは荒あら川かわ土ど手てだ。喫きつ茶さ店てんすら開いていない早朝、俺おれは土手に腰こし掛かけノーパソを開き、午前中分の仕事に取り組み始めた。

「うう……せっかく学校休みなのに……」

『彼かの女じよと家でいちゃつきながら仕事をしよう』という崇すう高こうな計画は、はかなくも崩くずれてしまったらしい。

　幸い天気は良く、作さ業ぎよう環かん境きようは爽さわやかだ。

　周囲には、体操やランニングをしている方々などが見受けられる。

「よし、これなら……思ったよりも集中できそうだ」

　俺おれは、すぐに作業へと没ぼつ頭とうしていった……。

　数時間後。

　気付けばノートパソコンのバッテリーが、そこそこ減っている。

　時計を見ると、もう十時前だ。

「紗さ霧ぎりのやつ……まだ怒おこってるのかな……」

　お昼になったら、紗さ霧ぎりはお腹なかを空かせてしまうかもしれない。

　あいつが俺おれを許していないのだとしても、食事を作ってあげなくてはと思う。

　──十二時になったら、紗さ霧ぎりの好きな美お味いしいデザートを買って、一度帰ってみるか。

「さて」

　俺おれは作業を中断し、仕事道具を背負って土手を後にした。

　向かったのは、たかさご書店だ。

　気分転てん換かんがてら、本屋に新刊を見に行こう。めぼしいものが見つかれば、買ってみてもいい。

　ついでに智とも恵えに色々愚ぐ痴ちってすっきりしよう。

　そんな思おも惑わくがあった。

「──というわけで、開店直後にやってきたわけ」

「もう、なーにが『というわけ』なのさ。ちゃんと説明しなよ、聞いてあげるから」

　場所は変わってたかさご書店。本日一人目の客となった俺おれに向かって、呆あきれたような笑え顔がおを向けるのは、高たか砂さご智とも恵え。

　エプロンとスニーカーの似合う、俺おれのクラスメイトだ。最近やたらと主張してくるので改めて否定しておくが──別に幼おさな馴な染じみではない。

　友達付き合いが始まったのは、デビュー直後くらいから。

　それでも……その辺の幼おさな馴な染じみ同士なんかよりも、ずっと仲良くしていると思う。

「だからさ──ええと、おまえにどこまで話したっけ？　俺おれんちの事情」

「妹と婚こん約やくしたとかいう、ラノベでも滅めつ多たにない謎なぞシチュエーションまでだよ」

　智とも恵えは、何な故ぜか不ふ機き嫌げんに下した唇くちびるを押おし上あげた。

「ムネくんから、ボクに報告してきたんじゃないか。『担当編集に別れろって言われた』とかいうクソみたいな恋れん愛あい相そう談だんとともにさ。そんでもってボクのＳＡＮ値を、一気にマイナスまで引き下げて乙おと女め心ごころに深刻なトラウマを刻みつけやがったんじゃないか」

　店内で発はつ狂きようさせられたことは忘れてないぜ、と、智とも恵え。

「そうそう、そうだった──って、なんか言い方キツくない？」

「まったくそんなことないよ。で、それがどうかしたの？」

「朝っぱらから喧けん嘩かして家を追い出された」

「いよっしゃ！　ざまあ！」

　全力のガッツポーズを決める智とも恵え。

「なにそのいい笑え顔がお！」

「あ、ごッめん。つい本音が──じゃなくて、釈しやく明めいさせて釈しやく明めい。ええと……アレだよ。いまの『ざまあ』っていうのはね──『ざまあみろスカッとしたぜボケカス！』っていう意味」

「悪化したぞおい」

　どのへんが釈しやく明めいだったんだ。

「いやー、やばいね。『追放された元勇者パーティの主人公が復讐ざまあする』展開より、ずっと面おも白しろい。最高」

　超ちようごきげんである。智とも恵えのニマニマが止まらない。

　彼かの女じよは、大きな胸を反らして叩たたく。

「もっと詳くわしく教えてよ。キミの仲良し幼おさな馴な染じみとして、愚ぐ痴ちを聞いてあげよーじゃないか」

　だからオマエは幼おさな馴な染じみじゃねーって、何度言ったらわかるのか。

「別れるの？　婚こん約やく破は棄きしちゃうの？　そぼくな優やさしさを持つ胸の大きな黒くろ髪かみヒロインとくっついちゃう？」

　智とも恵えは、自分の顔をしきりに指差しながら、嬉うれしそうに詰つめ寄よってくる。

「くっつかないし別れないし、そぼくな優やさしさを持つ胸の大きな黒くろ髪かみヒロインなど俺おれの周囲には存在しない！」

　俺おれは、強ごう引いんに話を修正しにかかった。

「だが愚ぐ痴ちは聞いてもらおう！　もとよりそのために来たんだからなあ！」

「キミもたいがい自己中だよね……いいけどさ」

　俺おれがビシリと顔を指差してやると、智とも恵えは若じやつ干かん気き勢せいを削そがれたようだ。

「そんじゃあ、和泉いずみマサムネ先生。朝の喧けん嘩かについての愚ぐ痴ちをどーぞ」

「いいだろう。では……その日、俺おれは常より深い眠ねむりの中にいた……」

　俺おれはラノベのモノローグさながらに、今朝のストーリーを初めから語って聞かせる。

　智とも恵えは、ふむふむと愛あい想そ良く相あい槌づちを打ちながら聞き入っている。

「相変わらず忙いそがしいんだ？　アニメのお仕事って放送よりもずっと前から色々やってるんだね──」

「まあな。一応、原作者としての仕事のピークは過ぎたから、一時期よりは楽だよ」

「おっと話がずれちゃったね。続けて続けて」

「ああ。どこまで話したっけか……そうそう、掛かけ布ぶ団とんがわずかにめくられた感覚があったところだった。それで……俺おれは寝ねぼけてたから、彼かの女じよが布ふ団とんに潜もぐり込こんできたんだと思って、ぎゅっと抱だきしめ──」

「ちょ！　す、すとっぷ！」

「……なんだよ」

「む、むむむムネくん？　もしかして、き、キミ──彼かの女じよと一いつ緒しよに寝ねてるの？」

「いや、そんなことはない」

「ほっ……」

「京きよう香かさんと三人で寝ねている」

「三人でだとォ!?」

　バカでかい声で叫さけぶ智とも恵え。

　うおお……驚おどろいた。客が他にいないからいいものの……急に大声出すなよ。

「あっ！　さては智とも恵え！　おまえ、変な勘かん違ちがいしてるだろ！　違ちがうって！　普ふ通つうに家族としてごくたまに一いつ緒しよに寝ねているだけで──」

　俺おれは智とも恵えに、京きよう香かさんと俺おれたち兄きよう妹だいの複雑な関係について、言葉を選びながらも話して聞かせた。

　あの人は、いままで色々あって家族っぽいやり取りにとても飢うえている。

　俺おれたち兄きよう妹だいと同様にだ。だから、いままでの分も仲良くしているだけ。

　この年で、家族と手を繫つないで寝ねる──とか、こっ恥ぱずかしいけどな。

　少しの間くらいは、いいだろうと思うのだ。

　俺おれの話を聞いた智とも恵えは、安心したように息を吐はき出だす。

「な、なんだそーゆーことか……紛まぎらわしいなぁもう。いい話じゃないか」

「おまえが邪じや推すいしすぎなんだって。エロ妄もう想そうたくましすぎだろ」

「いやあ……最近、ラノベとかで歳としの差ヒロイン熱いからさぁ……つい」

　ラノベのせいにすんなっての。

　でも確かに最近熱いよな、主人公と年ねん齢れい差さがあるヒロイン──上にも下にも。

「うーん、さすがに現実ではないか、そんな展開。ところでキミが、彼かの女じよと間ま違ちがえて抱だきしめちゃったのはなんで？」

「最近、彼かの女じよが布ふ団とんによく潜もぐり込こんでくるから」

「あれあれ？　ボクが聞いてたのは愚ぐ痴ちじゃなくてノロケだったのかな？」

「ちなみに布ふ団とんをめくったら彼かの女じよじゃなくて、はだかの金きん髪ぱつ美び少しよう女じよが出てきた」

「萌もえアニメの話だろそれ。その展開、木曜深夜にＭＸで見たもん」

「俺おれの身に現実で起こったことだよ！」

　いまいち信じてくれない智とも恵えに、その後の紗さ霧ぎりとのやり取りをなんとか聞かせる。

「そんなわけで浮うわ気き者もの扱あつかいされた俺おれは、家から追い出されてしまったんだ」

「はあー、相変わらずラノベ主人公してるねキミ」

「その不ふ名めい誉よな称しよう号ごうは甘あまんじて受けるから、相談に乗ってくれ。俺おれはどうしたらいいと思う？」

「うーん」智とも恵えは腕うでを組んで考かんがえ込こむ。「そんなに話のわからない彼かの女じよとは別れて、寛かん容ようで包容力のあるラノベ好きな彼かの女じよを作るのはどうかね？」

　そんな都合のいい新彼かの女じよが見つかるかよ。第一、いまの彼かの女じよと別れるつもりもない。

「いや、そうじゃなくて智とも恵えサン。彼かの女じよ様さまの怒いかりを鎮しずめる方法が知りたいんだけど」

「鎮しずめなくていいんじゃない？　避さけようのない状じよう況きようだったんだろ？」

「そりゃそうだけど……」

「よーし！　それなら、もう別れるしかないって！」

「なんで嬉うれしそうなんだよ！」

　どれだけ俺おれを破局させたいんだ智とも恵えのやつ！

「いやいや！　ボクはキミに同情しているのさ！　若い身空で束そく縛ばく強つよい彼かの女じよに捕つかまるなんて、超ちようかわいそうだとね！　いいかいムネくん──学生のうちは、彼かの女じよも彼かれ氏しも、がんがんお付き合いとお別れを繰くり返かえして、自分に合うパートナーを探すべきなのだよ！」

「が、がんがん……」

「がんがんさ！」

　握にぎり拳こぶしで力説する智とも恵え。

「それが将来的に、幸せな結けつ婚こん生せい活かつにつながるんだぜ？」

「そっか……なるほど」

「納なつ得とくしたかい？」

「ああ、納なつ得とくしたよ。智とも恵えが、意外と性的に奔ほん放ぽうな生活をしているとな」

「してねーよ！　初はつ彼かれ氏しもまだだよボケ！」

「ぼ、ぼけ……」

　こーやって、すぐに粗そ暴ぼうな振ふる舞まいをするからではないか。

　正直怖こわいよ。

　智とも恵えは舌打ちを一つしてから、

「お、そーだムネくんさあ」

　唐とう突とつに言った。

「そんなら、ボクと付き合ってみる？」

「は？　つきあ──なに？」

　不意打ち過ぎて理解できない俺おれに、智とも恵えは「むふふん」と悪いた戯ずらっぽく笑えんでみせる。

「お・つ・き・あ・い♡　男女交際。彼かれ氏し彼かの女じよの関係。ボクらでチョイとやってみよーよ、ね？」

「いや……俺おれ、彼かの女じよいるし」

　なにを企たくらんどるんだこいつ？

　智とも恵えは、あくまでさりげない口調で言う。

「ムネくんに彼かの女じよがいるとかわかってるって。だからー、あくまでかるーい『お試ためし』だってば。一人の女の子と付き合っただけじゃ、経験値たまらないぜ？　難易度高い彼かの女じよがいるんなら、余計に練習が必要だと思わないかい？」

「ふーむ…………練習って？」

「おっ、のってきたねー。こういうのはどうかな？　ボクとムネくんが、仮に付き合ってるとして。仮に好き合っているとして。か、かりに……らぶらぶだったとしてだよ？」

「なに照れてんの？」

「照れてねーよカス！」

　……キレやすくない？

　智とも恵えは、怒いかりで頰ほおを紅潮させてキバを剝むく。

「ほらもー、どこまで話したかわかんなくなっちゃった！」

「『俺おれたちがらぶらぶだったとして』ってとこからだよ」

「お、おう……そうだった。ボクたちが……ら、らぶらぶだったとして、どんなふうになるのかシミュレーションしてみようじゃないか」

「どんなデートをして、どんな会話をして、どんなやり取りをするのか……そういうこと？」

「そうそう」

　ふむ……。

「デート取材としては面おも白しろそう……かもな」

「うし、第一の心理ハードルクリア」

「なんて？」

「ん？　なーんでも？　──さてさて、もしもキミとボクと付き合ったら──という仮定で、さっそくひとつ聞くけれど。ムネくんは、初デートでどんな場所にボクを連れてってくれるの？」

「特に思いつかないなあ」

「[image: ]？　ふざけてると潰つぶすよ？」

「いきなり思いつかねーよ！　おまえと付き合うなんて考えたこともなかったんだから！」

　てか、遊びでブチギレることないじゃん。

「『考えたこともない』かぁ。ハイハイ友達ポジ友達ポジ。恋れん愛あいってほんと、弱火でじっくりやってるとダメだよね」

　しゃーないなー、と、智とも恵えは軽く笑ってみせる。

「んじゃあボクが、『ムネくんと付き合ったらどんなデートをするのか』、考えてみようか」

「お、それはいいな」

　俺おれは目を輝かがやかせた。智とも恵えが意外そうに目を大きくする。

「ずいぶん食いつくじゃないか？」

「そりゃ、ラブコメラノベを書くのに、恋こいバナは最高の養分だからな」

　人間が十人いれば、十とおり以上の恋れん愛あいがある。

　生まれも育ちも、好みも思想も、大事なものも、厭いとうものも。

　性別さえも違ちがう、他者が生み出す恋こいの話。

　それは、和泉いずみマサムネという出力装置からは決して生まれないものだ。

　他人から採取するしかない、大切な素材である。

「しかもそれが同級生のだってんなら、是ぜが非でも聞きたいよ」

『カップリングシミュレーション』は、ラブコメネタ出しの常じよう套とう手しゆ段だんとも言われている。

　主に自著を含ふくむ『既き存そん作さく品ひんの非公式カップル』を捏ねつ造ぞうして行うものだが──

　智とも恵えはそれを、リアルでやってみようというのだ。

　わくわくしないわけがなかった。

　少しずつ俺おれも、『もしも智とも恵えが彼かの女じよだったら』というif世界に入はいり込こむ準備が整いつつあるのかもしれない。

「ふぅん、そういうものなんだ？　そういえばキミ、学園バトル書いてた頃ころ、夜の学校に忍しのび込こんで先生に怒おこられてたよね」

「夜の学校で戦うシーンを夜の学校で書いてたんだよ。おかげでいいシーンになった」

　こういうのって、高校生ラノベ作家・和泉いずみマサムネにとって、強力なアドバンテージだったのかもしれないな。昼休みの屋上とか、誰だれもいない夏休みのプールとか、俺おれよりリアルに描びよう写しやできる同業者はそういないはずだ。なぜならその場で書くからね。

「そういうわけで、恋こいバナはいつだって大だい歓かん迎げいだ」

　俺おれは笑え顔がおで智とも恵えを急せかす。

「さあ、早く話してくれ」

「……そんなに期待されると、ちょっと話しにくいんだけど」

　智とも恵えは、己おのれの頰ほおを照れくさそうに撫なでている。

「そうだなあ……ボクがキミの彼かの女じよだったら、部屋で読書デートがしたいよ」

「読書デート？」

「うん、想像してみて？　いまから店番をお父さんに代わってもらって、二人でボクの部屋に行くんだ。それで、一いつ緒しよに部屋でごろごろしながら、ラノベや漫まん画がを読むのさ。アニメを流すのもいいね」

　その光景を想像しているのだろう。

　智とも恵えは、にへ、と口元を緩ゆるめる。

「お互たがいに感想を言い合ったり、オススメ本を交こう換かんしたり……へへ……ボク、理想のデートだと思うんだけど……ねえ、どうかな？」

「それ男友達でよくね？」

「いいわけあるかぁー！」

　俺おれの返答がよほど気に食わなかったのか、智とも恵えは凶きよう悪あくな掛かけ声ごえとともに攻こう撃げきしてくる。

　実に手慣れたヘッドロック。戦せん闘とうの心得のない俺おれは、一いつ切さいあらがえず締しめ上あげられた。

「ギブギブギブギブ！　そ、そこまで怒おこることないだろ！」

「ボクが長年妄もう想そうし続けてきた『理想のデートプラン』に、とんでもない返しをしやがって！　ゼッタイ許さないよ！」

「だってそのプラン、恋こい人びとより同性の友達三～四人とやった方が楽しいヤツだって！」

「へーじゃあキミは、男どもとイチャイチャしながら、ラノベタイムを楽しむんだ!?　へーええ！　いい趣しゆ味みですこと！」

「あとから情報を追加するのズルいでしょ！」

　そんな会話を交かわしている間も、智とも恵えの執しつ拗ようなヘッドロックは緩ゆるまない。

　首が絞しまって血の気が引いてきた俺おれに、彼かの女じよはさらなる力を込こめて言う。

「大好きな恋こい人びとと並んで趣しゆ味みを楽しんで、時折肩かたと肩かたが触ふれあったりとか！　お互たがい完全に気を許しあっているがゆえの無防備な姿を見せ合うとか！　そういうシチュにグッとくるの！　決して男どもがだらけてダベってるよーなノリとは違ちがうの！」

「苦しい！　苦しい！」
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「ボクのベッドで寝ねころんでラノベ読んでる彼かれ氏しの背中に、『え～い♡』ってゴロニャンらぶらぶダイブをしたいんだよボクは！　わかる!?」

　突つき放はなすように解放された俺おれは、ぜぇ……ぜぇ……と荒あらい息で疲つかれ果はてている。

　絞しぼり出だすような声で、

「ま、まぁ……少しは」

「わかれや！」

「はい！」

　怖こわ……。智とも恵えの彼かれ氏しになるやつは、すっげー大変そうだな。

　好きな本読んでるときにゴロニャンらぶらぶダイブされたら、彼かの女じよの仕業でも怒おこるだろ。

　それでも──

「いいデートプランだな」

「そう？　本気で言ってる？」

「ああ、ちゃんと話を聞いたら、意見が変わった。気の合う男友達とだべりながらってのもいいけど──大好きな彼かの女じよと、大好きな趣しゆ味みを一いつ緒しよにやって、楽しく話ができたら──最高だって思うよ」

「へへーん、そうだろ？」

　智とも恵えは、自じ慢まんげに夢を見せびらかす。

　俺おれは、赤くなった首をさすりながら、

「とはいっても、よっぽど相あい性しようのいい相手じゃなきゃ、そんなのできなさそうだけどな」

「そーなんだよねー。それがボクの夢の、唯ゆい一いつの難点」

　でも──と。

　智とも恵えは、俺おれに顔を近づけて、にこ、と笑った。

「ムネくんとボクなら、できるんじゃないかな？」

「────────」

　不覚にも。

　ドキッとしてしまった。

　彼かの女じよが語った夢の光景に、自分たちの姿を当てはめて、想像してしまう。

　俺おれは机で仕事をしていて、彼かの女じよはベッドにうつぶせに寝ねころび、本を読んでいる。

　カーテンの隙すき間まから差さし込こむ陽光が、彼かの女じよの股また裏を白く照らしている。

　彼かの女じよはしきりに俺おれに話しかけ、俺おれは邪じや魔ますんなと言いながら、ついついサボってラノベトークに華はなを咲さかせる──。

　それは、とても幸せな日々だった。

「できるかもな」と、俺おれは言った。

「お。じゃあ、ほんとに付き合ってみる？」と、彼かの女じよは言った。

　俺おれは、首を横に振ふった。

「付き合わない」

「堅かッッッッた！」

　今日大声出しすぎだろこいつ。智とも恵えは信じられないとばかりに言う。

「小揺ゆるぎもしないとか噓うそだろキミ？　《孤独者アイソレータ》かよ。ボクがいつか告白に使おうと思って、ずーっと練ってた渾こん身しんの決め台詞ぜりふだったんだぜ？」

　ちぇー、と、唇くちびるをとがらせる智とも恵え。

「弱火でじっくり親密度を高めつつ、気安い関係になったところで、あえてかるーい感じで告るんだ。ダメっぽい流れになったらお互たがい冗じよう談だんだったことにできるくらいにね。相手の心理ハードルをしっかり下げてから告るのが成功の秘ひ訣けつってわけさ。どうだい、いい作戦だろ？」

「悠ゆう長ちようすぎない？」

「知ってるよバァカ！　死ね！」

　ザ・情じよう緒ちよ不ふ安あん定てい！

　どうしたもんかな。

「いや、でも、その……実際、小こ揺ゆるぎはした」

「ほーん、そう」

　噓うそつけ、とばかりに目を細める智とも恵え。俺おれは、なだめるように言ったものだ。

「俺おれが例外なだけで、きっと本番では成功すると思うぞ」

「けっ」

「いや、マジでいい台詞せりふだったって。ラノベで使いたいくらい」

「ハハ、使ったらお店の裏に埋うめるから覚えといてよね」

　智とも恵えは、ぷいっとそっぽを向いてしまう。

　そこに明るい声がかけられた。

「こんにちわーっ、ともちゃんとおにーさん♡」

　そこにいたのは明るい笑え顔がおのポニテ美少女──神じん野のめぐみだ。

「お、めぐみんちゃんじゃーん。いらっしゃい」

「ハーイ、みんな大好きめぐみんでーっす♪」

　紗さ霧ぎりのクラスメイトで委員長でもある彼かの女じよは、ニコニコと手を振ふっている。

「それでぇ、楽しい恋こいバナに区切りはつきました？　ともちゃん？」

「見てのとおりさ。鉄てつ壁ぺきのガードだね」

「え～？　わりと序じよ盤ばんのやり取りからずっと聞いてましたけど、ともちゃんのやり方が悪いだけじゃないですかぁ？」

「あ～ん？　んだと小こ娘むすめぇ？」

　ギロリ。智とも恵えは、ガラ悪くめぐみを睨にらむ。

　足あ立だち区くヤンキーのメンチ切りに、めぐみはまったく怯ひるまない。

「確かにおにーさんは、あたしに一ひと目め惚ぼれしないくらいの変人ですけど……鉄てつ壁ぺきってほどじゃないと思うなー」

　そこでめぐみは、俺おれに向き直って、

「だって今日も、彼かの女じよと喧けん嘩かしたんですよね？」

「うっ……そ、そんな前から聞いてたのか？」

「いえいえ。実はあたし、ここ来る前におにーさんの家に行ったんですよ」

「え、マジで？　紗さ霧ぎりと遊ぶ約束でもしてたのか？」

「今日はおにーさんに用があったんです。でも、ピンポン押おしても誰だれも出てこなくって」

　まあ、家から出られない紗さ霧ぎりは、基本居留守するしかないからな。

　楽しみにしていた美少女フィギュアが宅配されてきても居留守するくらいなのだから、たとえ友達が遊びに来ようとも、そのスタンスは変わるまい。

「紗さ霧ぎりちゃんに電話で事情を聞いたんですよ。玄げん関かん先さきにいるのに電話とかふつーじゃないですけどね。そしたら────おっと、これはナイショなんでした♪」

「うわ、気になる！」

「えへへー」

　めぐみは、悪いた戯ずらっぽく口元を押おさえる。

「愚ぐ痴ちとか色々聞いちゃいました。なんでも浮うわ気き者ものを家から追い出したんだ──って、ぷりぷり怒おこってましたよ」

「そ、そう……」

　うう……まだ怒おこってたか……。そろそろ帰ろうと思っていたのに……。

「今度という今度は許さないって言ってました」

「家に入れてもらえそうにない！」

「そんなわけで。アワレ家を追い出されたおにーさんは、ともちゃんのとこかなーって」

　当たりでしたね、と、めぐみは言う。

「彼かの女じよと喧けん嘩かして即そく、他の女のところに行くなんて、さすがですお兄様♪」

「そういう言い方はよくないと思うぞ！」

　反射的に返してしまったが、悪質なさすおに発言をしたのはめぐみではなく。

　見知った別の人物だった。

「数日ぶりなのです、お兄様」

　この和風なお嬢じよう様さまは、宇う佐さ美み鈴すず音ね。先日知り合った、中学三年生の女の子だ。

　ムラマサ先せん輩ぱいのクラスメイトで親友でもある。

「っと、どうして鈴すず音ねがここに？　まさか、めぐみが言ってた『俺おれへの用事』って」

「はい……私が、めぐみんちゃんに頼たのんだのです。どうしてもお兄様ともう一度会ってお話がしたい、と」

「わざと誤解を招くように言ってるだろ」

　ほら、智とも恵えが、『なッ……ま、また新しい女が出てきただとッ……？』みたいな顔をしているじゃないか。

　そういえば、鈴すず音ねはめぐみの友達なんだっけ。相変わらず顔が広い。

「えっと、俺おれに話があるってんなら、聞くけど」

「いいえ、後で構いませんわ。こんな場所でする話でもないので」

「こんな場所で悪かったねー。それでキミはどなた様？」

　智とも恵えが、ふてくされた声で誰すい何かする。

　すると鈴すず音ねは、いつものアルカイックスマイルで、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「菜なの花はな女学園中等部三年、宇う佐さ美み鈴すず音ねと申します」

「お嬢じよう様さまじゃん！　なんでムネくんごときと知り合いなのさ!?」

「我わが校こうの文化祭が数日前にありまして──そこで」

　鈴すず音ねと智とも恵えの自じ己こ紹しよう介かいがしばし続き、一区切りしたところで、彼かの女じよはこう切り出した。

「そういえば智とも恵えさん、興味深いお話をされていましたわね？　お兄様が、恋れん愛あい的てきに鉄てつ壁ぺきかどうか、と」

「うん。ボクは鉄てつ壁ぺきのガードだって主張してて、めぐみんちゃんはそーでもないって」

「それはそれは……非常に面おも白しろい……タイムリーな話題なのです」

　フフフ……と、鈴すず音ねが怪あやしく口くち端はを三日月型につり上げる。

　ぞくっ、と、背筋に悪お寒かんが走った。

「お兄様、もし差さし支つかえなければ、検証させていただけませんか？　私の用件にも関わることなのです」

「は、はあ……検証ねえ。ちなみにどうやって？」

「少し私に付いてきていただければ、それだけで大だい丈じよう夫ぶなのですよ」

「………………」

　……めっちゃ怪あやしい。

　というか、さっき鈴すず音ね自身にも言われたことだが。

　彼かの女じよと喧けん嘩かした当日に、他の女の子からの誘さそいに付いていくというのは彼かれ氏し的てきにどうなのか。

　もちろん智とも恵えは友達で、変な下心などお互たがいないし、めぐみや鈴すず音ねだって似たようなものではある。

　しかし……なんとなく嫌いやな予感がするというか。

　上う手まく言えないのだが……誘さそいに乗ったら、もう戻もどってこられないような。

　そんな雰ふん囲い気きが、鈴すず音ねにはあった。

「うーん……」

　俺おれは腕うでを組んで迷い、やはり断ろうと口を開いたところで──

「対価は『宇う佐さ美み鈴すず音ねと神じん野のめぐみの恋こいバナ』でいかがでしょうか、和泉いずみマサムネ先生？」

「さあ行こう」

　俺おれはあっさりと誘さそいに乗った。

　現げん役えき女子中学生の恋こいバナを取材できる機会など、そうそうあるものではない。

　ラブコメを書くものとして、断ることなどできないお誘さそいであった。

　そんな俺おれを見て、めぐみがケラケラ笑っている。

「ほぉら、超ちようちょろいですよこの人？」

「こ、こんなのはムネくんの職業的習性を利用しただけじゃないか！　まだまだだから！　このスーパーラノベ主人公野や郎ろうの鉄てつ壁ぺきっぷりが本領を発揮するのはこれからだから！」

「お兄様の本領。まさにそれが、私の知りたいことなのです」

　黒くろ髪かみのお嬢じよう様さまは、どこかで聞いたような口調で言った。

「私、気になります」

　たかさご書店を出た俺おれたちが、めぐみの先導で向かったのは、五ご反たん野の駅えき近くのカラオケボックスだ。かわいい名前とせま[image: ][image: ]い個室が特とく徴ちようのその店は、遊び場所に精通しているであろう神じん野のめぐみにしては、やや不自然なチョイスではあった。

　……何な故ぜわざわざこの店を……？

　と、普ふ段だんの俺おれなら、不ふ審しんに思えていただろう。

　残念ながらこのときの俺おれは、ＪＣが恋こいバナを聞かせてくれるということで、少々正気ではなかったようだ。

　ザ・昭和の足あ立だち区くといった趣おもむきの店構えを見てもなお、一いつ切さい疑わずに付いていった。

　よくいえばレトロな雰ふん囲い気きの廊ろう下かを歩き、部屋に入る。

「さすがめぐみんちゃん。素敵なお店ですわ」

　真っ先に感想を述べたのは、もっともこの場所にそぐわないお嬢じよう様さまオーラを放つ鈴すず音ねだった。

　俺おれはきつめのイヤミかな？　と、思ったのだが、めぐみは我わが意を得たりとばかりに、

「でしょ？」

　などと言う。ＪＣ二人だけで通じ合っているようだ。

「さ、お兄様。お部屋にひとつしかない、このみすぼらしいソファの真ん中に座すわってください」

　他者に命令し慣れている──そんな声こわ色いろだった。

　鈴すず音ねという少女は、教会めいた学まなび舎やを出てなお、神聖な空気を纏まとっている。

「お、おう」

　俺おれは、言われるがままに動くしかない。

　次いでめぐみと鈴すず音ねが俺おれを挟はさむように腰こし掛かけ……そこでようやく、この配置はマズいのではという思考に辿たどり着ついた。

　とにかく部屋が狭せまいので、三人で座すわるとぎゅうぎゅうだ。

　そんなところで美少女中学生二人に挟はさまれた俺おれは、狩り場に誘さそい込こまれたような心細さと恐きよう怖ふを覚えていた。断じて彼かの女じよの持ちの男子が来ていい場所ではなかった。まるで寝ね取とられ同人とかでクズなチャラ男が、彼かれ氏し持もちの女の子を強ごう引いんに連つれ込こむような部屋であった。

　男女逆じゃねーのかこのシチュエーション。

　店の悪口を書きすぎたような気がするので、足あ立だち区く地じ元もと民みんは決してこの店を特定しようとしたりしないでほしい。あくまで架か空くうのカラオケボックスである、ということにしてほしい。

　和泉いずみマサムネからのお願いだ。それとめぐみや鈴すず音ねとは合わないというだけで、俺おれが一人で歌いに行くぶんにはとてもいいお店なのだと強めにフォローしておく。

　ともあれそういうわけで。

　俺おれは、非常にマズい状じよう況きようにあった。

「あれあれ？　おにーさんってばそんなに身体からだを縮めちゃって～、どうしたんですぅ？　かっわい[image: ][image: ]きんちょーしてるんだ？」

「フフフ……男性とこんなに密着するのは、生まれて初めてなのです。なんだかはしたないことをしているみたいで、ときめいてしまいますわ」

　いちいち台詞せりふがいかがわしいんだよこのコンビ！

　絶対わざとやってるだろ！　俺おれをからかっているんだろ！

「………………………………」

　だが、下手なリアクションはできない。

　特にめぐみは、オトナぶっているだけで根は紗さ霧ぎりに負けない清純女子なので、肘ひじに胸が当たっているなどと指し摘てきしたら泣きかねないのだ。だから仕方なく黙だまっているしかないのだ。

　鈴すず音ねについては……よくわからない。

　何がとは言わないが、紗さ霧ぎりに負けないくらいなんの感かん触しよくもない。

　もちろん口にできるわけもない。

「あのさ……今いま更さらだけど、別の店にしないか？」

「え[image: ][image: ]？　だめですよぉ？　ねぇ、鈴すず音ねちゃん？」

「そうですわお兄様。お店を替かえるだなんて論外です。せっかくこうして尋じん問もん……もとい検証に適した場所に連つれ込こんだのですから」

「尋じん問もんって言った!?　いまから何が始まるんです!?」

「恋こいバナですよ？　そう言ったじゃありませんか」

「尋じん問もんでもあるんだろそれ！」

「まあそうですが」

「やっぱり！　騙だまされた！　俺おれは帰らせてもらう！」

「ずいぶん壁かべが薄うすいようですけれど、ここで私たちが泣なき叫さけんだらどうなるでしょうね？」

「………………………………」

　たぶんこの店、通報とかしないんじゃねえかな……？

　とは思うものの、試ためしてみる勇気はない。

「検証……尋じん問もんって……何が聞きたいんだ？」

「お兄様────どうして花はなちゃんを振ふったのです？」

「！」

　意表を突つかれた俺おれは、はっと顔を上げた。

　鈴すず音ねの真白く美しい顔が、すぐ間近にある。

　彼かの女じよの言う『花ちゃん』とは、俺おれの同業者である千せん寿じゆムラマサ先せん輩ぱいのことだ。

　俺おれはつい先日、ムラマサ先せん輩ぱいに誘さそわれて、彼かの女じよや鈴すず音ねの通う『菜なの花はな女学園』の文化祭へと赴おもむいた。鈴すず音ねは親友の思い人である俺おれに興味を抱いだき、文化祭の間、何度もちょっかいをかけてきた。

　俺おれを試ためすために。

　俺おれの知らないムラマサ先せん輩ぱい──俺おれの知らない梅うめ園ぞの花はなの魅み力りよくを、伝えるために。

　──だって、そうすれば、私たちの花はなちゃんが負けるわけないのですから。

　俺おれは、後夜祭にて、ムラマサ先せん輩ぱいに思おもいの丈たけを告白され、

　──だけど、もっと好きな人がいるんだ。

　──だから、応えられない。

　そう返事をした。

　鈴すず音ねの形のいい唇くちびるが、妖あやしくうごめき言葉を紡つむぐ。

「どうしても納なつ得とくできなかったのです。又また聞ぎきでは話にならないのです。それで──」

「あたしが、おにーさん本人とお話しできる場を作ってあげることになったんです」

　と、めぐみ。

「えへへー♪　こーんなシチュなら、おにーさんもごまかせないですよね？」

「本当に助かりました、めぐみんちゃん。お礼にお兄様がこっそり肘ひじでお胸をつんつんしていることを教えて差し上げますわ」

「ひゃ！　お、おおお、おにーさん!?」

「ごめん！　俺おれもいま言われて初めて気付いたよ！」

「ほ、ほんとですかぁ？　も、もぉ…………おにーさんのえっち」

　もはや手て遅おくれなのに、オトナぶった演技を取とり繕つくろうめぐみ。

　真っ赤になって己おのれの腕うでで身体からだを抱だいている。

　そして確信した。めぐみよりも鈴すず音ねの方が、遙はるかにタチ悪い女の子だと。

　めぐみがオトナぶった小こ悪あく魔まなら、鈴すず音ねは聖女ぶった悪あく魔まである。

「で──どうなのです？」

　流し目で悪あく魔まが言った。

「花ちゃんの告白を断った理由、教えてくださいますか？」

「大好きな彼かの女じよがいるから、他の人とは付き合えないんだ」

「今朝、喧けん嘩かをしてしまったという例の彼かの女じよさんのことなのです？」

「ああ」

「ここまでは、聞いた話と同じなのです。ただ、やはりわかりません。たとえどんなに素す敵てきな彼かの女じよさんがいたとしても、あれだけお膳ぜん立だてされた状じよう況きようで、花ちゃんの告白を断れるとは思えないのです」

　本当に不思議そうに、鈴すず音ねは首をかしげた。

　おそらく三年一組の女の子たちも、同じ意見なのだろう。

　彼かの女じよたちは、長い付き合いでムラマサ先せん輩ぱい──梅うめ園ぞの花はなちゃんの魅み力りよくを、よく知っているからだ。あの人がどれだけ可か愛わいくて、好かれた相手が幸せ者なのか、よく理解しているからだ。

　仮に──俺おれと紗さ霧ぎりが恋こい仲なかでなく、紗さ霧ぎりに意中の異性がいたとして。

『紗さ霧ぎりがそいつに振ふられた』という話になったとしたら。

　俺おれだって同じように思うだろう。

『そんなバカな』『こんなに可か愛わいい紗さ霧ぎりを振ふるような男が存在するはずがない』ってな。

「まあ……おまえから見たら、そうかもな」

「はい、それはもう。花ちゃんのお父様からことの顚てん末まつを聞いたあと、本人がいないところで、クラスの皆みなさんと話し合ったのです。コレはどういうことなのか、あの冴さえない男はいったい何様なのか、もしや私たちは何か致ち命めい的てきな見落としをしたのでは、と」

「おまえたち……ムラマサ先せん輩ぱいが振ふられた原因、『俺おれが言ったとおりじゃない』と思っているのか？」

「率そつ直ちよくにいうとそうです。そこで……長い長いクラス会議の結果、これかな？　という予想を一つ用意して参りました」

　クラス全体で告白の反省会が催もよおされるとか、ムラマサ先せん輩ぱいが知ったら恥はずかしさで死にそうだな。それだけクラスで愛されているってことなんだろうが。

　若じやつ干かん引いている俺おれに、鈴すず音ねが言う。

「お兄様、答え合わせをしてもよろしいですか？」

「言ってみ？」

「ずばり、花ちゃんは告白の最中、刃は物ものを出したのでは？」

「おまえたち長年の親友をなんだと思ってんの!?」

「そのくらいの奇き行こうはありえる子だと思っているのです。もしも花ちゃんが、刃は物ものを出しながら愛の告白をしたならば……『彼かの女じよがいる』『もっと好きな人がいる』というお兄様の理由は、私たちが納なつ得とくできるものになります。クラスの皆みなさんも『刃は物もの出しちゃったならしゃーない』と頷うなずいていました。──どうです？　この予想……当たっているのでは？」

「当たってねえよ！」

　さすがにムラマサ先せん輩ぱいに対して失礼すぎる。

　大切な先せん輩ぱいへの暴言に憤いきどおっていると、鈴すず音ねが俺おれの目をジッと覗のぞき込こんでいるのに気付いた。

「む……噓うそは言っていないようなのです。なら……本当に？　花ちゃんよりも、いまの彼かの女じよさんの方が好きだというのですか？　だから、告白を断ったと？」

「そうだよ」

「むむう…………そんなことが……」

　鈴すず音ねは難しい顔で考かんがえ込こんでいる。

　一方、めぐみは俺おれたちの会話を聞きながら、スマホをいじっている。

　なにがそんなに楽しいのか、にやにやと笑っていた。

「なに笑ってんだよ」

「いやぁ～、紗さ霧ぎりちゃん愛されてるなーって」

「当たり前だろ。俺おれがどれだけあいつのこと好きだと思ってるんだよ」

「んふふ、でっすよねー」

　にこーっとした笑えみで、めぐみはスマホに話しかけるように言う。

　それから、鈴すず音ねに向けて声をかけた。

「鈴すず音ねちゃん、まだ納なつ得とくしてない感じ？」

「むぅ……はい」

「そんじゃ、検証のために恋こいバナを続けましょー！　あたしたちの恋こいバナを聞かせてあげるって約束ですしね！」

　めぐみは、俺おれに向けて片目をつむる。

「というと？」

「あたしの恋れん愛あいについての考えを話しながら、おにーさんの鉄てつ壁ぺきっぷりを検証します♡」

　言って──

　めぐみは元気よく、ぴょんとお尻しりを俺おれの膝ひざ上うえにのせてくる。

「お、おい……」

　強い既き視し感かん。めぐみと初めて会った日のことを思い出す。

　あの日もこうして、からかうように密着されたんだっけ。

「んふふ～、お兄さんの身体からだ、あったかーい」

　胸に肘ひじが当たっただけで真っ赤になって悲鳴を上げるくせに、自分からはどんどんスキンシップをしてくるんだよなコイツ……。このあたり、よくわからない感性だ。

　めぐみはさらに口元を俺おれの耳に寄せて、

「ねぇ……正まさ宗むねクン」

　ぞくぞく──と背筋が震ふるえる。

「な、なんだその呼び方は……？」

「えへへ……好きな男の子は、下の名前で呼びたいじゃないですか？」

「すっ──」

「あたし、正まさ宗むねクンのこと……好きですよ」

　ふ、と、吐と息いきが耳にかかる。

「紗さ霧ぎりちゃんには内ない緒しよで……こっそりあたしと浮うわ気きしません？」

「しない」

　即そく答とうすると、ぷ、と含ふくみ笑わらいがこぼれる音。

「お、やるじゃないですか、おにーさん♪　あたしのユーワクにちゃ～んと耐たえましたねー。えらいえらい。これなら鉄てつ壁ぺきじゃないって言ったの、取り消してもいーかもです」

「どーせ本気じゃなかっただろ」

「んー、どーでしょーねー。えへへへ……『する』って言われてたら……してたかも。好きっていうのは、噓うそじゃないですしね──なぁんて♡」

　危険な言葉を残し、俺おれの耳からめぐみの唇くちびるが離はなれていく。

「……いい加減、膝ひざから下りてくれ」

「あ、それですよ？」

　つん、とめぐみの指が俺おれの鼻をつつく。

「おにーさんは、すっごくすっごーく彼かの女じよのことを愛していますよね。あたしもー、そこは疑う余地ないと思うんです。でーも、他の女の子に迫せまられたとき、あんまり強く抵てい抗こうしないんですよ」

「うっ……」

　それは……そう……かも。だが、言い訳がましくなってしまうけれど、女の子の身体からだを触さわって押おしのけるのも抵てい抗こうあるし……どうしていいかわからないんだ。

「はっきり言っちゃうとコレが『今回の喧けん嘩か』の原因のひとつです。あたしがともちゃんに、そんなに鉄てつ壁ぺきじゃないよって言った理由もコレです。さすがにむりやり迫せまったら、おにーさんも本気で抵てい抗こうするでしょうけど、いまみたいにからかってるっぽくやるとですね、おにーさんて、どーも強く抵てい抗こうできないっぽいんですよね。これ、誰とは言いませんけど、わかってる娘こはわかってると思いますよ？　──ってわけで♪　あたしの恋こいバナ、こんな感じでどーですかね？　参考になりました？」

「大いにな。心に刻んでおくよ」

　これは、めぐみからの[image: ]しつ責せきと忠告だ。

　しっかりと受け止め、今度こそ自分から膝ひざ上うえのめぐみをどかす。

「あん、どこ触さわってるんですかぁ、えっちぃ♡」

「うっせ」

　本当に危険な場所に触さわっていたら、絶ぜつ叫きようするくせに。

「あー……めぐみ……ありがとな」

「いいんですよ。友達の悩なやみは、なんとかしてあげたいですし」

　めぐみとの会話に区切りがついたところで、ずっと不満そうな顔で黙だまり込こんでいた鈴すず音ねが、「お兄様」と、話しかけてきた。

「差さし支つかえなければ……もう少し、詳くわしく話していただけませんか？　いまの花ちゃんが敵かなわなかったという……『彼かの女じよさん』について」

「紗さ霧ぎりについて？」

「はい。お兄様が、どうしてその方のことを、それほどまでに好きなのか──とてもとても気になるのです」

　鈴すず音ねは、胸に手を当てる。

「私、恋れん愛あいって……自分が幸せになるためにするものだと思うのです」

「おっ、次は鈴すず音ねちゃんの恋こいバナかな？」

「茶化さないでくださいな、めぐみんちゃん。私も、こういうことを真面目にお話ししていて……恥はずかしいのですから。……私、お兄様の彼かの女じよさんについて、めぐみんちゃんやエルフちゃんから色々聞いたのですよ。画が面めん越ごしに少しだけお話する機会もありました。──かわいらしく美しい方だそうですね。絵の才能があって、お兄様と長い付き合いがあって、思い出があって、共通の夢があって──とっても素す敵てきな関係です。憧あこがれてしまいますわ」

「そりゃどうも。改めて自分以外の口から聞くと、すげー照れるな」

「ですが、お兄様。やはり私は、それだけなら、花ちゃんが負けるとは思えないのです。お兄様は、花ちゃんとお付き合いした方が、きっと幸せになれますよ？」

「ムラマサ先せん輩ぱいと恋こい人びと同どう士しになったら、結けつ婚こんしたら、すごく幸せだろうな」

　俺おれは、穏おだやかな声でそう返した。鈴すず音ねがそう言う気持ちが、よくわかるからだ。

「けどね、俺おれは紗さ霧ぎりと一いつ緒しよにいるのが、一番幸せなんだよ」

「────」

「鈴すず音ねの話を聞いて、思い出した。なんかの本で読んだんだけどさ……人間ってのは、自分のためにしか行動できないんだって。誰だれかのために動くのは、突つき詰つめると自分のためなんだって……確かそんな話なんだけど。結構当たってるかもなって」

　話の意図が読めないのだろう。鈴すず音ねはきょとんと首をかしげる。

　悪い。俺おれも、文章を書くときほど、うまくは喋しやべることができない。

「俺おれさ、昔、よくないことがあって、それから、ずっと考えてた。『幸せってなんだろう』って。ラノベ作家になってからは、もっと具体的に考えるようになった。俺おれの本を読んだ人たちに、幸せな気持ちになってほしいからね。『幸福ってなんだろう？』『面おも白しろいってなんだろう？』──わかってなきゃ、書けないと思ったんだ」

「お兄様……本当に、お話がうまくないのですね」

　鈴すず音ねは、くすっと笑って、「まあいいのです」と続ける。

「結論をうかがいますわ……幸せとは、なんだったのです？」

「人それぞれだと俺おれは思う。何を面おも白しろく感じて、何を幸せだと考えるのか──人によって違ちがうんだ。『多くの人が幸せだと思うこと』『多くの人が面おも白しろいと思うこと』はあるだろうけれど、それを書いても、決して最高の回答にはならない。どんなに俺おれと相あい性しようのいい読者に読んでもらっても、必ず少しズレてしまう。きっと、自分にとって一番大きな幸福は、オーダーメイドでしか手に入らないんだ。自分で見つけて、自分で考えて、自分で手に入れるしかないんだ」

　あの人が求め目指した『世界で一番面おも白しろい小説』のように。

　目をつむり、思おもい描えがく。

「俺おれにとって一番の幸せは、自分ではっきりわかってる。『大好きな家族と一いつ緒しよに、笑って暮らすこと』。ありふれてるかもしれないけど、そんな日々がずっと欲ほしかった。俺おれが幸せを想像すると、いつも紗さ霧ぎりの笑え顔がおがある。俺おれは俺おれの幸せのために、紗さ霧ぎりを幸せにしたい」

　だから、他の誰だれかじゃダメなんだ。

　そう伝えると、鈴すず音ねはうんざりと溜ため息いきを一つ。

「……とんでもない惚気のろけを聞かされた気がするのです」

「すまん。うまく伝えられた気がしないけど、こんな感じでよかったかな」

「お兄様には、明確な幸福の未来図ビジヨンがあるのですね。それを手に入れるために動いているから、幸福から遠ざかるような行こう為いは一いつ切さいしないし、どんなに魅み力りよく的てきな女性にもなびかない。なるほどこれは強敵なのです。納なつ得とくしました」

「なら、よかった」

「……そんなお兄様を落とそうと思うなら──いまよりもさらに素す敵てきな未来図ビジヨンを提示するのが王道なのでしょうね。それがどんなものか見当もつきませんが……そう、たとえば私なら」

「私なら？」

「彼かの女じよさんの方を浮うわ気きさせるように仕向けますわ」

「俺おれ、おまえに好かれてなくて心から安心しているよ」

　邪じや道どうきわまりねえ。

　もちろん紗さ霧ぎりが浮うわ気きするとは思わないけど、悪あく魔まを敵に回したくはないのだ。

「ねぇ……あのさ、正まさ宗むねクン？」

「めぐみ……その呼び方やめてくれる？」

　ぞくっとするから。

「じゃあ、おにーさん」

「なに？」

「いますぐ家に帰った方がいいですよ」

「俺おれ、家を追い出されてここにいるんだが？　紗さ霧ぎり、まだ怒おこってるっぽいし……お昼ひる頃ごろまで待って、紗さ霧ぎりの好きな美お味いしいものでも買ってからに──」

「いやマジで、悪いこと言いませんから！　とっとと帰った方がいいですって！」

　めぐみは何な故ぜか、ものすごく顔を赤くしていた。

　もう耐たえられないとばかりの忙せわしない様子で、スマホの電源を切り、それから、とろけた顔で額を押おさえる。

「うはぁ～……あたしまでくらくらしてきた。紗さ霧ぎりちゃん……おにーさんのせいで、ちょー大変なことになってそう」

　なんだってんだよ？

　わけもわからずカラオケボックスを出た俺おれは、めぐみの指示に従って、家へと駆かけ戻もどった。

　紗さ霧ぎりのために早く帰れ。意味がわからなくてもいいからさっさと帰れ。

　そう何度も強く急せかされたら、言うとおりにするしかない。

　脳のう裏りにあるのは、浮うわ気き現げん場ば（誤解だが）を目もく撃げきし、無表情でキレている紗さ霧ぎりの姿。

　俺おれは、内心ビクビクで、家の扉とびらを開く。

「……た、ただいまー」

　その途と端たん、腰こしに衝しよう撃げき。

「っと、紗さ霧ぎり？」

　紗さ霧ぎりが、いきなり抱だきついてきたのだ。

　どうやら俺おれが帰ってくるのを、玄げん関かんで待ち構えていたらしい。

　うつむいているので、顔は見えない。俺おれの腰こしに腕うでを巻き付けて、

「っ……」

　ぎゅ、ぎゅ、と力を込こめて抱だきしめてくる。

「ど、どうした？」

　俺おれが帰ったとき、紗さ霧ぎりが出で迎むかえてくれることはこれまでもあったけれど、今日の紗さ霧ぎりは様子がおかしい。

「俺おれがいないときに、何かあったのか？」

「っ……」

　ぶんぶん、と、紗さ霧ぎりは首を横に強く振ふる。

　そして、

「兄さんのばか！　あ、あんなっ……恥はずかしいでしょ！」

「ええっ……？」

「……ぅぅ[image: ][image: ]」

　ぐりぐり、と、頭を俺おれの胸に押おしつけてくる。

　本当……なんだってんだ？

　めぐみの言うとおりだ。なんだかよくわからんが──紗さ霧ぎりが大変なことになっている。

　怪け我がをしたとか、病気とか、そういうことではなさそうなので、俺おれはわからないながらもされるがままになっていた。

　紗さ霧ぎりが顔を埋うめている胸むな元もとが、熱くなってくる。

　胸の鼓こ動どうが、聞かれてしまっているかもしれない。

「あの……今日、ごめんな。おなかすいたろ？　すぐ、お昼にするから」

「……ん」

「その……あの後……エルフは、どうした？」

「泣かした」

「そ、そう」

　詳くわしくは聞くまい。

「に、兄さん」

　そこで──

　ようやく紗さ霧ぎりが、顔を上げた。俺おれに抱だきついたまま、すぐ間近で、

「ずっと一いつ緒しよにいようね」

　俺おれを幸福にする笑え顔がおを向けるのだった。
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　その日の夜、俺おれ──和泉いずみ正まさ宗むねは、窮きゆう地ちに陥おちいっていた。

　俺おれは最近の習慣通り、リビングのソファに座すわって仕事をしているのだが……

「[image: ][image: ][image: ][image: ]♪」

　隣となりに座すわっている紗さ霧ぎりが、ぴったりと俺おれに身を寄せてくっついてきているのだ。

　とても上じよう機き嫌げんに、鼻歌を口ずさんでいる。

「えっと……紗さ霧ぎり？」

　そんな紗さ霧ぎりに声をかけると、

「ん？」

　にっこりと微ほほ笑えんで、俺おれを見上げる。

「……どうしたの？　兄さん？」

「いや……」

　どうしたの？　は、こっちの台詞せりふなんだが……。

　今朝、俺おれは紗さ霧ぎりに浮うわ気き現げん場ば（誤解だが）を目もく撃げきされ、家を追い出された。

　その後、たかさご書しよ店てんやカラオケボックスで色々あって──

　めぐみに急せかされる形で帰宅したのだが。

　そうしたら──

　──ずっと一いつ緒しよにいようね。

　紗さ霧ぎりの機き嫌げんが直っていたのだった。

　正直、どういうことなのか、さっぱりわからない。

　もちろん本人に聞いてみたのだが、

「んふふ……ないしょ」と、含ふくみ笑わらいを返してくるばかり。

　それからいままで、ずーっとスキンシップ過か剰じような紗さ霧ぎりなのであった。

　腰こしにしがみついてきたり、腕うでを組んできたり、背中に乗っかってきたり。

　大好きな女の子にそんなことをされ続けている俺おれとしては、嬉うれしいやら、恥はずかしいやら、困こん惑わくするやらで、仕事が手につかない。

　──それでも、さっきまではまだ、我が慢まんできていたのだ。

　現在。

　食事の準備は済んでおり、俺おれも紗さ霧ぎりも、入浴を終えている。

　あとは京きよう香かさんが帰ってきたら、家族揃そろって夕食を食べよう──という状じよう況きよう。

　つまり……紗さ霧ぎりは湯上がりのパジャマ姿なわけで……。

『世界で一番萌もえない衣服』こと全ぜん裸らとは逆に、今の彼かの女じよは、仕草のすべてがえっちに見える、最強装備に身を包んでいるのであった。

　世界一の美少女が、最強装備で俺おれにささやく。

「ねぇ、ねぇ……兄さん」

「あ、あぁ……なんだ、紗さ霧ぎり？」

「私のこと……好き？」

　紗さ霧ぎりは、上うわ目め遣づかいで問うてくる。

「…………っ」

　俺おれは、くらりと意識を失いかけ、しかし辛かろうじて踏ふみとどまった。

　そして、答える。

「……す、好き……だぞ？」

「ふへへぇ[image: ][image: ]♪　私も[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]♡」
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　べたぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、と。

　紗さ霧ぎりは、ソファに座すわっている俺おれの膝ひざ上うえに、うつ伏ぶせに乗っかってくる。

　そのまま、たまらないとばかりに、両りよう脚あしを無む邪じや気きにぱたぱたさせはじめた。

　まるで母親に甘あまえる子供のような仕草。だけど彼かの女じよの身体からだからは、湯上がりの色いろ香かが立ち上ってきて、俺おれの脳を甘あまく痺しびれさせていく。

「………っ……く……」

　危険な感覚だった。きつく抱だきしめたくなる衝しよう動どうを、必死に堪たえる。

　先日、紗さ霧ぎりに誘ゆう惑わくされて死にかけたことがあったが──

　今回のコレは、似て非なる破は壊かい力りよくの行こう為いであった。

　自覚的に誘ゆう惑わくしているわけではなく、単純に紗さ霧ぎりが『甘あまえたくて甘あまえてきている』のが伝わってきて、愛おしさがこみあげてくる。

　同時に、邪よこしまな欲望も。

　あわわ……この体勢は、マズい……。

　詳くわしく説明できないが、非常にマズい……。

「さ、紗さ霧ぎり……？　頼たのむからあんまりくっつかないで……」

「やだ」

「なんで!?　ってか、ホントどうしたの!?　さっきからずっと、くっついてきて──」

「嫌いや？」

「嬉うれしいけど！　理由を説明してくれ！」

「兄さんとくっつきたい気分だから」

「そういう気分になった理由！」

「それは…………へへ……ないしょ」

　とまぁ──

　ずーっと、こんな感じなのである。

　紗さ霧ぎりは、決して意識してやっているわけではないのだろうが、俺おれとしては理り性せい崩ほう壊かいギリギリのところで、もてあそばれているかのようだった。

「ん……しょ」

　俺おれの膝ひざ上うえに、うつ伏ぶせで乗っかっていた紗さ霧ぎりは、ころんと身体からだを反転させた。

　膝ひざ枕まくらの体勢だ。

　わずかに顔を隠かくしていた長い髪かみが、重力に従いはらりと流れる。

　湯上がりの火ほ照てった頰ほおに、俺おれの視線が吸い寄せられた、

「……ね」

　と、紗さ霧ぎりの小さな唇くちびるが言葉を紡つむぐ。

「私とも、恋こいバナしよ」

「────」

　不意を衝つかれた俺おれは、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。

「……めぐみから聞いたのか？」

「ん。兄さんが、女の子の恋こいバナを集めてる……って」

「言っておくが、趣しゆ味みで恋こいバナを聞きたがっているわけじゃないぞ？」

　俺おれは、人聞き悪い勘かん違ちがいを訂てい正せいしてから、こう続けた。

「……別に女の子に限定しちゃあいないし、今日急に集め始めたわけでもないんだが……一応……常ずい時じ募ぼ集しゆう中ちゆう」

　ラブコメ作家だからな、と、偽いつわりの余よ裕ゆうで呟つぶやく。心臓は、ばっくばくだ。

　すると紗さ霧ぎりは人の気も知らず、「そなんだ。真ま希き奈なちゃんみたい」などと言う。

　葵あおい真ま希き奈な。

　俺おれたちの作品『世界で一番可か愛わいい妹』の脚きやく本ほんを手がける、アニメ脚きやく本ほん家か。

「……あの人ほど、貪どん欲よくに集めちゃいないよ」

　真ま希き奈なさんは、俺おれたち兄きよう妹だいの恋こいバナを直接体験するために、一時期一いつ緒しよに暮らしていたくらいなのだ。取材であそこまで徹てつ底ていする人を、俺おれは初めて見た。

　原げん稿こう落としまくるのは本当に感心できないけれど、尊敬できるクリエイターだ。

「ええと……紗さ霧ぎりと俺おれとで……恋こいバナをするって？　俺おれの話でいいのか？」

「ん……兄さんの恋こいバナ、聞いてみたい」

「わかった。じゃあ、本心で話すから……聞いてくれ」

　俺おれは、膝ひざ枕まくらの体勢で、紗さ霧ぎりと目を合わせる。そうして言った。

「俺おれには、いま、すっげー好きな人がいてさ」

「うん」

「その人は、俺おれにとって、初はつ恋こいの人で」

「うんうん」

　自分のことだとわかっているのだろう。

　にやにや、と、仰あお向むけのまま、柔やわらかく笑えむ紗さ霧ぎり。

　俺おれは続ける。

「その人のどんなところが好きかっていうと──」

「うんうん──えっ？」

「一いつ緒しよにいるだけで、幸せな気持ちになれるところ。その人の笑え顔がおを見るためなら、なんだってできるって思えるところ。いつも俺おれに生きる力をくれるところ。寂さみしいときも、辛つらいときも、苦しいときも、ずっと一いつ緒しよにいてくれたところ」

「わ、わっ」

「がんばり屋なところも好きだ。一いつ生しよう懸けん命めい勉強して、手料理を作ってくれるところ。引きこもりを克こく服ふくするために、こっそり練習しているところ。毎日毎日、もっとかわいいイラストを描かけるようになるために、試し行こう錯さく誤ごして努力しているところ」

「そ、そそそ！　そっ、それは好きでやってるだけだから……！」

「ああ、知ってる。だから好きなんだ」

　俺おれは、笑って、さらに続ける。

「もちろん内面だけじゃなくて外見も好きだぞ。天使みたいに綺き麗れいな髪かみも、雪の妖よう精せいみたいに真っ白な肌はだも、宝石みたいな目も、全人類の中で一番かわいくて最高だと思う」

「はわ、わ……うぅ……」

「紗さ霧ぎりみたいな彼かの女じよと出で逢あえたことは、俺おれの人生で、」

「すとっぷ！　すとぉーっぷっ！」

　わーっ、と、紗さ霧ぎりは両目を[image: ]バツテンにし、両手を伸のばして俺おれを止める。

「な、なんだよ？」

　まだ途と中ちゆうなのに。

　紗さ霧ぎりは目をきつくつむったまま、真っ赤になっている。

「恥はずかしい[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！　なぁんでそゆこと言うの～!?」

「いや、なんでって……恋こいバナをするって話だったろ？　おまえが切り出したんじゃん」

「だからってっ……うぅ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　紗さ霧ぎりは俺おれの口を押おさえながら、力強く大声を出す。

「本人に惚気のろけをするとかっ……信じられない！　しかも湯上がりで！」

「湯上がりになんの関係があるんだよ！」

「しらない！　兄さんのえっち！」

「えぇ……？」

　まったく意味がわからない。

　しかし紗さ霧ぎりが『えっち』だの『へんたい』だのと俺おれを責めるときは、たいてい自分がえっちなことを考えていたときなのだ。もう知っているのだ。

　言わないけど。

　代わりに俺おれは、こう言った。

「よくわからんが、いまのは紗さ霧ぎりが悪い」

「なんでっ？」

「おまえが湯上がりにべたべたしてくるから、俺おれが惚気のろけを口にしなくちゃいけなくなったんだぞ」

「意味わかんない！　湯上がりになんの関係があるの！」

「そんなこと言えるわけないだろ！　エロマンガ先生のえっち！」

　湯上がりの彼かの女じよにくっつかれるとえっちな気分になるから、なんとか発散させる必要があったんだよ！

「そんな名前のひとはしらないっ！」

　恒こう例れいの台詞せりふとともに、俺おれたちは睨にらみ合あう。

「がるる……」

　キバを剝むいて威い嚇かくしてくる紗さ霧ぎり。

　彼かの女じよと恋こいバナをしていたはずなのに、何な故ぜ喧けん嘩かになってしまうのか。

　俺おれたち自じ身しんにもわからなかった。

「とにかく──まだ俺おれの恋こいバナは終わってないから、キリのいいところまで話していいか？　『和泉いずみ正まさ宗むねが、彼かの女じよのどんなところをどのくらい好きなのか』」

「それ、五分くらいで終わる話？」

「二時間くらいあれば、なんとか第一章は語り終えられるかな」

「う……恥はずかしすぎて、十分くらいで私は死ぬと思う」

　そんなにかよ。

「……なら、今度はおまえが恋こいバナをする番だな。『紗さ霧ぎりが俺おれのどんなところを好きなのか』──話してもらおうか！」

「……するわけない」

「何な故ぜ!?」

「私が『しよう』ってゆった恋こいバナって、そーゆーのじゃない」

　紗さ霧ぎりは、半目になって拒きよ否ひしてくる。

「そーゆーのじゃないって……じゃあどんなんだよ？」

「もっと……哲てつ学がく的てきなかんじ」

　なんか、意識高そうなことを言い始めやがったな。

「……哲てつ学がく的てきな恋こいバナとはいったい」

「えと……愛とは、恋こいとは……みたいな──じゃなくて……その……兄さんの想おもいとか……私の想おもい……恋れん愛あい観かん？　いちど、ちゃんと話し合ってみたいっていうか……んん……ごめん、うまく言えない」

「………………」

　もしかして──めぐみあたりと、そういう話をしたのかな？

　俺おれは黙だまっていることで、紗さ霧ぎりの話を促うながした。

　真面目に聞こうと思ったからだ。

　俺おれの膝ひざを枕まくらにしていた紗さ霧ぎりは、そこで身体からだを起こす。

「鈴すず音ねちゃんは……『恋れん愛あいって、自分が幸せになるためにするものだ』……って……言ってたよね？」

　まるでその場で聞いていたかのように言うなこいつ。

　うーん、めぐみのやつ、どこまで話したのだろう。

「なんだか打算的っぽい言い方だけど、鈴すず音ねちゃんらしい考えだし、そうかも……とも思った」

「アレ、わざと打算っぽく言ってたところもあると思うぞ」

　あくまで『自分からするもの』というニュアンスが、特に鈴すず音ねらしい。

「ん」

　紗さ霧ぎりは、小さく頷うなずいて、

「でも、私はちょっと違ちがう考えで……恋れん愛あいって、鈴すず音ねちゃんが言うみたいに、狙ねらってしたりされたりできるものじゃないと思う。もっと……病気みたいに、突とつ然ぜんなっちゃって……苦しくって……自分ではどうしようもないもの……だと思う」

「わかります」

「「!?」」

　突とつ然ぜんの同意の声。意表を衝つかれた俺おれと紗さ霧ぎりが同時に振ふり向むく。

　と。

「京きよう香かちゃん！」「いつの間に──」

　俺おれたちの保護者、京きよう香かさんがすぐそばに立っていた。俺おれたちがいるソファの傍かたわらにだ。

「先さき程ほどからここにいましたよ？　二人とも、お互たがいしか目に入っていなかったようですね」

　かぁ……と俺おれたちの頰ほおが紅潮する。

　彼かの女じよとの恋こいバナを家族に聞かれていたとは……。

　なんとも気まずい状じよう況きようだった。

　京きよう香かさんは相変わらず内心と連動しない怖こわい表情で、

「紗さ霧ぎりさんの言うとおりです──恋れん愛あいとは、病のように突とつ然ぜんなってしまうもの。苦しくて、切なくて……自分ではどうしようもないもの。──本当に、よく、わかります」

　うんうん、と、頷うなずいている。

　なっ！　まさか、この人が恋こいバナに乗ってきただと……！

　紗さ霧ぎりも、さすがに困こん惑わくした口調で聞いた。

「あの……京きよう香かちゃんも、恋こいバナしたいの？」

「ええ、ぜひ交ぜてください。実は、したことがなくって」

「あー……京きよう香かさん……もしかして、お酒飲んできました？」

「同どう僚りようの結けつ婚こん祝いわいの会だったんです。一いつ杯ぱいだけ飲んで抜ぬけてきたんですけれど……お酒、匂においますか？」

　ちら、と、上うわ目め遣づかいで俺おれを見る京きよう香かさん。

　かっこいいスーツ姿なのに、妙みように子供っぽい仕草だった。

「いえ……少しだけ、顔が紅あかいかな、と」

　そもそもシラフの京きよう香かさんが、素す直なおに恋こいバナをしたいなんて言うわけがないのだ。

　酒が入っているというのは、妥だ当とうな予測だと思う。

　やはりそうだったらしい。お酒弱いんだな、この人。

　京きよう香かさんは、俺おれから視線をそらし、もじもじと両手を合わせている。

「夢だったんです……その、修学旅行の夜……布ふ団とんに潜もぐって、仲のいい友達同士で、恋れん愛あいの話をするのが。こんな性格ですから……当時は、クラスメイトを注意する側で……みんなの邪じや魔まをする側で……そんな機会は一度もなかったんですが」

　わかる。

　学級委員とか、風紀委員タイプだもんな、京きよう香かさんって。

『あなたたち！　消灯時間ですよ！　くだらない話はやめて、早く寝ねなさい！』

『ちぇ～、和泉いずみってばマジメすぎぃ[image: ][image: ][image: ][image: ]』

　そんな学生時代のやり取りが、ありありと想像できてしまう。

「わ、私だって、本当は色々話したかったんです。私の好きな人が、どんなにカッコよくて素す敵てきなのかとか、ニブくてイライラさせられるのかとか、クラスメイトに長々と自じ慢まんしたり愚ぐ痴ちったりしたかったですし……」

「ん……京きよう香かちゃんの気持ち、わかる」

　うんうん、と頷うなずく紗さ霧ぎり。

　京きよう香かさんは「わかりますか」と、上じよう機き嫌げんになって、

「隣となりのクラスの波多野さんが生徒会の遠えん藤どう先せん輩ぱいと実は付き合っているとか、生徒会長が書記の加か賀がさんを映画デートに誘さそっているところを見たとか、学年でぜったい私しか知らない極ごく秘ひ恋れん愛あい情じよう報ほうだってたくさん持っていたんです！　もったいぶりながらみんなに教えてあげたかったんです！　でも……」

　恋こいバナをする友達がいなかったんです──と。

　京きよう香かさんは、しょんぼりと唇くちびるを尖とがらせる。

　なんとも切ない過去エピソードだった。

　酒で素す直なおになりすぎだろ、この人。

　もしかして俺おれたち、京きよう香かさんを含ふくめた三人で、恋こいバナをしなくちゃならんのだろうか？

　夢を叶かなえてあげたい気持ちはあるけど、めっちゃ恥はずかしいんだが！

　そこまで考えたところで、紗さ霧ぎりが、ぱん、と、手を叩たたいた。

「京きよう香かちゃん、私、いいこと思いついた！」

「いいこと……ですか？」

「うん！　私も、修学旅行の夜みたいな恋こいバナしたいから──」

「かわいい女の子たちをここに呼んで、お泊とまり会かいしよう！」

　紗さ霧ぎりは、まるでエロ本を発見したときのように、目を輝かがやかせている。

「お泊とまり会かいって……紗さ霧ぎり、おまえ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　様々な意味を込こめて言った。

　紗さ霧ぎり主しゆ催さいでお泊とまり会かいをするとなると、複数の無視できない問題が発生するだろう。それらについて、紗さ霧ぎりはどう考えているのか。

「もちろん、考えてある。私の部屋じゃ狭せまいから、布ふ団とんを敷しく場所はここ、リビングにする。それと、呼ぶ女の子たちは、私が一いつ緒しよにいられる相手にする」

「ふむふむ……」

　紗さ霧ぎりは、相当仲良くなった相手じゃないと、同じ空間で過ごすことができない。

　自分の部屋から出て、一階に下りて、同じ部屋で寝ねるとなると……

　お泊とまり会かいに呼べるメンバーは、ごく少数しかいないだろう。

「具体的に、誰だれを呼ぶつもりなんだ？　いまの話だと、京きよう香かさんと、エルフと──」

「エルフちゃんとは喧けん嘩か中ちゆうだから呼ばない」

「あ、はい」

　今朝のアレ、まだ仲直りしていなかったのか。

　それでも、エルフが紗さ霧ぎりにとって、心を開ける親友であるという事実は変わらない。

　このままずっと疎そ遠えんになるという心配は、まるでしていなかった。

「呼ぶのは、京きよう香かちゃんの他──めぐみちゃんと、ムラマサちゃんと、お姉ちゃん」

「お姉ちゃん？」

　誰だれだろう？　と一いつ瞬しゆん考え、すぐに思いついた。

「アルミか」

「うん」

　アメリア・アルメリア。

　ボーイッシュな赤あか髪がみのイラストレーター。万ばん能のうの絵え描かきと呼ばれる天才。

　エロマンガ先生Ｇの正体にして、エロマンガ先生の姉あね弟で子し。

　確かにあいつは紗さ霧ぎりにとって、あらゆる意味で『お姉ちゃん』のようなものだ。

『お泊とまり会かい』のメンバーとしては、最高の人選だろう。

　京きよう香かさんが紗さ霧ぎりに問う。

「神野さんとムラマサさんは、以前、『学校ごっこ』をしたときの子たちでしょう」

「うん……仲良し、だから……お泊とまり会かいしても……大だい丈じよう夫ぶ」

「なら、安心ですね。ふふ……いまから楽しみになってきました……ありがとうございます、紗さ霧ぎりさん」

　嬉うれしそうに礼を言う京きよう香かさん。

　本当に学生時代に戻もどったような、若々しい笑え顔がおだった。

　そんな彼かの女じよに、俺おれは聞いた。

「京きよう香かさんは、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　紗さ霧ぎりの友達と一いつ緒しよにお泊とまり会かいだなんて」

　お泊とまり会かいをするのが夢とは言っていたが、ちょっとキツいシチュエーションなのでは？

　そういう意味で問うたのだが、京きよう香かさんはシラフ同然の真顔で言った。

「女子中学生たちのお泊とまり会かいに交ぜていただけるなら、願ってもないことです」

「その……一人だけ大人ですけど」

「私も、二～三年前までは女子中学生でしたから、実質女子中学生みたいなものです」

　サバの読み方がダイナミックすぎる。

「その理り屈くつだと京きよう香かさん、へたしたら俺おれより年下じゃないですか」

「実は、正まさ宗むねくんは私にとって、年上の甥おいっ子こだったんです」

　この前、俺おれが生まれたときの過去エピソードを語ってたのに。

　矛む盾じゆんがすぎるぞ京きよう香かさん。

　俺おれとしては、諦あきらめの苦く笑しようをするしかない。

「こんなノリノリになってる京きよう香かさん、初めて見たよ。紗さ霧ぎり……酒って、危険な飲み物なんだな」

「ふひひ……兄さん、お酒って、素す敵てきな飲み物なんだね。いまのうちに中学生時代の制服を着てもらおう」

「おそろしい発想をするなおまえ」

　シラフに戻もどったとき死ぬほど苦しむだろうから、やめてさしあげろよ。

　決めた。紗さ霧ぎりとは絶対一いつ緒しよに酒を飲まない。

　紗さ霧ぎりは、すちゃ、とスマホを取り出して、

「さっそくみんなを誘さそう。兄さんは準備をお願い」

「ほいきた。人数分の食事は任せておけ。──他に用意するものは？」

「えっと……六人くらいでできるボードゲームと、お菓か子しと──」

「紗さ霧ぎりさん。リストを作ってくれれば、私が買っておきましょう」

「ん、できたら渡わたすね」

　とんとん拍びよう子しに決まっていく。

　あえてツッコまなかったが。

　エルフを呼ばないのに、五人じゃなく、『六人くらいでできるボードゲーム』が必要らしい。

「……どしたの、兄さん？」

「いや……」

　紗さ霧ぎりには『友達と修学旅行の夜みたいな状じよう況きようで恋こいバナしたい』ってだけじゃなく。

『かわいい女の子たちを、新しん鮮せんな状じよう況きようで観察したい』。

　そんなエロマンガ先生的な下心もあるのだろう。

　だとしても。

　紗さ霧ぎりが、こんなに積極的に動くようになるなんてな。

　本気で引きこもっていた頃ころと比べたら、進歩したなって──感かん慨がい深ぶかかったんだよ。

「なんでもないさ。他、必要なものとかあるか？」

「えっとね──」

　紗さ霧ぎりはチラリと、ほろ酔よい京きよう香かさんを見てから、にへらと笑って言った。

「京きよう香かちゃんに飲んでもらう、お酒」

「……高校生には買えねぇよ」

　そんな感じで──

　和泉いずみ家けお泊とまり会かいの開かい催さいが決定した。

　後で気付いたのだが……中ちゆう途と半はん端ぱなところで止まっていた紗さ霧ぎりの恋こいバナ……

　俺おれは、最後まで聞くことができなかったな。

　翌朝。俺おれは学校に行く前に、エルフの家へと寄ってみた。

　──エルフちゃんとは喧けん嘩か中ちゆうだから呼ばない。

　現在、紗さ霧ぎりとエルフは喧けん嘩か中ちゆう──だという。

　もちろん、このまま二人の仲が決定的に悪くなってしまうとは思わないが……。

　──紗さ霧ぎりのやつ、相当に怒おこっていたからな……。

　もしかすると、数日では関係を修復できないかもしれない。

　そうなると、紗さ霧ぎり主しゆ催さいのお泊とまり会かいに、エルフが参加できないということになる。

　それはよくない。

　友達と喧けん嘩かしたままの状態では、せっかくのイベントを楽しみきれないだろう。

「うし……俺おれが、なんとかしなくちゃな」

　インターホンを押おすと、すぐにエルフの声が聞こえてきた。

　おごそかな口調で、

『汝なんじ、証あかしを示せ』

「沈ちん黙もくせよ、光あれ」

『……入りなさい、聖域は開かれた』

　まるで不思議な力が働いたかのように、館の扉とびらがわずかに開く。

　もちろん魔ま法ほうなどではなく、エルフ本人による人力だ。

　……どうも……アレだな。このぶんだと、あんまり心配することなさそうだな。

　俺おれは館へと近づき、扉とびらの裏にいるエルフに向かって、片手を挙げた。

「よっ、おはよ」

「きっと来るんじゃないかなー、って思ってたわ」

「あ、そ。ぜんぶ予想されてるんだろうけど、一応用件を言っておく。昨日、おまえが紗さ霧ぎりと二人きりのときに何があったのか、聞きに来たんだ」

「うん、知ってた。──上がってく？」

「いや、学校行くし」

「そう。じゃ、ここで手短に話すわ」

　エルフとの会話は、常にテンポ良く進んでいく。

　きっと、彼かの女じよがよく考えて喋しやべっているからだろう。

「毎度恒こう例れいの茶番をやる元気があるってことは、そこまで深刻な喧けん嘩かじゃなかったんだろ？」

「そーでもないわ。紗さ霧ぎり、本気で怒おこってたもの。──いい、マサムネ。逆の立場で考えてみなさいよ。あんたの大切な親友が──仮に山やま田だエルフくん♂としましょうか──彼かれが紗さ霧ぎりのベッドに忍しのんできたのを目もく撃げきしたら、あんたどうするのよ？」

「殺す」

「……紗さ霧ぎりもそんな感じだったわけ」

「よく生きて帰って来られたな」

　いま、俺おれ、即そく答とうしたけど……冗じよう談だん半はん分ぶんで言っているわけじゃないぞ。

　何度脳内でシミュレーションをしても、紗さ霧ぎりのベッドに入って来やがった間男は死ぬ。

　たとえ十年来の親友であったとしてもだ。

　どうやってエルフが紗さ霧ぎりの凶きよう刃じんから逃のがれ得たのか、不思議でならなかった。

「そこはあまり聞かないでくれると助かるわ。……わたしは『本気でキレながら楽しくお絵かきをする』──そんな激レアな紗さ霧ぎりを見る羽目になった、とだけ」

　エルフは当時のことを思い出しているのか、顔色を青くしている。

「………………」

　あの後どんなやり取りがあったのか……なんとなくだが想像が付いたよ。

「それで……えーっと……紗さ霧ぎりは、『まだ喧けん嘩か中ちゆう』だって言ってたけど……」

「多大な犠ぎ牲せいを払はらったものの……まだ完全に仲直りできたわけじゃないもの。んー……まあ、でも、そうね……お泊とまり会かいをきっかけにして、ちゃんと仲直りできたら──って思ってるわ」

「んん？」

　いま、コイツ変なこと言ったよな？

「？　どうかした、マサムネ？」

「お、おまえ……お泊とまり会かいのこと、どこで……？」

「ああ、ついさっき紗さ霧ぎりから連れん絡らくきたけど？」

「まさかの本人かよ！」

「くふふ、その反応だと……さてはあの子、『喧けん嘩かしてるからエルフちゃんは呼ばない』とかなんとか言ってたのかしら？」

　よくわかるな！　そのとおりだよ！

　愕がく然ぜんとする俺おれに、エルフは含ふくみ笑わらいをひとつこぼし、

「不思議？」

「不思議だ。確かに昨夜の紗さ霧ぎりは、おまえを呼びたがっていたようだったけど……」

『さっきの例』を聞いたら、紗さ霧ぎりがエルフを、簡単に許せるわけがない。

　いったい……？

　頭を抱かかえる俺おれに、エルフは丁てい寧ねいに回答をくれる。

「それはね、マサムネ」

「あんたが見てないところでも、わたしと紗さ霧ぎりは、会ったり話したりしてる──ってコト」

　エルフが口にしたのは、とても当たり前のことだった。

「わたしの知らない紗さ霧ぎりを、あんたは知っている。でも、あんたの知らない紗さ霧ぎりを、わたしは知っているの」

　自じ慢まんげに、言う。

「きっと、あんたが思っているより、わたしは紗さ霧ぎりのことが好きよ。そして……あんたが思っているより、紗さ霧ぎりはわたしのことが好き。だから、あんたの心配をよそに、こんな感じになっちゃってるわけ」

「………………」

　俺おれは、しばし沈ちん思しを余よ儀ぎなくされた。

　当然のことを言われているはずなのに、自分が驚おどろいていることに、驚おどろく。

　あの文化祭を思い出す。

　ムラマサ先せん輩ぱいの学校生活を垣かい間ま見みて、クラスメイトとの温かな交流を見て。

　自分の先入観がいかに当てにならないかを、思い知った。

「……そっか。そうだよな……」

　紗さ霧ぎりやエルフだって、同じだろう。

　少しの寂さみしさと、強い嬉うれしさがこみあげてくる。

「紗さ霧ぎりはわたしのゲーム仲間で……不登校仲間で…………なにより──」

　エルフは、なにやら大事なことを言いかけて、

「くしゅん！」

　大きなくしゃみでかき消した。

「風か邪ぜか？」

「うう…………わたしとしたことが……長時間全ぜん裸らで居すぎたかしら？」

　今度は別の理由で、お泊とまり会かい参加が危あやぶまれるエルフであった。

　数日後──

『和泉いずみ家けお泊とまり会かい』の夜がやってきた。

　参加しているのは、紗さ霧ぎりの他、ムラマサ先せん輩ぱい、めぐみ、アルミ。

　そして京きよう香かさん。

　エルフはやはり風か邪ぜを引いてしまったようで、今日は来られないと連れん絡らくがあった。

　本人曰いわく、『熱は下がったけど、みんなにうつしたくない』とのこと。

　紗さ霧ぎりに伝えると、強がりながらも残念そうにしていたよ。

　それで──今日の午前中、エルフに電話をして、色々話しているようだった。

　二人がどんな話をしていたのか、詳くわしくは聞かなかったが。

「兄さんって、パスポートはまだ持ってないの？」

「ああ、作ってない」

「ふーん、そっか」

「なに？」

「エルフちゃんに聞かれたから」

　今夜の『お泊とまり会かい』は不参加になってしまったものの、エルフと紗さ霧ぎりは、二人で新しい『楽しいこと』を計画しているようだ。

　無事、仲直りできた──というよりは、最初から心配いらなかった、という感じなのかな。

　さて、『お泊とまり会かい』の話に戻もどろうか。

　いま説明した五名に、俺おれを加えたメンバーが、リビングのソファに座すわっている。

　この後、本格的に『修学旅行の夜っぽいシチュエーション』を作ったところで、俺おれは退室するつもりだ。

「正まさ宗むねくん……今いま更さらですけれど、本当に私もこの『お泊とまり会かい』に参加を……？」

　と、京きよう香かさんが言った。

「本当に今いま更さらですよ」

　俺おれがそうなだめると、紗さ霧ぎりが俺おれに追つい随ずいする、

「そうそう、京きよう香かちゃんが言い出したことなのに……」

「うっ……ですが、あのときの私、少し酔よっていて……ですね」

「ここまできて、おうじょうぎわが悪い」

「し、しかし……女子中学生の集まりに、大人である私が交ざるというのは……」

　だから言ったのに。

　京きよう香かさんは、怖こわい顔かおのまま、頰ほおを赤くしている。

　そんな彼かの女じよに、紗さ霧ぎりが容よう赦しやなく言った。

「二～三年前は女子中学生だったんでしょ？」

「し、失言を蒸むし返かえすのはやめてください！」

「社会人でありながら、兄さんよりも年下の叔お母ばさんなんでしょ？」

「そんなこと言ってません！」

「ゆった」

「言ってません！」

「絶対ゆった」

「くっ……断じて言ってません。まったく記き憶おくにありませんねっ！」

　それこそ同い年のように紗さ霧ぎりと言い合いをしている京きよう香かさんの肩かたを、アルミが叩たたく。

「なあ、おばちゃん、おばちゃん」

「…………その呼び方はやめなさい」

「いや紗さ霧ぎりたちの叔お母ばさんって意味で他意はなかったんだが……オーケイ、わかったぜ、『ねーさん』」

　人を殺せる視線で睨にらまれたアルミは、たまらず折れたようだった。

「ねーさんよ。あんたの主張は、オレ様にもよーくわかるぜ。女子中学生の集まりに交ざるにゃ、オレ様もちょいと歳としを食い過ぎてっからな」

「……そういえば、アメリアさん……でしたか。貴方あなたは中学生には見えませんね。かといって、大人にも見えませんが……」

　そうそう。年ねん齢れい不ふ詳しようなんだよな、こいつ。以前聞いたときは、はぐらかされてしまったんだっけ。俺おれの予想では、同い年くらいかな、と思っているのだが。

「おっと、同性でも、乙おと女めに年ねん齢れいを聞くもんじゃねーぜ？」

　アルミは今回も年ねん齢れいをはぐらかし、京きよう香かさんに350mlの缶かんを手て渡わたした。

「『お泊とまり会かい』が本格的に始まる前に、どうだい？　景気づけに一いつ杯ぱい」

「いただきます」

　京きよう香かさんは、意外にもそれを受け取り、なんの抵てい抗こうもなくごくごくと飲み干した。

「ふぅ」

　と、一息。顔色はほとんど変わらない。

　よーく見ると、わずかに頰ほおが赤くなっているかも……という程度。しかし、

「さて、そろそろ『お泊とまり会かい』の本題──恋こいバナを始めましょうか」

　一ひと缶かん飲んだ途と端たん、ノリノリでガールズトーク・イベントを進行しにかかる京きよう香かさん。

　この税ぜい込こみ１５２円のアルコール飲料には、精神を中学生に戻もどす作用でもあるのだろうか……不思議だ。そういえば以前にも、仕事から帰ってきた京きよう香かさんが妙みように俺おれたちを甘あまやかそうとしてくることが度たび々たびあった。もしやあのときも……。

　お酒を勧めたアルミも、ここまで劇的な効果があるとは思っていなかったのだろう。

　少しばかりあっけにとられていたようだったが、

「了りよう解かい、ねーさん」

　気を取り直したように笑うのだった。

　俺おれを含ふくめた全員でテーブルを室外に移動させ、バランスよく布ふ団とんを敷しく。

　枕まくらはすべて内側に置き、修学旅行の夜スタイルの完成だ。

　ちなみに布ふ団とんは元々家にあったものだ。幸い全員に行いき渡わたる数があったので、わざわざ用意する手間が省けて助かった。

　そこで紗さ霧ぎりが、急せかすように提案する。

「うぅ～、はやく恋こいバナしたい。みんな、順番にお風ふ呂ろに入っちゃって」

「お、紗さ霧ぎりちゃん、一いつ緒しよに入る？」

　めぐみが気安く誘さそいにかかる。紗さ霧ぎりは首を横に振ふって、

「……いまはまだむり」

「そっかー。じゃ、そのうちね」

　めぐみは気にした風もなく、拒きよ絶ぜつの言葉を軽く受け止める。

「ん、そのうち。お風ふ呂ろから上がったら、恋こいバナの前菜として、みんなでパジャマ勝負しよう」

「紗さ霧ぎりよ……パジャマ勝負とはなんだ？　非常に嫌いやな予感がするのだが」

　聞き捨てならぬとばかりにムラマサ先せん輩ぱいが割わり込こんできた。紗さ霧ぎりが答える。

「みんなのパジャマ姿を見て私が採点する、楽しいアクティビティのこと」

　おまえが審しん査さ員いんなのかよ。

「この中だと、ムラマサちゃんと京きよう香かちゃんのは見たことあるから、めぐみちゃんとアルミちゃんのパジャマ姿に期待してる」

　こいつ、片手が絵を描かく動きをしている……。

　おそらく……紗さ霧ぎりがこの『お泊とまり会かい』を開かい催さいした動機のいくらかは、美少女のパジャマ姿を、資料として蒐しゆう集しゆうしたかったからなんだろう。

　相変わらず欲望に忠実な妹だった。

「紗さ霧ぎりは絶対そう言うだろーと思ったから、超ちよう可か愛わいいの持ってきてやったぜ！」

「あたしもあたしもー♪　見せっこしよう～♪」

　アルミとめぐみは、紗さ霧ぎりの思おも惑わくなどお見通しだったようだ。一方で、ムラマサ先せん輩ぱい＆京きよう香かさんにとっては想定外だったようだ。二人ともドギマギと挙きよ動どう不ふ審しんになっている。

「き、君はどうしてそういうことを先に言わんのだ……いつものお魚さんパジャマを持ってきてしまったぞ」

「私もそれは失敗したと思ってる。ちゃんと言っておけば、ムラマサちゃんの本気パジャマを堪たん能のうできたのに……」

「紗さ霧ぎりさん……そういうことなら……私も、数年前に買って結局一度も着ていない勝負パジャマを、タンスの奥おく底そこからサルベージしてくるべきでしょうか」

「いいね！」

　朝起きて、自分が勝負パジャマを着ていることに気付いた京きよう香かさんが、いったいどんな顔をするのやら……。止めた方がいいんじゃないのか、これ？

　寝ねる時間が近づいてきて、段々とガールズトークのノリが男子にはキツくなってきた。

　俺おれもそろそろ、退散する頃ころ合あいだろう。

「じゃ、俺おれは行くから……みんな、パジャマパーティを楽しんでくれ。用があるときは、呼んでくれていいからな」

「あっ……待ってくれ、マサムネ君」

　俺おれを呼び止めたのは、ムラマサ先せん輩ぱいだ。

　──どきり、とした。

　あの文化祭のあと、彼かの女じよと会うのは今日が初めてだからだ。

「あの……その、だな……」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、うつむき、指で首をかいている。

　やがて顔を上げ、凜り々りしい声で言った。

「これからも、よろしく」

「──こちらこそ」

　肩かたが軽くなったような気分でリビングから出る。

　扉とびらを閉めたあとで、わぁっと部屋の中が賑にぎやかになった。

　耳を澄すませるようなことはせず、俺おれは自室へと戻もどるのだった。

＊

　正まさ宗むねがリビングから出て行ったあと、私・和泉いずみ紗さ霧ぎりを含ふくむ女の子たちが、一いつ斉せいにムラマサちゃんのところに殺さつ到とうした。真っ先に、怒いかり混じりの声を上げたのはもちろん私だ。

「ムラマサちゃん！　ちょっとっ、いまのなに!?」

　するとムラマサちゃんは、上から目線でとぼけてくる。

「ふっ……なんのことかな？」

「うわワザとらしい～！　おにーさんとの意味深なやり取りのことだよーっ！」

　めぐみちゃんの追つい及きゆうに続き、京きよう香かちゃんとお姉ちゃん──わかり辛づらいのでここからは従来通りアルミちゃんと呼ぼう──も、それぞれリアクションをする。

「すげーマサムネと付き合い始めたっぽいやり取りだったけど……んなわけないよな？　ていうかオレ様、おまえらの最近の恋れん愛あい事じ情じよう、ちっとも把は握あくしてねーんだけど、ついでに教えてくんない？　これから恋こいバナするんなら、前ぜん提てい知ち識しき必ひつ須すだろ」

「私も、ぜひ詳しよう細さいを知りたいですね。答え如何いかんによっては正まさ宗むねくんにお説教をしなくてはいけなくなります。保護者ではなく、年の近いお姉さん的存在としてです」

「なあねーさん……飲み会慣れしてないやつって、酒入ると精せい神しん年ねん齢れいが幼よう稚ち園えん児じと変わらなくなるよなぁ」

「なんの話ですか？」

「……こっちの話だよ」

　アルミちゃんはそこで京きよう香かちゃんとの会話を切り上げて、ムラマサちゃんに詰つめ寄よる。

「──で、マサムネとなにがあったんだ、ムラマサ先生？」

「そこまで言うなら教えてやろう、漫まん画が家か先せん生せい」

　この二人が初めて出会ったのは『世界妹セカイモ』コミカライズのときだ。

　ムラマサちゃんは、大好きな原作のメディアミックスにあたって、打ち合わせに乗のり込こんできたんだっけ。そこでコミカライズを担当するアルミちゃんと言い合いになって──

　最終的には、漫まん画がのデキに大満足し、認め合っていた。

　大きな才能を持つ者同士、通ずるところがあるのかもしれない。

「先日、母校で文化祭があってな。そこにマサムネ君を招待したのだ」

「んもー、ムラマサちゃんてば、しれっと『二人きりで文化祭デートした』みたいに言うのやめなよ。あたしたちも一いつ緒しよにお呼ばれしたじゃ～ん」

　めぐみちゃんが、冗じよう談だんめかして怒おこる。ムラマサちゃんも素す直なおに「すまん」と詫わびる。

「うむ、そうだったな」

「あー、オレ様が忙いそがしくて行けなかったやつか」

「そうそう、学園に飾かざってあったアルミちゃんの絵、見たよーって送ったやつ」

　と、私。それからしばし、文化祭の思い出話が盛り上がる。

「ああ……あのときは、とっても楽しかったな。また皆みなで遊ぼう。今度は用事があって来られなかった者たちも一いつ緒しよにだ」

「……なんか、ちっと印象変わったか？　ムラマサ先生」

「そうだろう？　フフ、きっと恋こいが私を成長させたのだな」

　胸の前で手を合わせ、うっとりとするムラマサちゃん。

　アルミちゃんは苦く笑しようして、

「あんた天才小説家っていうわりに、恋れん愛あいとなると言葉の選せん択たくがチープだよなあ。成長ねえ……その言い方は、恋れん愛あいに進展でもあったのかい？」

「ああ、私は、後夜祭でマサムネ君に告白したのだ」

「へえ」

　アルミちゃんは、目を丸くした。頰ほおが少し紅潮している。日本語では、悪ぶった男の子みたいな喋しやべり方かたをする彼かの女じよだけど、恋れん愛あいに対しては意外なほど純真だ。

　めぐみちゃんも私も、ムラマサちゃんの告白のことを知っていたので、驚おどろきはない。

　だから、いくらムラマサちゃんが正まさ宗むねと仲よさそうにしていても、付き合ってるっぽい言い方をしていても、まったく問題ない。

「……むぅ……」

　………………………………………………動どう揺ようなんて……してないもん。

　一方、京きよう香かちゃんはムラマサちゃんの告白エピソードに、「きゃあ」と、ミーハーなノリで興味を抱いだいている。さっきアルミちゃんも言っていたが、恋こいに憧あこがれる幼女みたいに可か愛わいいリアクションだ。そんな京きよう香かちゃんは、目を輝かがやかせて問うた。

「正まさ宗むねくんは、なんと返事を？」

「私のことが大好きだと言ってくれた」

「「えええ！」」

　私を含ふくめた全員が大声を張り上げた。

「『もっと好きな人がいる』と断られてしまったが」

「ま、紛まぎらわしい言い方すんな！」

　驚おどろかせやがって──と、アルミちゃんは、胸に手を当て息を荒あらげている。

　ま、まったくもう……わ、私は正まさ宗むねを信じてたし！

　ちっともびっくりなんてしてないけど……ま、まったくもう……！

　ムラマサちゃんは、悪びれることなく「というわけで」と続ける。

「私の恋れん愛あいはまた一つ進展したのだ」

「どこがだよ」

　半目になるアルミちゃん。ムラマサちゃんは誇ほこらしげな様子で、

「マサムネ君は……私のことを『大好き』と言ってくれたんだぞ？　これを進展と言わずなんとする。私も当日は大きなショックを受けたものだが……よく考えてみたら、落おち込こむ必要などなかった。前よりも確実に好きになってくれているわけだからな」

「ブレねえなあ、あんた！　そこまでいくと尊敬するぜ！」

　私にとっては言語道断のへりくつなのだけど、アルミちゃんは感心したようにうなっている。

「いや、マジでさ。見習いたいよ、その前向きさは」

　ふぅ……と、切なげなため息を漏もらす。

　そんな乙おと女めっぽい仕草を見ためぐみちゃんが、きらりと目を光らせる。

　恋こいに恋こいする女子たちは、美お味いしそうな恋こいバナの種を前に、舌なめずりをするのであった。

　それから──

　私たちは順番に入浴し、再びリビングに戻もどってきた。

　……まことに残念ながら、『みんなで一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るという』私の崇すう高こうな夢が叶かなうことはなかったけれど。

　お風ふ呂ろ上あがりの女の子たちは、とっても色っぽい。

　……いつか大きな温泉に、みんなで行きたいなあ。

　そんなことを、思った。

「京きよう香かおねーさん、すっごいパジャマ着てますねっ！」

「フフフ、何年か前に店員さんのオススメで買った勝負パジャマなんです。結局一度も袖そでを通したことがなかったのですが、今夜はお披ひ露ろ目めのいい機会でしたね」

「いや、それ、パジャマっていうのか……？」

「寝ねるときに着るんだから、パジャマじゃない？」

　京きよう香かちゃんの勝負パジャマについて、議論を交かわすアルミちゃん＆めぐみちゃん。

　詳しよう細さいはあえて描びよう写しやしないけど、素す晴ばらしい作画資料になった、とだけ言っておこう！

「アメリアさんも、神じん野のさんも、かわいくて素す敵てきなパジャマだと思いますよ」

「そりゃどーも」

「ありがとーございまぁす♪」

「…………正直、子供っぽいパジャマかなーって恥はずかしかったんだが、あんたの服を見てすべてが吹ふっ飛とんだぜ」

　女の子たちはめいめいに、髪かみを乾かわかしたり、パジャマの見せ合いっこをしたり、賑にぎやかな時間を過ごす。それからみんなで寝ねそべって『修学旅行の夜』スタイルの完成。

　これから寝ねるまで存分に、女子だけの恋こいバナにいそしむことができるというわけだ。

　私たちは、三・二で向かい合って、うつ伏ぶせになっている。私は三の真ん中だ。

　私の右みぎ隣どなりに京きよう香かちゃん、左ひだり隣どなりにムラマサちゃん。京きよう香かちゃんの向かいにアルミちゃん。

　ムラマサちゃんの向かいにめぐみちゃんという配置。

　京きよう香かちゃんは、少し酔よいが醒さめてきたのか、段々と無口気味になってきている。

　そろそろ正気に戻もどって、勝負パジャマを着き替がえに行ってしまうかもしれない。

　それだけは、だんこ阻そ止ししないと……。せっかくえろ可か愛わいいのに……。

　ムラマサちゃんは、例のごとく夢中で小説を書いている。

「お風ふ呂ろ前まえに、ムラマサちゃんがフライングしちゃったけど……気を取り直して、と」

　私は、おごそかにこう切り出した。

「さあ、恋こいバナの時間だ」

「では……誰だれから話しましょうか？」

　京きよう香かちゃんが視線を巡めぐらせると、めぐみちゃんが軽く片手を挙げて、

「はいはーい♪　あたし、お風ふ呂ろに入る前にしてた話で、すっごく気になったんですけどぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

「アルミちゃんの好きな人って誰だれなの？」

　温存していた恋こいバナを、満を持して開かい封ふうした。

　めぐみちゃんに話を振ふられたアルミちゃんが、大きく動どう揺ようする。

「は、はぁ？　トップバッターはオレ様かよ？」

「もっちろん♪　恋こいする乙おと女めのため息に、あたしの好こう奇き心しんはもう張はり裂さけちゃいそう！」

　心情を表現しているつもりなのか、めぐみちゃんは布ふ団とんの中で腕うで立たて伏ふせを始めた。

「オレ様の好きな人ねぇ……ったく、しゃーねーなぁ」

　うつ伏ぶせに寝ねそべったまま、肩かたをすくめるアルミちゃん。

「言ってもいいけど、ちっとはもったいぶった方がいいよな──おまえは誰だれだと思う？　オレ様の好きな人」

「ん～、ヒントぷりーず。それってさ、本気で、恋れん愛あい的てきな意味で好きな人ってことだよね？」

「とーぜんだろ？　結けつ婚こんして添そい遂とげたいくらい好きな相手って意味だ」

「ふむふむ……それは……あたしの知ってる人？」

「それもとーぜん。じゃなきゃ、好きな人当てゲームはつまんねーだろ？」

「だよねだよね！　アルミちゃんってばわかってるぅ！　じゃあさっそく当ててみるね。──ずばり、和泉いずみ正まさ宗むねおにーさん！　どうだ！」

「ふーん、ちなみになんでそう思ったん？」

「え、だってあんまり選せん択たく肢しないし。アルミちゃんとあたしの共通の知り合いなんでしょ？」

　あれあれ？　めぐみちゃん、いま失礼なこと言わなかった？

　アルミちゃんは「ん～、マサムネねえ～」と、楽しそうに韜とう晦かいしている。

「好きだぜ？　マサムネのことは。いいやつだし、性格合うし、オレ様好みのラノベ書くし、共通の話題も多いし、主夫やってくれそうだし、こっちが仕事に夢中になってても理解ありそうだしよ。割とマジで結けつ婚こんするなら、最高に近い条件じゃねーかな」

　うむうむ……さすがアルミちゃん、正まさ宗むねのいいところ、なかなかよくわかってるじゃないか。

　でも──それだけじゃないよね？

　正まさ宗むねの素す敵てきなところ、まだまだまだまだ、い[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っぱい！　あるはず！

　ところが私の予想に反し、アルミちゃんの口から、正まさ宗むねを褒ほめる台詞せりふがそれ以上出てこない。

　──んん？　まさか、それしか思いつかないの？

　はあ？　みたいな気持ちでやり取りを見ていると、めぐみちゃんが意外そうに言った。

「お？　アルミちゃん、おにーさんに対して、すっごい高評価！　当たり？　もしかして当たりなの？」

「だがハズレだ」

「ですよねー♪」

「めぐみちゃん、その『やっぱりね』みたいな態度はなに？　婚こん約やく者しやの私に説明して？」

「うわ紗さ霧ぎりちゃんてば、本気で怒おこってる。いや違ちがうんだよ……おにーさんって、すっごくいい人で、正直付き合ってもいいかなってくらいには好きだけど、紗さ霧ぎりちゃんという鉄板のお相手がいる人でもあるし、自分の中で恋こいが芽生えても、育てないよねって……あたし、おにーさんより、紗さ霧ぎりちゃんのことが好きだもん」

「そなんだ……えへへ……私も……めぐみちゃんのこと好き。──ムラマサちゃん聞いてた？　いまの忖そん度たくと愛情に溢あふれた素す敵てきなご意見を」

「知るか。私は紗さ霧ぎりよりマサムネ君の方が好きだもん」

「もー！　ムラマサちゃんは恋れん愛あいではずっと敵！　嫌きらい！」

「望むところだ。もっとも私は君のことを、親友だと思っているがな」

　恥はずかしい台詞せりふを真しん剣けんに言って、ムラマサちゃんは執しつ筆ぴつへと戻もどる。

　私は親愛とイライラを込こめて、

「べえ」

　と舌を出してやる。

　ムラマサちゃんは、文化祭の後から、こんな感じだ。兄さんだけじゃなく、私のことをちゃんと見て、話すようになった……というか。

　本音丸出しで喋しやべるのは前からだけど……より、子供っぽくなったというか、遠えん慮りよがなくなったというか。上う手まく言えないけど……柔やわらかくて、魅み力りよく的てきになったと思う。

　なんだか……同じ女の子として、ちょっぴり悔くやしい。

「ほーら！　みんな交ざってこないで！　アルミちゃんの大事な恋こいバナの途と中ちゆうなんだからー！」

「……そのまま流してくれてもよかったんだぜ？」

「そんなのあたしが許しません！　はい！　あたし外しちゃったから、答えをどーぞ！」

「オレ様の好きな人は──」

「エミリーだ」

[image: ]

　アルミちゃんは、はっきりと言い切った。

　恋こいする乙おと女めの顔で。

　それは、私にとって自明のことだったけれど、めぐみちゃんにとってはそうではなかったらしい。アルミちゃんのエルフちゃんへのアプローチを目もく撃げきしてはいても、冗じよう談だんやポーズだと思っていたのかもしれない。

　めぐみちゃんは、アルミちゃんの好きな人──その答えに、目をぱちくりさせている。

「えと……エミリーって、エルフちゃんのこと……だよね？」

「そーだな」

「エルフちゃんって、女の子だよね？　アルミちゃんも、女の子だよね？」

「ああ。疑うなら、確かめてみるか？」

　ひひ、と悪いた戯ずらっぽく笑うアルミちゃん。めぐみちゃんは、しばし呆ぼう然ぜんとしていたが、

「…………え？　ホントに？　アルミちゃんにとって、エルフちゃんが……本気で、恋れん愛あい的てきな意味で好きな人、なの？」

「アメリア・アルメリアにとって、エミリーは、本気で、恋れん愛あい的てきな意味で好きな人。結けつ婚こんして添そい遂とげたいくらいに愛いとしい相手だ」

「う……ごめん。あたし、誤解してた」

「いいよ。納なつ得とくしてくれた？」

「うん、納なつ得とくした」

「ならよし」

「えーでも！　そうなんだ！　アルミちゃんって、女の子が好きなんだ？」

「女の子が好きというより、エミリーが好きなんだよ。性別は関係ない。あいつが男だったとしても、やっぱり好きになってたと思うし──って、すげーなおまえ。カミングアウト直後にぐいぐい来られたの初めてだぞ」

　わかる。めぐみちゃん、そーゆーとこある。

　遠えん慮りよなしに踏ふみ込こんでくるのに、何な故ぜか嫌いやだなって思わない──思えない。

　少し、ずるいと思う。

「てことは、アルミちゃん、男の子も女の子も好きになれるってこと？　それともエルフちゃんだけが例外？」

「エミリーだけが特別に好き。だけど、男も女も恋れん愛あい対たい象しようとして見られる……って感じかな」

「へえ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　ちなみにこのメンバーの中だと、ズバリ誰だれが好みですか～？」

　身を乗り出して食いついてくるめぐみちゃんに、アルミちゃんが苦く笑しようしている。

「……この中でか？　そうだなあ……」

　アルミちゃんは、めぐみちゃんを指さした。

「おまえかな」

「へ？　あ、ああ、あたし!?」

「おう。エミリー以外では、おまえが好み」

「そ、そーなんだー」

　かぁぁ……と、赤面するめぐみちゃん。

「……それは……その……ありがと」

　今いま更さらだけど、めぐみちゃんは可か愛わいい。きっと、何度も男の子に告白されているだろう。

　だけど、女の子に『好き』って言われるのは、初めてだったのかもしれない。

　不意打ちの告白が、クリティカルヒットしてしまったようだった。

「はわわ！　ど、どーしよ紗さ霧ぎりちゃん！　あたしヘンになっちゃったのかな!?　女の子相手なのに、ドキドキしちゃってるんですケド!?」

「めぐみちゃんも、女の子が好きな人だったの？」

「そ、そんなはずはない！　と！　思う！　あうう……まじやばい！　あたし混乱してます！　ち、ちなみにアメリアさん？　その……あたしのどんなところを好きになってくれたんでショウ」

　緊きん張ちようのあまり呼び方まで変わっていた。

　アルミちゃんは、「んー」と思案して、

「騒さわがしいところかな。あと、一いつ緒しよにいて楽しいところ。一見アホっぽく見えるのに、自分の考えをしっかり持ってて、時折ハッとさせてくるところ」

「それってあたしの、エルフちゃんに似てるところじゃないのかな！」

「そうだぞ」

「どんだけベタボレなんだよもう！　愛の告白から惚気のろけにつなげるとか、乙おと女めに対して失礼じゃないですかね！」

「おっ、嫉しつ妬としてくれてんの？」

「そーゆーわけじゃないですけどー」

　めぐみちゃんは、リスのように頰ほおを膨ふくらませる。

　むう……なんだろうこのやり取り。

　冗じよう談だんなのか、冗じよう談だんっぽく言っているけど本気が混じっているのか。

　よくわからない会話だった。

　聞いててハラハラドキドキする。

　そっか、なるほど…………これが恋こいバナの醍だい醐ご味みか。あとで兄さんに話してあげなきゃ。

「せ、せっかくだから聞いちゃうけど……」

　めぐみちゃんは、さらにズケズケとアルミちゃんへと踏ふみ入いっていく。

「アルミちゃんはさ。エルフちゃんに、好きな人ができちゃったら……どうするの？」

「んー……どうするって、そりゃあ……普ふ通つうだよ。嫉しつ妬としたり、悔くやしがったり、怒おこったり泣いたりするさ。相手の男をからかったり、試ためしたり、意地悪したりするよ。応おう援えんなんかしねえ」

　それ、普ふ通つうかなあ。

「それで？　その……たとえば……相手がすっごくいい人で、エルフちゃんを幸せにしてくれるって認めるしかなくて……二人が、結けつ婚こんまで……行っちゃったら？」

「そんときになってみないとわかんねーけど……最終的には……祝福するんじゃねえかな。もちろん自分で幸せにしてやりたいけど、それが一番だけど……もっと相応ふさわしい相手がいるなら、しゃーないだろ。親友として、そばで見守るだけさ」

「……そっか。切ないね」

「んー、はは、どうだろうな？　自分ではそれほど、悲観はしてないんだ」

「えっ？　それって……同性だから？」

「うまく言えないけど……それもある、かも？　ほら、エミリーの相手がいい男なら、混ぜてもらうという手もあるし？」

「ふえ!?　ちょ──な、なに言ってんの!?」

　ぼん、と、爆ばく発はつしたように真っ赤になるめぐみちゃん。

　それを見て、アルミちゃんは「けけけ」と笑っている。

　私とムラマサちゃんは、がばっと身を乗り出して食い付いている。

　京きよう香かちゃんが、こほんと咳せき払ばらいをして、えっちトークから話をずらした。

「山やま田だエルフさんといえば……今日は来られなかったんですか？　紗さ霧ぎりさんのことですから、喧けん嘩かしたとは言いつつ結局呼んだのでしょう？」

　うう、見み透すかされている……。

　私がとぼけてそっぽを向くと、アルミちゃんが代わりに答えてくれた。

「エミリーのやつ、風か邪ぜで寝ね込こんでたんだよ。で、今日も大事を取ってお休みってわけ」

「あー……すぐはだかになるから、冷えちゃったのかな」

　と、めぐみちゃん。

　そうそう。だから自じ業ごう自じ得とく……。エルフちゃんが来られなくて、さみしくなんてないもん。

「いまごろ仲間はずれにされたっつって、ギリギリ歯を食くい縛しばって悔くやしがってると思うぜ」

　きひひ、と、悪い笑えみを浮うかべるアルミちゃん。

「おーっしゃ、全員スマホ持て！　集合写真を撮とってエミリーに送るんだ！　『みんなで楽しく恋こいバナしてまーす♡』ってさ！」

「アルミちゃんって、好きな子いじめるタイプの人でしょ[image: ][image: ][image: ]！」

「エミリーは、『泣き顔』と『ぐぬぬ顔』が一番可か愛わいいんだって！」

「やだもー、お付き合いしたら大変そー」

　めぐみちゃんが笑って話を切り上げようとしたところで、アルミちゃんが唐とう突とつに言った。

「──ところでめぐみはさあ、もし本気でコクったら付き合ってくれんの？」

「えっ？　あ[image: ][image: ][image: ]あたし……そのぉ……」

「めぐみちゃん、ちょっぴりぐらついてない？」

「さ、紗さ霧ぎりちゃん！　そんなことないってば[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　両手を激しく振ふって否定するめぐみちゃん。

　大だい丈じよう夫ぶかな……？

　たぶんアルミちゃんは、いま、めぐみちゃんをいじめて楽しもうとしている。

　私が心配していると、アルミちゃんは案の定、こんなことを言い出した。

「残念、振ふられちった。で？　めぐみは、好きなやついんの？」

「ほぇ？」

「人の恋こいバナを聞いたんだから、自分の恋こいバナができねーとは言わねーよな？」

「うぐっ……」

　よし、もっとやれ。

　めぐみちゃんはいつも、人の相談にばかり乗っているんだから。

　こういう機会に自分の話をしてもいいと思うのだ。

　それに……面おも白しろそうだし。

　私はアルミちゃんの攻こう勢せいを止めることなく黙だまって見守った。

　すると──

「いいでしょう！　──みんな！　あたしの恋こいバナを聞けい！」

　すでにめぐみちゃんの動どう揺ようは止まっており、いつもの余よ裕ゆうたっぷりの態度に戻もどっている。

　抜ぬけ目めない彼かの女じよのことだ。きっと、あらかじめ話す内容を考えてあったに違ちがいない。

　でも、ぜったい盛り下がらない程度に無難な内容だよね……。

　めぐみちゃんのことだから。

　うーん、なんとかまた動どう揺ようさせたい。めぐみちゃんの本気の恋こいバナが聞きたい。

　アルミちゃんがんばって。

「じゃじゃん、神じん野のめぐみの『こういう恋こいがしたい』！」

　高らかにコーナー名を読み上げるめぐみちゃん。

　ほら！　やっぱり『好きな人』を言う気がちっともなさそう。

「あたしはぁ、年上でぇ、草食系の男の子がスキでーっす♡」

「意外な好みだな」

　執しつ筆ぴつ中のノートから、ちらりと顔を上げて、ムラマサちゃんが言った。

　同感だ。私もめぐみちゃんは、もっと派手な不良っぽい……そう、たとえば……

　あの草くさ薙なぎリュウキ先生のような人が好きなんじゃないかと思っていた。

「草食系が好きなの？」

「うん！」

「おらおら系じゃなくて？」

「……ん……お付き合いするってなると……怖こわいし」

　あ、コレ本音っぽい！　そうだよね！　めぐみちゃんって、意外とそうなんだよ！

「うんとね……背はあんまり高すぎない方がいいかな……髪かみも染めてなくって……スポーツマンタイプでもなくって……大人っぽくて大人しい人と、優やさしい恋れん愛あいがしたいなぁ」

　乗ってきたのか、とろんと夢見るように『理想の男性』を語るめぐみちゃん。

「あんまり女の子に免めん疫えきなさそ[image: ][image: ]な年上の男の人を、甘あまぁくからかいたいの。それでぇ、付かず離はなれず、友達以上恋こい人びと未満のもどかしい関係をながーく続けたい。やきもきさせたい」

「つまり…………からかい上手がしたい？」

「それ！」

　私の顔に、ビシリと指を突つきつけるめぐみちゃん。

「あの漫まん画がの男の子、すっっごい好き！　超ちようかわいいと思う！　あたしもからかい上手したい！　もうちょっとえっちな感じで！　できれば同級生じゃなくて年上がいい！　先生とか！」

　要求多いな。

　京きよう香かちゃんが、なだめるように言う。

「なんとなく気持ちはわかりますが……現実では、難しい条件ですね」

　捕つかまるよね。先生が。

「おいおいめぐみ、漫まん画がの話に逃にげるのはズルいだろ。現実の男の中で、好みのやつを挙げろよ」

　アルミちゃん、よく言った。めぐみちゃんに逃にげ場ばを与あたえてはいけない。

「えぇ～？　……すっごく恥はずかしいんですけど…………言わなきゃだめ？」

「「だめ」」

　全員の声がハモった。京きよう香かちゃんまで一いつ緒しよに言っていた。

「ん……む。……わ、わかった」

　ごく、と、めぐみちゃんは喉のどを鳴らし、

「……みんなが知ってる男の子だと……」

　みんなから目をそらしつつ、か細い声で──

「国くに光みつくん、かな」

「「おお[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」」

　こういうのでいいんだよ！　こういうので！

　私たちは、今夜一盛り上がりつつあった。

「確かに、めぐみちゃんが言ってた好みのタイプに近いかも。でもちゃんと聞いておこう。どういうところが好きなの？」

　私が聞くと、めぐみちゃんは珍めずらしく照れくさそうに、

「草食系で大人しそうで年上で──でも一番グッとくるのは、あたしのことを、まったく恋れん愛あい対たい象しようとして見てないところかな。そういう意味じゃ、おにーさんもかなりタイプなんだけど」

「ん～、どういうこと？」

　恋れん愛あい対たい象しようとして見られていないと、好きになるの？

　めぐみちゃんは、自分の顔を指さして、

「ほら、あたしって可か愛わいいじゃん？」

「まあ、うん……そだね」

　自分でいうことじゃないけど……そう思う。

「だから、いままで男の子からコクられたこと、何度もあるんだ。男友達も多いし、中にはかなり年上の人もいるよ」

「年上の人から告白されたこともあるの？」

「もちろん。まだ、オッケーしたことはないけどね」

「ふぅん……。めぐみちゃんって、彼かれ氏しいたことないんだ？」

「あ！　自分が彼かれ氏しいるからってぇ！　彼かれ氏しくらいいたよ！　いまは、その、いないけども！」

　年ねん齢れい＝彼かれ氏しいない歴の女の子って、『いまはいない』って言い方するよね。

　以前、めぐみちゃんが『大学生の彼かれ氏し』の絵を私に送ってきたことがあったが──

　やっぱりあれは、架か空くうの存在だったらしい。

「ごほんごほん！　と、とにかくあたしは、ちょーモテモテって話！　そーゆーわけで、

『あたしに恋こいする男の子』との付き合い方はワリと心得てるんだ。お互たがいイヤな思いしないくらいの距きよ離り感かんとか、そもそも告白されない方法とか」

「それ兄さんに伝授してあげて」

「無理」

　にべもなかった。

「そこで国くに光みつくんに戻もどってくるんだけど。あの人って、『あたしに恋こいしてない』『大人しい』『草食系の』『年上の』男の子なんだよ。あたしの周りには、ほとんどいないタイプ」

　めぐみちゃんの女の子としての自信がすごい。

「どう接したら正解なのかわからない、未み攻こう略りやくで未み踏とう破はの関係性？　そーゆーのがねー……ドキドキしちゃうんですよ[image: ][image: ]♡」

　えへへー♪　と、両りよう頰ほおに手を当ててはにかむ。

「あ、もしかして……だからめぐみちゃん……」

「ん？　なにかな紗さ霧ぎりちゃん？」

「文化祭のときとか……獅し童どう先生にちっとも話しかけなかったよね？　あれって、気になってる人だから話しかけられなかったの？」

「あばばばばば」

　壊こわれたロボットと化すめぐみちゃん。

「そッ、そーゆーわけでは……ない、はず！　たぶん！」

　もうわかった。これは自信ないときの言い方。

　アワアワしているめぐみちゃんに、追い打ちをかけるようにアルミちゃんが言った。

「獅し童どう国くに光みつの新作、幼女をお菓か子しで手て懐なずけていちゃいちゃするロリラノベだったけど、めぐみってそういうの大だい丈じよう夫ぶなタイプ？」

「うにゃっ！」

　猫ねこみたいに鳴くめぐみちゃん。

「やつにとってめぐみが恋れん愛あい対たい象しよう外がいなのは、年下に興味ないからじゃなくて、むしろ、」

「ろ、ロリラノベ描かいてる作者さんが全員ロリコンみたいな言い方はよくないと思うな！」

「お、おう……」

「皆みなさんそれがお仕事なんだから！　中高生を楽しませるために！　職務を忠実に遂すい行こうするために！　あえて若い女の子をヒロインにしているって向きもあると思う！　ビジネス！　ビジネスロリコン！」

「いや超ちよう楽しんで書いてるだろアレ」

「な、内容は面おも白しろかったから！　宣伝で押おされているほどえっちでもなく、プラトニック？　な感じだったし……」

「なんか……ちゃんと読んでてエラいなおまえ」

　ううん……。

　めぐみちゃんって、意外とお付き合いしたら健けな気げに尽つくしてくれるタイプなのかもしれない。

「まあ、めぐみに免めんじて国くに光みつを擁よう護ごしておくと、別に現実で小さな女の子と本気で付き合いたいとか、そういうマジやばい系ではなさそうではあるよな」

「そうそう、私も読んだけど、アレは幼女に甘あまやかされたい系のラノベだった」

「口コミですげー売れて大量重版らしいぜアレ。つまり、日本のオタクには国くに光みつと同じ性せい癖へきのヤツらが山ほどいるってこった。やつの将来は安あん泰たいだな」

「二人ともフォローになってないよ！　と、というかっ……あ、あくまで知り合いの中では好みって話でしょ？　あたし、国くに光みつくんに恋こいしちゃってるわけじゃなくて……まだそこまでじゃなくて……ああいう男の子に、家庭教師になってもらって、私の部屋で個人レッスンしてもらって……隙すきを見て、こう……からかったりできたら……いいなって……素す敵てきだなって……そ、それだけだから！」

　あんまり掘ほり下さげないで[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！

　と、耳先まで赤くなった顔で、ついにギブアップするめぐみちゃん。

　私はそんなお宝映像を、ほくほくと脳内でスケッチするのであった。

「うぅ…………顔が熱いよう……くらくらするよう……」

　めぐみちゃんの恥はずかしい恋こいバナが終わり、本人はへろへろになっている。

　ふふふ……素す晴ばらしい！　創作意欲が湧わいてきたぁ──っ！

　これでムラマサちゃん、アルミちゃん、めぐみちゃん──三人の恋こいバナが終わった。

　次はもちろん、この人の番。

「お待たせ京きよう香かちゃん」

「ふぇっ？」

「京きよう香かちゃんの恋こいのお話、して？」

「わ、私が……ですか？　いえ、皆みなさんのお話で十分満足しましたから……」

「夢だったんでしょ？　みんなでこうやって恋こいバナをするのが。だから……していいよ？」

　まったくの善意で、にこ、と、笑いかける。

「………………え、えーと……ですね」

　京きよう香かちゃんの怖こわい無表情が、わずかに引きつった。

　そこですかさずアルミちゃんが、

「ねーさん、もう一いつ杯ぱいいっとくか？」

「いただきます」

　布ふ団とんから這はい出でて、差し出された缶かんを、再び飲み干す京きよう香かちゃん。

　うーん……どうして、まったくお酒を断らないんだろう……？

　お酒を飲むと、自分がいつもの自分じゃなくなってしまう。

　それって、すごく怖こわいことだと思う。

　だから、不思議だった。

　京きよう香かちゃんの、『酔よいが醒さめてきて困っている』様子を見ると、お酒を飲むとあまりよくないって、自覚しているはずなのに。

　首をかしげた私の疑問に答えるように、

「私の好きな人は、お酒が好きだったんです──」

　京きよう香かちゃんは、ぽつりと話を切り出した。

「私より何なん歳さいも年上で、出で逢あったときから誰だれより大人で、だけど子供っぽい人」

　遠くを見るような眼まな差ざしは、切なげで、とても綺き麗れいだ。

「……彼かれが家でお酒を飲んでいるとき、『ほどほどにしてください』と[image: ]しかる私に、ふとこぼしたことがあったんです」

　──なあ、いつかおまえが大人になったら、二人で飲もうぜ。

　──実は、夢なんだ。

「こうして大人になって、お酒が飲める歳としになって……ほんとうは、あまり味も好きではないのですが……どうもだめですね。この場所で勧すすめられると、断れない」

　京きよう香かちゃんは、正座をして、両手で持った缶かんを見つめる。

　それから、ゆっくりとリビングを見回した。

　きっとここが、京きよう香かちゃんが、好きな人と約束をした、叶かなうことのなかった夢の場所なのだ。

「ほどほどにしてね」と私は言った。

　すると、京きよう香かちゃんは恥はずかしそうに「そうします」と苦く笑しようする。

「いつか、紗さ霧ぎりさんや正まさ宗むねくんが大人になったら、一いつ緒しよにお酒を飲みましょう」

　実は、夢なんです。

　そう呟つぶやく、私たちのお母さんに──

「ん、やくそく」

　きっと叶かなえようと誓ちかった。

「それはそれとして、恋こいバナはしてね？」

「い、いましたじゃないですか」

「いい話はだめ」

　容よう赦しやなく告げる私に、みんなから「そうだそうだ！」と声せい援えんが届く。

「くっ……わ、わかりました。しかし、他になにを話したものか……」

「じゃあ、成人女性としての恋れん愛あい観かんやアドバイスが聞きてーな。こっちの恋こいバナを聞いてもらったばかりだし、ちょうどいいや」

　そう切り出したのはアルミちゃんだ。

　女の子なのにエルフちゃんのことが好き、結けつ婚こんしたいくらい好き──

　そんな特とく殊しゆな恋れん愛あいをしているアルミちゃんに、京きよう香かちゃんは「私のような他人が、知った口を聞いていいものではないと思いますが」と断った上で、こう言った。

「人間は社会的な動物です。同性同士というマイノリティな恋れん愛あいをする貴方あなたは、他の人間よりもずっと大きな苦労と悩なやみを抱かかえてきているはず。成じよう就じゆするしないに関わらず、『普ふ通つうではない』生き方をする者に、社会は優やさしくありませんから」

「そりゃそうだな。自分だけじゃなく、相手や周囲の人間にまでデメリットが波は及きゆうする類の問題だ。どうすればいいか、なんて悩なやみに完全な回答を出せるやつはいねー。それに、これはあたしの恋れん愛あいだ。自分で考えて、自分で決めて、自分でなんとかして、自分で納なつ得とくするしかないもんだろ。だけどあえてあんたに聞いてみたいね──どう思う？」

「私はマイノリティな恋愛なんてしたことがないので、たいしたことは言えませんが」

　いま、なんだかものすごく白々しい台詞せりふを聞いた気がする。

「自分たちが幸福になれると信じる方向に進めばいいと思います。相手以外の意見など聞く必要はない。私の話も無視して結構。ただ、私は、あらゆる恋れん愛あいの形を否定しない。そう決めています。貴方あなたの恋れん愛あいを、応おう援えんしますよ」

「本音で応おう援えんされるのって、嬉うれしいもんだな。ありがとよ」

「どういたしまして。本気で恋こいをして、悩なやむことのできる貴方あなたが羨うらやましいです」

「まるで自分がもう恋こいをしないみたいな言い方するなよ。わからねーじゃん」

「自分がいまさら恋れん愛あいをするイメージが湧わかないんです。親不孝者だとは思いますが、和泉いずみ家けの子孫を残すのは正まさ宗むねくんにお任せしますよ」

「マサムネといえばさあ──紗さ霧ぎりがいなかったら、マサムネはあんたとくっついてたんじゃねーの？」

「げほっげほっけほっ！」

　京きよう香かちゃんがむせた。

「な、ななな！　なにをいきなりバカなことを！」

「そうか？　わりとありそうなifだと思うぜ？　あいつはあいつで、特とく殊しゆな恋れん愛あいの仕方をしていやがるからな──家族として一番そばに居て、誰だれよりも親身になって構ってくれて、思いっきり甘あまやかして愛してくれる綺き麗れいな保護者のお姉さんのことを、好きになってもおかしくない」

「ま、正まさ宗むねくんとどうこう……なんて……考えたこともありません！　ずいぶん歳としも離はなれていますし……血が繫つながっていますし……」

「さっき、あらゆる恋れん愛あいの形を否定しないって自分で言ってただろ」

　ぐさー、と、特大ブーメランが京きよう香かちゃんの頭に刺ささる音がした。

「い、言いましたけど！　それとこれとは話が……そ、それに！　ありえないですけど、万が一！　もしもそんなことになったら、私は初はつ恋こいの人の子供を引き取って懸け想そうする最悪の女じゃないですか!?」

「ねーさんの初はつ恋こいの人ってマサムネの親おや父じだったの？」

「兄さんのことなんか大だい嫌きらいです！　変なこと言わないでください！」

　ぐしゃ、と、缶かんを両手で握にぎりつぶす京きよう香かちゃん。アルミちゃんは、やや引き気味に、

「あんたも、めんどくせえこじらせ方してんなあ……」

「もしも私がいなかったら、かあ」

　私が呟つぶやくと、アルミちゃんは気き遣づかうように、

「あ、ワリ。つまんねー話したな」

「ううん、そうじゃなくて……私も考えてみたの。もしも私がいなかったら、お母さんとお父さんが再さい婚こんすることもなくて、兄さんがエルフちゃんと出会うこともなくて……」

「もしかしたら、その場合、マサムネ君はラノベ作家になっていないかもしれないぞ。紗さ霧ぎりは、幼おさない頃ころのマサムネ君が小説を書き続ける大きな動機になっていただろうから」

「……私がいない世界では、ムラマサちゃんが同じことをしていたかも」

「だといいのだが」

「もしも私のいない平行世界があったら、そこではムラマサちゃんと京きよう香かちゃんで、兄さんを取り合ってたりするかもね」

「取り合いません！　それに……いいのですか紗さ霧ぎりさん？」

「なにが？」

「自分の恋こい人びとが、他の女性と付き合う話なんかしてもいいのか、という意味です」

「うん……」

　私は、少し笑って言った。

「私が好きなのは、ずっと一いつ緒しよに暮らしてきた、あの兄さんだもん」

「同感だ」

　と、ムラマサちゃんが頷うなずく。

「紗さ霧ぎりと会わなかったマサムネ君は、私の愛するあのマサムネ君とは別人だと思う。いずれにせよ妄もう想そうの域を出ない話だ。このあたりにしておくとしよう」

「賛成です。まったく……酔よいが吹ふき飛とんでしまいましたよ」

「じゃ、いったん休きゆう憩けいしてゲームでもしましょ[image: ][image: ][image: ][image: ]♪」

　恋こいバナは終わらない。

　夜が更ふけても、女子会はまだまだ続いていく──。

＊

　その時──俺おれ・和泉いずみ正まさ宗むねは、仕事の休きゆう憩けい中ちゆうだった。

　トイレを済ませ、廊ろう下かに出た後、ぐぐっと手を頭上へと伸のばし、凝こり固かたまった筋を伸のばしていく。

「よ……っし、もうひと頑がん張ばりするかな、っと」

　そのまま部屋に戻もどろうとしたところで、リビングの声が漏もれ聞きこえてきた。

「──フフフ、なにを隠かくそう私が狩人かりゆうどだっ！　安心するがいい──村に潜ひそむ邪じや悪あくなる人じん狼ろうは、必ずこの手で狩かってみせる！　皆みなを守りきってみせるとも！　だから……決して私を吊つるしてはならないぞ！　そうすれば必ず勝てるのだ！　この中で私よりも腕うでっ節ぷしの強い者はいないのだから！」

「いきなりカミングアウトしやがったところ悪いけど、これ、そういうゲームじゃねーぞムラマサ先生」

「ほんとにバトルするわけじゃないからね？　ゲームだからね？」

「な、なにぃ……？　莫ば迦かな……で、では……このままだと私は……？」

「たぶん今夜死んで、村人サイド大ぴんち」

「皆みな、聞いてくれ。いまのカミングアウトは私のブラフだ」

「おせーよアホ」

　なにかのゲームでもやっているのか、ワイワイと賑にぎやかなざわめきが届いてくる。

「紗さ霧ぎりのやつ、楽しくやってるみたいだな」

　ふっと満足の笑えみを浮うかべ、リビングに背を向ける。

　すると、背後で扉とびらが開く音がした。そして、「マサムネ」と気安く俺おれを呼ぶ声。

　振ふり返かえると、そこに居たのはアルミだった、の、だが……。

「……おまえ」

　俺おれは一いつ瞬しゆん、息をするのを忘れて固まった。

　誰だれが声を掛かけてきたのか、予想どおりの相手だったのに──度ど肝ぎもを抜ぬかれてしまったのだ。彼かの女じよは、「しぃ」と立てた指を唇くちびるに当て「静かに話せ」のジェスチャー。

　それから、後ろ手で扉とびらをそっと閉める。

「おい正まさ宗むね、なぁに固まって……あ」

　アルミは、そこで俺おれの不ふ審しんな挙動の原因を察したのだろう。

　恥はじらうように己おのれの身体からだを腕うでで抱だいて、

「な、なに見てんだよ……」

　正気に立ち返った俺おれは、赤あか髪がみの少女の『普ふ段だんとは違ちがう姿』をマジマジと眺ながめ、

「いや……おまえ、意外と可か愛わいいパジャマ着るんだな……って」

　そう。

　いつもボーイッシュな服装と髪かみ型がたをしているアルミ。

　だが、今夜の彼かの女じよはひと味もふた味も違ちがっていた。

　結ばれていたくせっ毛が、ふんわりと下ろされ、高貴な印象に。

　ひらひらレースの付いた白いパジャマは、まるで姫ひめ君ぎみのよう。

　ほとんど別人同然の変身具合だった。

「……ふ、ふん、子供っぽくて悪かったな。どーせ似合わねーよ」

　アルミはふて腐くされたように唇くちびるを尖とがらせるが、俺おれは首を横に振ふって言ったものだ。

「めちゃくちゃ似合ってて可か愛わいいと思うけど」

「そ、そか？」

「いつも男口調だから気付かなかったけど……アルミって、髪かみを下ろすと、がらっと正当派美少女になるんだな。ははあ……だからそのお嬢じよう様さまっぽいパジャマと合うんだ。キャラ作りの参考になるかも」

「ったく、このにぶちんラノベ作家がよー。そこで分ぶん析せきに走らずフツーに褒ほめて終わってりゃあ、キュンとしてやってもよかったんだけどな──」

　きひひ、と、笑う。

「そんなんじゃ、オレ様とラブコメできねーぞ」

「する予定ないっての」

「ほんとかぁ？　この世界がゲーム化したら、原作者書き下ろしアメリアちゃんルートでオレ様と結けつ婚こんするんじゃないの？」

「おまえのルートなんかねえよ！」

「どーだかな。アルミちゃんのプリンセスパジャマ姿に見とれてたくせによー」

　軽口を叩たたき合って、笑う。

　男友達のようなこのノリが、心ここ地ちよかった。

「で、俺おれになんか用だったのか？　お菓か子しなら、キッチンの戸と棚だなに色々入ってるぞ」

「おっと、そうだったそうだった。あのさ、オレ様、おまえに面おも白しろい提案があるんだけどよー」

「？　提案？」

「そうそう。率そつ直ちよくに聞くけど、マサムネ──」

「紗さ霧ぎりの恋こいバナに、興味ないか？」

「詳くわしく話せ」

　俺おれが激しく喰くい付くのは、当然の成なり行ゆきだった。

　十分後──…………

「はーい、めぐみんの提案でーっす♪　ムラマサせんせーの大だい活かつ躍やくによって、村人全ぜん滅めつでワンゲーム終わったし、そろそろメインディッシュいかなーい？」

「フッ、めぐみよ……私を戦犯のように言うのはやめてもらおうか。村の敗因は全員にあるのだぞ」

　そこでアルミが多数決を取った。

「戦犯がムラマサせんせーだと思うやーつ！」

「「はーい！」」

「ぐぬっ……お、終わった勝負のことなどさておき、めぐみよ……メインディッシュとやらについて聞こうではないか？」

「露ろ骨こつな話題そらしに、あえて乗ってあげまショウ！　もちろんこの美少女パジャマパーティのメインディッシュって言ったら────紗さ霧ぎりちゃんの恋こいバナに決まってるじゃん♪」

「ん……私？」

　きょとん、と自分の顔を指さす紗さ霧ぎり。

「そーだよー。まだひとりだけ恋こいバナしてないじゃん」

　うりうり、と、めぐみは紗さ霧ぎりの鼻をつつく。

「そっか……私も恋こいバナしなきゃなんだ。うぅ……頭から抜ぬけてた。……えっと……どうしよ、かな」

　紗さ霧ぎりは、てれてれっと、頰ほおをかく。

　するとめぐみは、恥はじらう紗さ霧ぎりが話しやすいよう場を整えていく。

「普ふ通つうに彼かれ氏しとのラブラブおのろけトークとか、愚ぐ痴ちとか、そーゆーのプリーズ」

「で、でも……そういうのって……うざいんじゃ……」

「うざくないって！　だってここって、恋こいバナする場じゃん？」

「そうだぞ紗さ霧ぎり。私も、『彼かの女じよができたマサムネ君』の話をたくさん聞きたいので、ぞんぶんに話すがいい」

「振ふられたばっかなのに、ムラマサ先生のメンタルはどーなってんだ？」

「プライベートは紗さ霧ぎりが支えればいい。私はマサムネ君の文章＝魂たましいを支えるから」

「説明されたら余計にわからなくなったぞ」

「まあ本心を言うとだな、最終的に私とくっつくのだから、いま紗さ霧ぎりと付き合っているのはたいした問題ではないのだ」

「イラッ……むう……そんなに言うなら、ムラマサちゃんが『もうやめて』って言うくらい、すごい恋こいバナする」

「よーっし、紗さ霧ぎりちゃんノってきたね！　そうこなくっちゃ！」

「ちょっとだけ待ってね……いま、考えるから……」

　女子たちが、もぞもぞと紗さ霧ぎりのいる中央へと這はい寄より、集っていく。

　部屋に充じゆう満まんするくらりとする香かおりが、より強まったように感じた。

　──さて。

　ここで現状を教えておこう。

　俺おれ・和泉いずみ正まさ宗むねは、いま────

　リビングで催もよおされていた女子会へと潜せん入にゆう中ちゆうだ。

　これはアルミの手引きによって実現したシチュエーションである。

　手短に解説しよう。

　先ほどまで、この部屋では、アプリを使った簡易『人じん狼ろうゲーム』とやらが行われていた。

　ゲームルールについての説明は省くが、このゲームの進行中、参加メンバーの中で、『人じん狼ろう』という役職を得た人物だけが行動可能になり、他の者たちの聴ちよう覚かく視し覚かくが制限されるタイミングが存在する。

　アルミはその間かん隙げきを使い、俺おれという異分子を、女子の花はな園ぞのへと招き入れたのであった。

　──ん？　ひとつ肝かん心じんなことを言っていないだろうって？

　──それはひょっとして、『いま、俺おれが、どこから女子のやり取りを見聞きしているか？』ってことか？

　回答しよう。

　アルミの布ふ団とんの中だよ。もっと正確にいうと、俺おれは、アルミと同どう衾きんする形で布ふ団とんの中に潜もぐり込こみ、女子会の様子を見聞きすることができているのであった。

　──冷静に考えると、俺おれは何な故ぜこんなことをしているのだろう？

　確かに、『紗さ霧ぎりの恋こいバナ』はめちゃくちゃ聞きたい！　紗さ霧ぎりがみんなにどんな話をするのか──とか、果たして俺おれの話題が出るのか否いなか──とか、すっっっげえ気になる！

　でも────

　こんな危険な状じよう況きように追おい込こまれるとは聞いてないぞ！

　いまになって罪悪感とバレたら終わりじゃんという不安感が湧わき上あがってきたぞアルミぃ！

　ぎん！　と俺おれを唆そそのかした黒幕を睨にらみ付つける──といっても、この体勢からではアルミの胸しか見えないが。

　姫ひめ君ぎみのドレスめいた真白いパジャマから、ふわりと甘あまい香かおりがして。

　ある程度密着せざるを得ない状じよう況きようも相まって。

　妙みような気分だった。

　決してアルミに対して、下心があるわけではないのだが。

　男っぽい言動のせいか、超ちよう美び少しよう女じよなのに何な故ぜかドキドキしない相手ではあるのだが。

　すぐ目の前に胸の膨ふくらみがあるという衝しよう撃げきは、俺おれにとって刺し激げき的てきすぎた。

　この落ち着かない気持ちは、浮うわ気きなどではないと信じたい。

「えっと……みんな……話すこと、考え終わったよ」

　愛する紗さ霧ぎりの声に、俺おれは布ふ団とんの中で、ハッと正気に立ち返る。

「待ってました！」とアルミが囃はやし立たてる。

「そ、そんなに聞きたいの？」

　そんなに聞きたい！

　本心の叫さけびが声にならぬよう堪こらえるのが大変だった。

　紗さ霧ぎりが恥はじらって躊ちゆう躇ちよしている間、俺おれはアルミと同どう衾きんしている布ふ団とんの隙すき間まから、こっそりとみんなの様子をうかがう。すると……

「ぶっ」

　スニーキングミッション中だというのに、噴ふき出だしてしまった。

「あれ？　アルミちゃん、いま変な声出した？」

「えっ？　あ──ああ、ごほっごほっ……ちと生なま唾つば飲んじゃって……」

『なにやってんだアホマサムネ！　声出すんじゃねーよ！　バレてーのか！』

　アルミはそんな思いを声には出さず、俺おれの頭を押おさえつけ、腕うでをつねることで伝えてくる。

　──す、すまん……！　でも仕方ないだろ!?　そのくらい衝しよう撃げき的てきな光景だったんだって！

　そう！　俺おれとアルミの真正面！

　そこで俺おれが目もく撃げきしてしまったものとは──

　とんでもなくエッッッロイ格好のお姉さんが、うつ伏ぶせに寝ねころんでいるお姿であった。

　というか京きよう香かさんだった。

　なに？　この……スケッスケの……下着？　パジャマ？　……ね、ネグリジェ……？

　正直女性の服なんかあんまり詳くわしくないので、このアダルトでえっちなコスチュームの正せい式しき名めい称しようがわからないんだけど……。

　これがさっき言ってた……勝負パジャマ？

　俺おれは、精神に予想外の大ダメージを負った。

　意識をしっかり持って、硬かたく身を縮め、できるだけ見ないよう視線をそらす。

　すると──

「……じゃ、じゃあ、私の好きな人のこと……話すね」

　ちょうど、本題が始まるところだった。

　紗さ霧ぎりは、もとより赤かった頰ほおを、かぁ……と、さらに紅潮させていく。

「私の好きな人は……正まさ宗むね……和泉いずみ正まさ宗むね……って、いうの」

　その台詞せりふに、皆みなは『知ってる』とばかりに拍ひよう子し抜ぬけした反応だったが、俺おれにだけは覿てき面めんに効いていた。好きな女の子が、俺おれのことを、好きだと言ってくれているのだ。

　──め……っちゃ、嬉うれしい……。

　何度目だろうと、わかっていようと、色あせることはない。

　高鳴る胸に手を置く。俺おれの前で、紗さ霧ぎりの話は続いていく。

「正まさ宗むねは……二年前から……私の兄さんで……その前から……大切な仲間で……相棒で……もっと前は、私に夢をくれた、恩人だった」

　今度は、皆みな、『知ってる』とは言わなかった。黙だまって、静かに、聞いていた。

「お母さんとお父さんが結けつ婚こんすることになって……初めて、正まさ宗むねと顔を合わせたとき……ぼーっとしてる子だなって、思ったの」

　そりゃ……だって……一ひと目め惚ぼれして、見とれていたから。

　そこで、紗さ霧ぎりは、幽かすかに笑ったようだった。

「本当にこいつなのかな？　って、思った。名前が同じだから、たぶんそうだよね……って。勇気がなくて、聞けなかったけど……」

　俺おれと紗さ霧ぎりは、出で逢あう前から知り合っていた。

　ネット小説サイトで──交流して、夢を語り合っていた。

　そんな二人が、兄きよう妹だいになったんだ。

　奇き跡せき……ではなかったかもしれない。

　親おや父じと母さんの出で逢あいは、お互たがいの仕事を通してのものだったから。

　実際のところは、ちょっとした偶ぐう然ぜん、くらいの確率だろう。

　それでも……

「私は、奇き跡せきだって思ったの。運命だって、信じたの。ずっと、好きだったから。会う前から、正まさ宗むねのこと、好きだったから」

「……そうなんだ」

　めぐみが、優やさしい声で、相づちを打つ。

「正まさ宗むねが、ほんとに『あのマサムネ』だってわかったのは……ずっと後だったけど……えへへ…………嬉うれしかったなぁ……」

　うっとりと語る紗さ霧ぎり。

　俺おれも、あの時のことは、昨日のように思い出せる。

　──俺おれが！　『転てん生せいの銀ぎん狼ろう』を書いている和泉いずみマサムネなんだ！

「けど……思ったようにはいかなくて。正まさ宗むねは、私のこと、妹だっていうし……家族が欲ほしいって、寂さみしそうな顔するし……だから私……妹のフリをするしかなくて……」

　ぺし、と、俺おれの後頭部を、アルミの手がはたいた。

　くそっ……！

　紗さ霧ぎり！　紗さ霧ぎり！　俺おれの情けないエピソードを、あんまりみんなの前で言わないで！

「いつか、正まさ宗むねの彼かの女じよになりたいなって……妹じゃなくて、女の子として見てほしいなって……」

　ぽつり、ぽつり、と、こぼれる紗さ霧ぎりの想おもいが、胸に刺ささる。

「なのに……急にプロポーズしてきて……ほんとに意味わからなかった」

「そうやって勢い任せに暴走するところが、マサムネ君らしくて素す敵てきだな」

「あたし意味わからないに一票！」

「オレ様も」

　さんざん言われている……。

　いや、だって！　……俺おれは家族も欲ほしくて、彼かの女じよにもなってほしくて……

　結けつ婚こんしようってなるじゃん！　ま、まぁ……冷静に考えると、相手の気持ちをぜんぜん考えてなかったなって、反省してるけども！

「えっと……それでね。色々飛ばしすぎだから、プロポーズは断って」

「なんともったいない！　私なら受けていたぞ！」

「ムラマサせんせー落ち着いて！」

　暴れるムラマサ先せん輩ぱいを、めぐみが止めているようだ。

「ごめん、紗さ霧ぎりちゃん。続けて続けて」

　紗さ霧ぎりは、こくんと頷うなずいて、

「代わりに……私から、付き合ってください……って告白した」

「ふぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]♡」

　甘あまい声を漏もらすめぐみ。

　俺おれも内心、ふぁ[image: ][image: ][image: ]♡　って、叫さけび出したい衝しよう動どうを必死で堪こらえているッ！

「事情は知っていましたが……改めて紗さ霧ぎりさんの口から詳くわしい経けい緯いを聞くと、ドキドキしてきますね」

　京きよう香かさんも顔を赤くしている。服装も相まって、目に毒な表情だった。

　そんな色っぽい大人の女性よりも、さらに俺おれの感情を揺ゆさぶるのは──

「私……正まさ宗むねのこと……すっごく好き」

　紗さ霧ぎりのすべて。

「会う前からずっと好きで……いまはもっと好き。頑がん張ばり屋やさんなところが好き。一いつ緒しよにいるだけで、幸せな気持ちになれるところが好き。寂さみしいときも、辛つらいときも、ずっとそばで見守ってくれたから好き。いつだって素す敵てきな夢をくれるところが好き」
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　う……わ、わ、わわわ……。

　……紗さ霧ぎりが俺おれを怒おこった理由がわかった。

　これは、死ぬ。

「好きなところがありすぎて……とても、話しきれない」

　大好きな恋こい人びとが、自分の惚気のろけをしてくれているシーンとか、致ち命めい傷しようどころじゃない。

　いますぐやめてくれないと……ほんとに、死ぬ。恥はずか死ぬ。

　ぎゅ、と、敷しき布ぶ団とんを摑つかみ、きつく目をつむった。

　それでも、声は甘あまい麻ま薬やくのようにしみこんでくる。ついつい薄うす目めで見てしまう。

「私は、ずうっと長い間……部屋に引きこもって……正まさ宗むねに、たくさんわがままを言ってきた。血が繫つながっている家族だって、見捨てちゃうくらい、ひどいことも……たくさん言った。……正まさ宗むねは、私の悪いところも、ダメなところも、嫌いやな顔も、汚きたない部分も、なにもかも、ぜんぶ知ってるの。なのに……なのにね……正まさ宗むねは、私のこと、大好きなんだって……。私と居るのが、幸せなんだって……笑って、本心から、言ってくれる……」

　紗さ霧ぎりは、今夜一番の微び笑しようで、

「そんなところが……大だい嫌きらいで、大好き」

「私は、正まさ宗むねを笑え顔がおにしてあげたい。なんでも好きなものを買ってあげたいし……喜ぶことなら、なんでもしてあげたい。ごはんを作ってあげて……お金も稼かせいであげて……家事もぜんぶやってあげて……そうやって、一生そばで、養ってあげたい。正まさ宗むねに、私のこと、もっともっと好きになってもらいたいし……私も、正まさ宗むねのこと、もっともっと好きになりたい。正まさ宗むねが私のことを好きな気持ちより、私が正まさ宗むねのことを好きな気持ちの方が、おっきいんだよって胸を張って言えるようになりたい」

　逃にげることさえできず、俺おれは紗さ霧ぎりの惚気のろけを聞き続けた。

　致ち命めい傷しようを、何度も、何度も受け続けた。

　当事者ではないアルミさえ、砂糖を吐はきそうなうめき声を漏もらしていた。

　そして、ダメ押おしのように、紗さ霧ぎりは言った。

　自信に満ちあふれた声で、

「私が一番、正まさ宗むねを愛してる。だから誰だれにもあげない。私が幸せにする」

　俺おれが記き憶おくを保っていられたのは、そこまでだった。
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　和泉いずみ家けで催もよおされた『恋こいバナ女子会』から一夜明け。

「いってきまーす」

　制服姿の俺おれは、つとめていつもどおり、二階に向かって声を掛かける。

　すると、紗さ霧ぎりがトテトテと階段を下りてきて、

「いってらっしゃい、兄さん」

　玄げん関かんで、見送りの言葉を掛かけてくれる。

「気をつけてね」

「……お、おう」

「はい、これ……おべんとう……作ってみた」

「うぇっ？　……さ、サンキュー！」

「へへー……びっくりしたでしょ？　ぜんぶ兄さんに教わった料理だけど……私なりに工く夫ふうしてあるから、期待してて」

「おぉ……すげー嬉うれしい！　……うん、大事に食べるわ！」

　俺おれは、優勝トロフィーをもらったかのように、恭うやうやしく弁当箱を掲かかげる。

　すると紗さ霧ぎりは、テレっと恥はじらい、

「もう……大げさすぎ」

　──紗さ霧ぎりのお見送り。

　これは最近、和泉いずみ家けで見られるようになった光景。

　紗さ霧ぎりの進歩と成長を、強く感じられる光景。

　一年前の俺おれが見たら、びっくり仰ぎよう天てんして、それから大いに喜ぶだろう。

　傍はた目めには、唯ただ々ただ、微ほほ笑えましい光景に映るだろう。

　しかし実のところ、俺おれたち兄きよう妹だいの間には、大きな問題が発生していた。

「兄さん……学校が終わったら、今日も出版社でお仕事？」

「あ、ああ……臨時の脚きやく本ほん会かい議ぎがあってさ。だから、先に寝ねてていいぞ」

　内心ドギマギしつつ言うと、紗さ霧ぎりは首をゆっくりと横に振ふった。

「ううん……待ってる。一いつ緒しよにごはん、食べよ？」

　紗さ霧ぎりはそう言って、幸せそうに──はにかむのだ。

「…………………………………………」

　俺おれはたまらず、くらり、とフラつく。

　すると紗さ霧ぎりは、そんな俺おれの顔を覗のぞき込こんでくる。

「？　兄さん？」

「へ!?　な、なななな、なんだっ？　紗さ霧ぎり……？」

　そんなに顔を近づけるな！　死んでしまうだろ！

　俺おれがとっさに大声を張り上げると、紗さ霧ぎりは首をかしげて、

「今朝から、なんだかへんじゃない？」

「そ──んな……ことは……ない……」

「んー……やっぱりへん。顔が赤いし……風か邪ぜ？　熱、あるの？」

　すっ──と。

　紗さ霧ぎりが真っ白な手を、俺おれの額へと伸のばしてくる。

　紗さ霧ぎりが、俺おれに、触ふれようとしてくる。

「！」

　俺おれは、びく！　と激しく反応し、紗さ霧ぎりの手をギリギリでかわす。

「えっ？」

　まさか恋こい人びとに避さけられるとは思わなかったのだろう──紗さ霧ぎりは、当とう惑わくしているようだ。

　本当はフォローなりなんなりが必要な場面。それはわかっちゃいたんだが──

「じゃ、じゃあ……いってきます！」

　俺おれは、慌あわただしく学校へと出発していった。

　玄げん関かんを飛び出すや、駆かけ足あしで百メートルほど進み、止まる。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　俺おれは、中ちゆう腰ごしになって、肩かたを上下させる。

　ほんの少し走っただけなのに、額には冷ひや汗あせがびっしょりだ。

　──事情を説明させてほしい。

　昨夜。俺おれはアルミの手引きによって『修学旅行の女子部屋』と化していたリビングへと潜せん入にゆうした。そこで、超ちようえっちなコスチュームを着た京きよう香かさんを目もく撃げきし──っと、そうじゃない……。インパクトがありすぎてつい言げん及きゆうしてしまったが、すまん、そこは本題じゃなかった。

　改めてやり直そう。俺おれは、昨夜……女子部屋に潜せん入にゆうし、そこで……

　紗さ霧ぎりの恋こいバナを聞いた。

　俺おれの前では決して話さない、紗さ霧ぎりの本心を聞いた。

　紗さ霧ぎりの、俺おれへの想おもいを知った。

　──私が一番、正まさ宗むねを愛してる。

　──だから誰だれにもあげない。

　──私が幸せにする。

　強く深い想おもいを、はからずもぶつけられてしまった。

「……ふぅ……」

　その威い力りよくは、潜せん入にゆうミッション中、一時意識を手放してしまうほどのものだったが……それが原因で、女子たちに潜せん入にゆうがバレ、マズいことになっているってわけじゃあない。

　アルミは見事、俺おれが同どう衾きんしていることを、女子たちから隠かくし通とおしてくれた。

　入ったときと同様に、上う手まく俺おれを手引きして、リビングから脱だつ出しゆつさせてくれたよ。

　だから『和泉いずみマサムネが紗さ霧ぎりの恋こいバナを聴きいていた』という事実を知る者は、俺おれ本ほん人にんとアルミだけだ。

　あの場にいた女じよ性せい陣じんも、紗さ霧ぎりも、何も知らない。

　だから紗さ霧ぎりは、いつもどおり接してくるし、しきりにスキンシップを取ろうとしてくる。

　ヘヴィでストレートな愛をぶつけられて、メンタルブレイク中の俺おれに対して！

「……うわぁぁぁ………………」

　俺おれは登校路を歩きながら、熱くなった顔を手で覆おおう。

「ま、まともに紗さ霧ぎりの顔が見られない……！」

　昨夜の余熱が、心臓で暴れていて。

　情熱的な台詞せりふが、何度も何度も脳のう裏りでリフレインして。

　脳が、ゆであがりそうだった。

「ぐぐぐ……告白した直後のあの気持ちが、ずっと続いてるみたいだ……！」

　紗さ霧ぎりのことしか考えられなくて、会いたくてたまらないのに。

　直接顔を合わせると、嬉うれしすぎて、恥はずかしくて、うまく喋しやべることができなくなる。

　つい、そっけない態度を取ってしまう。

　こんなの、付き合い始めた直後ですらなかったぞ！

　自分の感情が、まったくコントロールできなくなっている。

　恋こいは死に至る病だなどというが……本当だな。

　どうしようもないよ、こんなの。

「はぁ……コンビニで水でも買おう……」

　秋の冷たい空気で顔を冷やしながら、俺おれはふらふらと歩いて行く。

「くそ……」

　誰だれかに相談したい──と、思った。
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　誰だれかに相談しなきゃ──と、思った。

「……むう……兄さんの様子がへん」

　誰だれもいない廊ろう下かで、ぽつりと呟つぶやく。

　私、和泉いずみ紗さ霧ぎりは悩なやんでいた。

　今いま更さら言うまでもないけど、私と正まさ宗むねは……その……恋こい人びと同どう士しだ。

　……なのに。

「正まさ宗むねに、避さけられているような気がする」

　近づくと動どう揺ようするし、触さわろうとすると逃にげるし、話を切り上げて逃にげて行っちゃうし。

　やることなすこと、いちいち挙きよ動どう不ふ審しんだった。

　これって、明らかにおかしい。

「うーん……」

　正まさ宗むねの様子がおかしくなったのは──そう、今朝からだ。

　昨夜、最後に会ったときは普ふ通つうだったから、その後になにかがあった──ということだろうか？　でも、何かって何？　私が正まさ宗むねに嫌きらわれるようなことをしちゃった……とか？

「まったく心当たりがない」

　そもそも今朝まで会っていないのだし……いや……私が過去にはたらいた『悪事』が、そのタイミングでバレたという可能性は……？

　私が、正まさ宗むねに対してした、『悪いこと』というと──

「正まさ宗むねの大福をこっそり食べたこと？　それとも、小説の本文を無視してヒロインの髪かみ色いろをピンクに塗ぬった件？　それとも、それとも──」

　なんか、どれも違ちがう気がする……。

　だって、いま挙げたようなのは、もう正まさ宗むねにバレてるし。

　それに……私の彼かれ氏しは、そんなことで怒おこったりはしない。

　私の仕事に文句があるときは、ちゃんとその時に、はっきりと伝えてくる。

　たとえば、まだエロマンガ先生の正体が和泉いずみ紗さ霧ぎりだと、正まさ宗むねにバレていない頃ころの話だが──

　和泉いずみ先生から、編集者を経由して、こんなビジネスメールが届いたことがある。

『このヒロインのおっぱいは必ず大きく描かいてください』

『もっと大きく描かいてください！　よろしくお願いします！』

『ぜんぜんイメージと違ちがいます！　理想のおっぱい画像を添てん付ぷしますので、こんな感じで！』

『エロマンガ先生って、油断するとすぐ貧乳に描かきますよね』

　おっ、こいつ、オレにけんか売ってるのかな？

　と、当時はイラッとしたものだが。

　このくらい率そつ直ちよくなやつなのだ、和泉いずみマサムネというラノベ作家は。

　だから正まさ宗むねの様子がおかしくたって、いきなり私が嫌きらわれた、という線はない。

　さらに重ねて理由をいうなら……和泉いずみ正まさ宗むねという男の子は────

「私のこと、だいすき……だもん」

　かぁ、と顔が熱くなる。ううう……自分の台詞せりふに、自分で照れてしまった。

　と、ともかく。そーゆーわけなのだ。

　正まさ宗むねの様子がおかしくなったのには、もっと別の理由があるはず！

　私は、掃そう除じと洗せん濯たくをこなしながら、うむむ、と悩なやむ。

　──いくら考えても、『別の理由』は思いつかない。となれば、

「やっぱり……誰だれかに相談したい」

　私は、掃そう除じ用よう具ぐを片付けると、急ぎ自室へと駆かけ戻もどった。

　ベッドにダイブし、ノートパソコンを起動。

　ブラウザを開き、行きつけのサイトを表示させる。

　サイト名は『きりりんの恋れん愛あい♡人生相談室』という。

　ネット黎れい明めい期きにはよく見られたらしい、赤文字黒背景の〝中二病〟っぽい怪あやしいサイトデザイン。トップ絵には、ゴスロリツインテール少女のイラストが使われている。

　コンテンツは二つ、管理人さんの一人語りを垂れ流す日記と、恋れん愛あい相そう談だん掲けい示じ板ばん。

　恋れん愛あい相そう談だんを書かき込こむと、自じ称しよう『恋れん愛あい熟じゆく練れん者しやの女子高生』だという管理人さんが、

（やたら上から目線で）相談に乗ってくれるというものだ。

　参考になるかはさておき、うじうじした相談に対し、ズバッと痛快に斬きってくれることが多いので、読んでいるぶんには面おも白しろい。

「……何度見ても、サイト名とデザインのチグハグさがすごい」

　別に下手とは言わないが、プロのイラストレーターとしては、ちゃんと『恋れん愛あい♡人生相談室』って感じのかわいい絵に描かき直したい気持ちが湧わいてくる。

　ところが、今時こういうのは、逆に目立つのか、意外にも『きりりんの恋れん愛あい♡人生相談室』はそこそこ賑にぎわっているのだった。週に二～五件ほどの相談スレツドが投とう稿こうされている。

「……ん[image: ][image: ][image: ]、よし」

　サイトを眺ながめながら、しばし迷っていた私だったが、えいやとばかりに相談を投とう稿こうした。

　確かに怪あやしいサイトだとは思うのだが、誰だれかに聞いて欲ほしかったし、知り合いに相談するのは恥はずかしいし……それに──

　──若い女の子に人生相談に乗ってもらえるとか、わくわくするでしょ！

　テンション上がってくる。

　女子高生のふりしたおばさんかもしれない？

　そーゆう夢のないことは考えない。

　この、きりりんという管理人さんは、きっと美少女ＪＫに違ちがいないのだ。

　テキストもそれっぽいし！　そう信じると決めたのだ！

　さて、自分の心をうまく騙だましたところで。

　私が投とう稿こうした恋れん愛あい相そう談だんは、次のようなものだ。

　はじめまして、私は十三歳の女子中学生です。

　私には、将来を誓ちかい合った彼かれ氏しがいるのですが……最近、彼かれに避さけられているような気がするんです。近づいただけで動どう揺ようするし、さわろうとすると避さけるし、今朝も……熱を測るため、おでこを触さわろうとしただけなのに、逃にげられてしまいました。

　どうしたらいいのかわからなくて……誰だれかに相談したくて……

　ここに書かき込こみました。

　ご意見いただけたら、嬉うれしいです。

　書かき込こんでからしばらくすると、管理人さんから返事が書かき込こまれた。

　はじめまして、きりりんです。

　あまりの相談内容に、スマホを落っことしちゃったよ。

　えーっとね……色々色々、ほんっとーにツッコミどころ満まん載さいだけど！

　あたしはエロマンガちゃんのことを信じます。

　きっと、ぜんぶ本当のことなんだよね？

　うーん……最近の若い子は、マセてるなぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！

　なら、このままここでやり取りするには、繊せん細さいすぎる話じゃない？

　こっちは授業始まるまで、まだちょっと余よ裕ゆうあるんだけど。

　エロマンガちゃんは、いま時間ある？

　チャットルームに招待するから、そこで話そう！

「うむむ……」

　私は数秒考え、同意の返事と捨てアドを打うち込こむ。

　その後、しばしのやり取りがあって──

きりりん　：あらためて、はじめましてー。
エロマンガ：はじめまして。


　──ということになった。

　きりりんちゃんから、ポンポンと長いチャットが飛んでくる。

　スマホで書いているのだとしたら、かつての和泉いずみマサムネに迫せまる入力速度だ。

きりりん　：いきなりだけど、そのハンドルネームって、
　　　　　　イラストレーターのエロマンガ先生から？
エロマンガ：そう。だんじてえっちなマンガとは関係ない。
きりりん　：やっぱり、そうなんだ！　あたしも超ちよう好き！
エロマンガ：えっ、ほんとに？
きりりん　：マジだってー！　なんで意外そうなの？
エロマンガ：あんまり知名度ないし。特に若い女の子には。
きりりん　：んなことないっての！
　　　　　　エロマンガ先生を知らない女子とか、今時許されないっしょ！
エロマンガ：……そ、そかな。


　出会った経けい緯いが経けい緯いだったから、今回は──ネットでも、ペンネームを使っていても、男口調で書かき込こむことはしない。

　それにしても……このきりりんちゃんという美少女ＪＫ、かなりのオタクっぽい。

　ネカマおっさんの可能性が脳のう裏りをよぎったが、首を振ふって打ち消す。

「いや！　ちがう！　きりりんちゃんは、でぃーぷなオタク美少女！　ぜったいそう！」

　だって、『いまは授業前』とか『外出中だけどスマホで書いてる』とか、ちゃんと設定のディティールがしっかりしてるし！

　自分を騙だますのが、きつくなりつつある……早く相談を進めなければ。

きりりん　：だってさー、エロマンガ先生って、アニメ化も決定してる神ラノベ、
　　　　　　『世界で一番可か愛わいい妹』のイラストを描かいてる神絵師じゃん！
エロマンガ：……そんなに好きなの？　エロマンガ先生のことが。
きりりん　：ふひひー、先生の配信は、ぜんぶリアルタイムで見てるよ！
　　　　　　コメントでイラストのリクエストとかも送ってるし──
　　　　　　愛していると言ってもいいッ！
エロマンガ：そっか……そんなに、なんだ。


　おぉ……いい娘こじゃないか、きりりんちゃん。

　万が一おっさんでも許しちゃうぞ。

きりりん　：おおっとー語りすぎちゃった。こっほん、そんじゃ、本題に入ろっか。
エロマンガ：うん。
きりりん　：ってわけで、エロマンガちゃんの恋れん愛あい相そう談だんなんだけどさ……
　　　　　　詳くわしく話してもらっていい？
　　　　　　もちろん、秘密を漏もらしたりはしないって妹の神に誓ちかう。
エロマンガ：妹の神？　えっと……元々そのつもりだったし。それに、
　　　　　　わざわざチャットルームに呼んだのも、他の人に会話を見せない配はい慮りよでしょ？
　　　　　　そこまで気を遣つかってくれる人が、変なことはしないと思う。


　私は──信用する、と、彼かの女じよに伝えた。

きりりん　：んー、あたしが言うのもなんだけど、それはさすがにセキュリティ甘あますぎ。
　　　　　　女の子なんだから、もうちょっと疑った方がいいと思うよ。
　　　　　　……でも、サンキュ。
エロマンガ：うん……じゃ、詳くわしく話すね。


　私は、そのとおりにした。彼かの女じよに伝えたのは、今日あったことや、私と正まさ宗むねの関係などだ。

　もちろん名前や職業などは伏ふせたが、文脈で多少は伝わってしまったかもしれない。

　でも──

きりりん　：え……ってことは、あんたってもしかして──……
　　　　　　……話してくれて、ありがと。だいたい把は握あくしたと思う。


　──この娘こになら、大だい丈じよう夫ぶだと思った。

きりりん　：掲けい示じ板ばんの書かき込こみを見た時点で、『まさか』とは思ってたんだけど……
　　　　　　エロマンガちゃんは、妹だったんだね。
エロマンガ：うん。
きりりん　：兄貴……お兄ちゃん……いや……兄さん、か。
　　　　　　血の繫つながらない『兄さん』のことが……大好きなんだ。
エロマンガ：うん、すっごく。
きりりん　：それで……ずっと一いつ緒しよに夢を追ってて……少しずつ仲良くなって……
エロマンガ：最初は、ちっともうまくいかなくて……。
　　　　　　家族が欲ほしい、兄きよう妹だいになりたいって言われて……すごく悩なやんで。
きりりん　：──でも、両思いだってわかった。告白し合って……結ばれた。
エロマンガ：……うん。


きりりん　：いいなあ、それ。

　彼かの女じよは、そう短く書かき込こんだ。

　ただのテキストなのに、どうしてだろう。

　重く、強い感情が込こめられているように感じた。

きりりん　：よかったね、おめでとう。
エロマンガ：きりりんちゃん？
きりりん　：ん？
エロマンガ：なんでもない。ありがと。
きりりん　：いーえ、どーいたしまして♪
　　　　　　あたしはねー、すべての恋こいする妹の、味方だから。
エロマンガ：へんなの。
きりりん　：ふひひー。


　次の書かき込こみまで、少しだけ、間があった。

きりりん　：えーっと、それでー。エロマンガちゃんのお悩なやみは、
　　　　　　そんな初うい々ういしいラブラブ状態なのに、彼かれ氏しに避さけられちゃって。
　　　　　　どうしてだろう？　どうしよう？　──ってことだっけ。
エロマンガ：うん。なんでだと思う？　……私、どうすればいいと思う？


　いつの間にか、私の口調は、親しい友達に対するものへと変わっていた。

　本名も、外見も、もしかしたら年ねん齢れいや性別さえも──なにもかもが不ふ明めい瞭りような相手。

　なのに私は、そんな彼かの女じよに、強い信しん頼らいを感じている。

　強い共感を覚えている。だから、

きりりん　：じゃあ、先せん輩ぱいからのアドバイス。

　彼かの女じよが私の相談に、どんな回答をくれたとしても、素す直なおに受け入れることができると思う。

きりりん　：殴なぐればいいと思うよ。
エロマンガ：は？
きりりん　：男なんか、馬乗りになって顔をひっぱたけば、一発で恋こいに落ちるから。
　　　　　　あたしはそれで好きな人と仲良くなれたし。
エロマンガ：えぇ……？


　前ぜん言げん撤てつ回かい。なに言ってんの、この娘こ？　頭あたま大だい丈じよう夫ぶ？

エロマンガ：それ、男がドＭだっただけじゃ……。
きりりん　：んなことないって！　いや、ちょっとはあるかもだけど！
　　　　　　仲良くなったきっかけってのは間ま違ちがいないし、
　　　　　　んんん……なんてったらいいかなぁ。
　　　　　　つまり、そのくらい全力でぶつからなきゃ、気持ちは伝わらないってこと！
　　　　　　相手に素す直なおになって欲ほしいときは、こっちから素す直なおにならなきゃダメってこと！
エロマンガ：素す直なおに、気持ちを伝える……。
きりりん　：そう！　いま、あんた、悩なやんでるんでしょ？
　　　　　　兄さんのこと、好きで好きでたまらないんでしょ？
　　　　　　だから、避さけられて不安なんでしょ？
　　　　　　だったら、それをちゃんと相手に伝えなさいよ！


　まるで、彼かの女じよの声が聞こえてくるようだった。

きりりん　：あたしはそのやり方が、あんな感じだったってだけで……
　　　　　　叩たたいたり、罵ば倒とうしたり、超ちようめんどくさい妹だった、ってだけで……
　　　　　　あんたには、あんたのやり方があると思う。
　　　　　　どんなやり方でも、気持ちが伝わるなら、なんでもいいと思う。
　　　　　　好き同士なら、きっと伝わるから。
　　　　　　一いつ生しよう懸けん命めい考えて、行動すれば、きっとわかってくれるから。
エロマンガ：そう、かな？
きりりん　：うん！　きっと！
エロマンガ：ありがとう……そうしてみる。
きりりん　：ガンガン攻せめなよ。応おう援えんするからさ。


　彼かの女じよの言葉が、心強い。今日、言葉を交かわしたばかりの関係なのに、不思議だった。

エロマンガ：今夜にでも、ちゃんと……悩なやんでること、話してみる。
きりりん　：おー、がんばれ。
エロマンガ：あの……他に、アイデアとか、あるかな？
　　　　　　好きだよ、って、伝えるやり方。
きりりん　：んー、そーだなァ。そうだ、一いつ緒しよに暮らしてるんでしょ？
　　　　　　なら、完かん璧ぺきに家事をしてあげるってのはどう？　新にい妻づま妹いもうとになるってのはどう？
　　　　　　あたしの経験上、これはかなーり、キクと思うよ。


　……新にい妻づま妹いもうとってなんだろう？　言わんとすることは、なんとなくわかるけど……。

エロマンガ：一応、料理とか、洗せん濯たくとか、掃そう除じとか……がんばってはいるんだけど……。
　　　　　　私の彼かれ氏しって、主夫として最高レベルの実力の持ち主だから……。
きりりん　：うわー、ラブコメラノベの主人公かよ。電でん撃げき文庫によくいるやつじゃん。
　　　　　　うーん、そっかあ。それじゃあ、エロマンガちゃんが家事をしてあげても、
　　　　　　相手に与あたえるインパクトは薄うすいよね。
エロマンガ：そうなの。困った……。
きりりん　：じゃあ、彼かれ氏しに家事スキル負けてても、想おもいが伝わるやり方をしよう。
　　　　　　ずばり手料理──それも手て渡わたしできる系がいいかな。
　　　　　　お弁当とか、袋ふくろ詰づめのお菓か子しとか。
エロマンガ：効果あるの？
きりりん　：あたしが好きな人に、
　　　　　　バレンタインチョコを初めてあげたときのことなんだけどさ。
　　　　　　だいぶコゲてて、見た目も悪くて……これは後から知ったことなんだけど……
　　　　　　実は、超ちようマズくて食べられたものじゃなかったんだって。
　　　　　　でもね、あいつってば『超ちよう美う味まかったぜ』って、言ってくれたの。
エロマンガ：優やさしい彼かれ氏しだね。
きりりん　：でしょ？


　また、しばらく書かき込こみが止まった。

きりりん　：ってわけで、バレンタインには早いから──
　　　　　　手作りのお弁当とか、オススメだよ。あんたの想おもい、伝わるはず。
エロマンガ：……実はね、今日……


　学校に行った正まさ宗むねに、思いをはせる。

エロマンガ：初めて、手作りのお弁当を渡わたしたんだ。
きりりん　：おぉー、もーやってたんだ。……喜んでくれるといいね。


　私たちは、彼かの女じよの授業が始まる直前まで、ずっと語り合っていた……。

　見知らぬ彼かの女じよとの恋こいバナは、私に勇気をくれたのだった。
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　放課後。

　俺おれ・和泉いずみマサムネは、出版社の待合スペースで、紗さ霧ぎりからもらったお弁当を、いよいよ広げようとしているところだった。

　学校の昼休みは、急ぎの仕事を片付けていたせいで、昼飯を食べる暇ひまがなかったのだ。

　最近は、急ぎで返事をしなくてはならない件が本当に多く、他の兼けん業ぎよう作家はどうしているんだろう……？　なんて思う。

　俺おれは兼けん業ぎようといっても学生だから、ギリギリなんとかなるけれど、仕事中、拘こう束そくされるような環かん境きようだと大変だろうな。

　とまぁ、そんなわけで。

　昼飯を食べそびれてしまった俺おれは、放課後、超ちよう特とつ急きゆうで出版社に向かった。

　到とう着ちやくしたのは十七時前。今日の仕事である『臨時の脚きやく本ほん会かい議ぎ』は十八時からなので、一時間以上早く着いたことになる。

　予定通りだ。というのも、愛いとしい彼かの女じよが作ってくれた大切なお弁当を、なるべく落ち着ける場所で食べたかったのだ。

　放課後直後の教室で食べたりしたら、茶化されるし、お弁当に集中できない。

　一方ここなら静かだし、他にも軽食を採っている人がチラホラいるので……

　全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって『紗さ霧ぎり弁べん当とう』に取り組むことができるだろう。

　本当ならこの宝物は、臨時の仕事などよりも、ずっとずっと大切なものなのだ。

　食べ歩きグルメ漫まん画がの主人公よりも、意識を高く持ち、いただかなくてはならない。

「さあ──行くぜ！」

　俺おれは、満を持して、弁当の包みを取り出した。

　そっとテーブルの上に置き、丁てい寧ねいに包みを剝むいていく。

「…………おぉ」

　なんという、神聖なオーラ。

　何なんの変へん哲てつもない弁当箱が、神こう々ごうしく光ひかり輝かがやいている。

　エロマンガ光線フラツシユの輝かがやきが、蓋ふたの隙すき間まから漏もれ出ているのだ。

「……ごく」

　手が、幽かすかに震ふるえている。俺おれは、ゆっくりと蓋ふたに手を伸のばし、それを水平に持ち上げていく。

　弁当箱の蓋ふたが外れ、中から現れたものは──

「キャラ弁か！」

　ごはんとおかずの組み合わせで、『世界妹セカイモ』の妹ヒロインが、見事に描えがかれている。

　これは凄すごい……担当イラスレーター本人が作ったキャラ弁とか……この時点ですでにとんでもない代しろ物ものだし、さらに驚きよう愕がくの事実が、

「うわああああああ！　『兄さん大好き♡』って書いてあるううううううううううううう！」

　俺おれの心臓を止めにかかる。

　おかげで普ふ段だん持ち合わせているすべての配はい慮りよを投げ捨てて、公おおやけの場で絶ぜつ叫きようしてしまった。

　周囲の皆みなさん、本当にごめんなさい……でも、こんなの出されたら仕方ないよ！

　弁当の蓋ふたを開けた途と端たん、愛と幸福がミミックのように飛び出してきて……

「ハァ……ハァ……」

　胸がキュンキュンして死ぬところだぞ紗さ霧ぎり！　おまえ……おまえ！

　今日、朝からずっと攻せめ攻せめじゃないか！　いったいどうしちゃったの!?

　胸を押おさえてうずくまる俺おれに、

「お、おい……和泉いずみ……どうした！」

　心配そうに声を掛かけるものがあった。

　この派手な金きん髪ぱつの青年は、草くさ薙なぎリュウキ。先せん輩ぱいラブコメ作家だ。

「草くさ薙なぎ先せん輩ぱい……すいません……大声出しちゃって……」

「いや、いいけど……大だい丈じよう夫ぶか？」

「大だい丈じよう夫ぶじゃないですが大だい丈じよう夫ぶです。申し訳ないんですが、しばらく弁当に集中させてください。俺おれには、彼かの女じよが作ってくれたキャラ弁を、じっくりと味わって食べるという崇すう高こうな使命があるんです」

「…………そ、そうか。まあ、がんばれよ」

「はいッ！」

　その後──

　俺おれは幾いくたびか、待合スペースで『奇き声せいを発する』『頭を押おさえて悶もだえる』『バク転をする』などの大暴れをしつつ、辛かろうじて死ぬことなく、紗さ霧ぎりのお弁当を食べ終えた。

　ちなみに食事中、スマホで写真を、五八枚撮さつ影えいした。通りかかった赤あか坂さか透とう子こプロデューサーに頼たのんで、お弁当とのツーショット写真を撮とってもらうなどした。

　気付けば、脚きやく本ほん会かい議ぎまであと二十分。時間が経たつのは早いものだ……。

「ふぅ……ごちそうさま」

「……落ち着いたか？」

　正気を取とり戻もどした俺おれに、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいが再び声をかけてくる。

「はい、死し闘とうでしたが……なんとか生せい還かんしましたよ」

「今日は人少なかったからいいけど、その……ああいうのは、もうやめとけ、な？」

「わ、わかってますよ」

　チャラい先せん輩ぱいから珍めずらしく、真しん剣けん度どの高い[image: ]しつ責せきを受けた俺おれは、素す直なおに反省する。

　確かにさっきの俺おれは、社会人としてどころか、人間として失格気味の狂きよう態たいをさらしてしまっていたと思う。宝物を愛めでるためとはいえ、よくなかった。

「俺おれ、いまちょっと恋れん愛あいで悩なやんでて、それで──」

「正気を失ってたと」

「まあ、はい。最近、彼かの女じよの俺おれへの愛がすごく強くて重いことを知りまして。すげー嬉うれしいんですけど……どうしたらいいかわからなくて、色々混乱中っていうか」

「知るかよ。おまえの恋れん愛あい相そう談だんなんか聞くつもりねーぞ」

　目を細めて嫌いやそうにする草くさ薙なぎ先せん輩ぱい。

　そう言われてしまったら仕方ない。俺おれは話題を終わらせて、こう聞いた。

「ところで、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいはここでなにを？」

「獅し童どうと飯食いに行く約束しててな。あいつの打ち合わせが終わるのを、仕事しながら待ってたんだ。『世界妹セカイモ』のプロデューサーが会議室に入っていったところをみると、おまえ、このあと脚きやく本ほん会かい議ぎなんだろう？」

「はい。ですから、シドーくん、そろそろ来るはずですよ」

　推理でもなんでもない。俺おれとシドーくんの担当編集は同じ人物なのだから。

　神かぐ楽ら坂ざかさんの予定は、『獅し童どう国くに光みつとの打ち合わせ』[image: ]『「世界妹セカイモ」脚きやく本ほん会かい議ぎ』という流れなのだろう。つまり、シドーくんとの打ち合わせは、もう終わっている頃ころのはず。

「そんじゃ、そろそろ片付けておくか」

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいはテーブルに広げていた大学ノートを、黒い革かわバッグにしまっていく。

　おや？　と思ったので、聞いてみた。

「ノートを使って、なんの仕事をしてたんです？」

　まさか、ムラマサ先せん輩ぱいみたいに手書きで原げん稿こうを書いているわけでもあるまい。

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいは、一度仕し舞まったノートを取り出して、俺おれに手て渡わたしてくれる。

「『新作の企き画かく書しよ』の叩たたき台だいを作ってたんだ。オレの場合、ワープロソフト使うのは清書から。最初はノートに鉛えん筆ぴつで書く」

「そうなんですね」ちなみに俺おれは、最初からパソコンで書く。「ってか、企き画かく書しよとか、いまだに書き方がよくわかってなくて──ちょっと見てもいいですか？」

「別にいいぞ」

「ありがとうございます」

　俺おれは礼を述べて、遠えん慮りよなく企き画かく書しよを見せてもらう。

　チャラい見た目に反して、綺き麗れいで読みやすい字だ。筆圧強め、やや右上がりに傾かたむいた文字。

　俺おれは字がへたくそなので、上手な字を書く人のことは無条件で尊敬してしまう。

　物語自体への言げん及きゆうは最小限の要点のみで、

『対象読者は●●』『●●にウケるために●●な要素を入れている』

『似ている既き存そん作品は●●と●●』『今後一年間の流行トレンド予よ測そくと根こん拠きよ』

『メインヒロインの魅み力りよくは──』『サブヒロインの配置は──』

　──といったことに、多くの紙面が費ついやされている。俺おれの感想は省く。

　企き画かく内容を記した本文の他、多くの矢印や注ちゆう釈しやくが、すべて鉛えん筆ぴつで書かき込こまれていた。

「あぁ……こういう書き方をするから、ノートと鉛えん筆ぴつなんですね」

「こーやって消しゴム使わずにどんどん書いていくと、そんときひらめいたアイデアとか思い出しやすいんだよ。やり方なんざ人それぞれだから、別に真ま似ねる必要ないと思うぞ」

「いえ、参考になります」

『他人の仕事の進め方』を知る機会なんて、なかなかないからな。

　俺おれの周囲にいる同業者って、特とく殊しゆな人ばかりだし。

　千せん寿じゆムラマサ先生とか、山やま田だエルフ先生とか。

　……山やま田だエルフ先生に『企き画かく書しよの作り方』を聞いたときは、ひどすぎてなんの参考にもならなかったっけ。

「……草くさ薙なぎ先せん輩ぱいの企き画かく書しよ……けっこう量あるんですね」

「清書前だしな。それによく見ろ、企き画かくアイデアは三種類ある」

「おっ、ほんとだ。やる気満々じゃないですか」

「次、どんな企き画かくにしようか考えてたら、楽しくなってきてな。半年後にウケそうなのを三パターン作ってみた」

「企き画かく書しよ作りが、『楽しい』んですか？」

「楽しいね。ちょっとＴトレーデイングＣカードＧゲームに似てるかもな。ラノベ市場には、その時々の環かん境きようがあって、流行があって、限りある読者を奪うばい合あっている。オレらは環境メタを見て、流行トレンドを意識して、手持ちの札カードから、最適な企画デツキを組んでゲームスタート。企画デツキが上う手まく回ったら、多くの読者を獲かく得とくして、リアルマネーがっぽり。コケたら原因を分ぶん析せき、企画デツキを組み直してリトライ。こんなに面おも白しろい仕事はそうそうないぞ」

　オタクらしい例えだった。

　仕事は遊びゲームだと言い切っていた、彼女エルフのことを思い出す。

　もっともあいつは、ＴトレーデイングＣカードＧゲームではなく。

　──この仕事は対戦型のオンラインゲームよ！

　──ラブコメはパズルゲームよ！

　なんて言っていたが。

「意外です」

「あ？　なにが？」

「俺おれ、仕事の話をしてて草くさ薙なぎ先せん輩ぱいが『楽しい』って言ったの、初めて聞きました」

「そうだったか？　まあ、そうかもな」

　普ふ段だんは金の話ばっかりだから（いまもちょっと金の話になったけど）、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいは、ラノベ作家という仕事に対して、ドライな人だとばかり思っていた。

　先せん輩ぱいに対して、こんな言い方は失礼かもしれないが──少し、見直した。

「だってオレ、別にラノベ書くの好きじゃねえし」

　おい。

　見直したばかりなのに！　なんだそのラノベ作家にあるまじき発言は！

「もっと言うと、別に面おも白しろい作品を創りたいわけでもねえし」

「またそーやって、読者が聞いたら幻げん滅めつするようなことを……」

「自分を客観的に理解するのって、大事なことだぞ。自己分析ジコブンセキ、就職セミナーでやったろ？」

「俺おれ、まだ高二だし、就職希望でもないんで」

「あっそ、若くていいな。『自じ己こ分ぶん析せきをして自分が本当にやりたい仕事を探そう』──当時はくだらねーと思ってたけど、アレって超ちよう必ひつ要ようなんだぜ。仕事でもなんでも、自分の好すき嫌きらいくらいは、ちゃんと理解して受け入れてやらんと長続きしねーもん」

　自分がどんなとき、楽しいのか。

　自分がどんなとき、幸せなのか。

　自分がどんなとき、辛つらいのか。

　自分は何をされると怒おこり、何をされると嬉うれしいのか。

　自分は何が好きで、何が嫌きらいで、何を望んでいるのか。

　ちゃんと理解することが大切なのだ──と、先せん輩ぱいは言う。

「『唯ただ々ただ面おも白しろい作品が創りたい』、『作品じゃなくて自分が凄すごいって言われたい』、『同業者から評価されたい』、『楽に金を稼かせぎたい』、『嫌きらいな誰だれかを見返したい』、『オタクに一目置かれたい』、『ＳＮＳでイキりたい』──同じ仕事をしていても、本当にやりたい夢ことは人それぞれだ。そんでもって、夢にはそれぞれ、適切な叶かなえ方ってもんがある。創るべきものも違ちがう。どんなにカッコ悪くてしょーもなくても、夢や目標を自分でわかってなくちゃ、進みようがない。だけど、しょーもない欲を認めて、わかった上で進むなら、そうでないやつらに負けることはないんだ。真っ直ぐ進めるからな」

「先せん輩ぱいは、自分のことを自分でわかってるんですか？」

「もちろん」

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいは、へらっと不真面目に笑う。

「オレは、ラノベを書くのが好きなんじゃない。『面おも白しろいラノベを創りたい』わけでもない。オレは、自分が創ったものを『面おも白しろいって言ってもらう』のが好きなんだ。そのための計画を練るのが好きなんだ。その上で金を儲もうけるのが好きなんだよ。だからラノベ作家をやってるんだ」

　……それって。

「つまり……多くの読者が先せん輩ぱいの作品を面おも白しろいと言ってくれて、たくさんお金を儲もうけられるなら──別に作品は面白くなくてもいい。読者が面おも白しろいと感じてくれるなら、自分にとって面白い作品である必要はない……ってことですか？」

「そうだぞ」

「えぇ～？」

「もしもオレが半分の力で書いたものを、みんなが『面おも白しろい』って褒ほめそやしてくれるんなら、喜んで手を抜ぬくね。そんで二倍の量を書いて二倍儲もうける」

「ラノベ作家としての誇ほこりが傷ついたり、良心が痛んだりは？」

「するわけないだろ。だってオレは、自分が信じる大切な目標に向かって、全力で仕事をしているんだから。誇ほこらしさしかないよ」

「ま[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ったく共感できねえ！」

「別人だからな。考え方が一いつ致ちする方が珍めずらしい」

「そういう問題ですか？」

　半目で見つめると、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいは肩かたをすくめた。

「誤解のないよう言っとくと、いまのところオレは作品づくりで手を抜ぬいたことはない。コケたやつも、売れたやつも、すべて全力で書いてきた。そうしないとオレの読者たちは、ちっとも『面おも白しろい』って言ってくれねーからだ」

　まあ、半分の力で書いて『面おも白しろい』と褒ほめそやされる──

　そんな甘あまい話はないよな。

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいは言う。

「だからオレは、ラノベ書くのはそんな好きじゃねえけど、できれば手ぇ抜ぬきてーけども……あいつらに『面おも白しろい』って言わせて金を儲もうけるために！　仕方なく！　本気を出して！　必死にラブコメを書いてるんだ！　わかったか！」

　ツンデレっぽい発言に聞こえるが──きっと本心なんだろう。

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいの考え方は……彼かれ自じ身しんの台詞せりふの引用だが……『本物の作家』ではないのかもしれなかった。ラノベ作家という肩かた書がきがあるだけの偽にせ物ものなのかもしれない。

　俺おれ自じ身しん、まったく共感できないけれども。

　草くさ薙なぎリュウキ先生が、必死で書き上げたラブコメを、俺おれはこれからも愛読するだろう。

　だってこの人が自分の欲望を叶かなえるために、仕方なく、本気で創った作品は、きっと面おも白しろくあり続けるだろうから。

　彼かれは首の裏をかいて、話題を数分前のところまで巻まき戻もどす。

「まあ、そんな感じでな……自分のことがわかってると、無む駄だに悩なやまなくて済むし、道を間ま違ちがえなくて済むし、視野が広がって選せん択たく肢しも増えるぞ。オレの場合だと……目標が達成できるなら、別にラノベにこだわる必要はない、とかな」

　自分の作品が面おも白しろいと言われて、金かね儲もうけができる環かん境きようさえあればいい。

　そういう意味だろう。

　なるほど自分のことをわかっていなくちゃ、なかなか出てこない発想かもしれない。

「俺おれは──どうだろう。自分のこと……わかってるかな」

　自じ己こ分ぶん析せきなんて、意識してやったことなんてないけど。

「和泉いずみは、オレよか、ずっとわかってるんじゃねえの？」

「そうですかね？」

「じゃあ聞くけど、オマエ、なにがやりてーんだ？」

「好きな人を幸せにしたいです。そのために『二人の夢』を叶かなえたい」

「ほら即そく答とうじゃねーか。ガキのくせに、迷わず最さい短たん距きよ離りを突つっ走ぱしりやがって。そりゃオレも抜ぬかれるわ」

「………………」

「でも、自分以外のことはわからねーんだよな。前ばっか見てっから」

「え？」

「大切な誰かのために『面おも白しろいと言わせたい』『楽しませたい』『笑わせたい』『幸せにしたい』──そりゃそうだろうよ。いつもオレたちが、仕事でやっていることだ。毎日毎日、めちゃくちゃ楽しんでやっていることだ。だったらさ──おまえのお相手もそうなんじゃねーの？」

「────────」

　俺おれは、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまり、考えが完全にまとまらぬまま、口に出す。

「紗さ霧ぎりも……俺おれを幸せにしたいと思っている……？」

「ちゃんと話聞いてないからしらんけど、そんなよーなことを言われたんじゃねえか？」

　────私が幸せにする。

　図星だった。

　すげえな……。さすがベテランラブコメ作家……というべき、なのか？

「おまえさ、なんか勘かん違ちがいしてるだろ。『相手を幸せにする』って、めちゃくちゃ楽しいことだろ？　なんでおまえだけが一方的にやろうとしてるわけ？　二年間、ずーっとおまえばっかり楽しいことをやってきたくせに、いざ相手が同じことをやろうとしたら重いだの混乱するだの……通るわけないだろそんなの」

　ズリーじゃん、と、ラブコメ作家は言う。

「……………………」

　目からうろこが落ちたようだった。

「草くさ薙なぎ先せん輩ぱい」

「なんだよ」

　今の、意図の見えなかった長いやり取り……

「もしかして……恋れん愛あい相そう談だん、乗ってくれてたんですか？」

「はあ？　……おまえ、もう時間だろ。さっさと行けば？」

　まるで自著のツンデレヒロインのように、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいは舌打ちしたのであった。

　十八時になり、臨時の脚きやく本ほん会かい議ぎが始まった。これは先週、真ま希き奈なさんが原げん稿こうを落としたことが原因で組まれたものだ。

　もっとも以前のようにぐーたらしていて落としたわけではなく、高いモチベーションで取り組んでいるため、納なつ得とくいくものができるまで何度も書き直してしまうのだとか。

　原げん稿こうを落とした当日、真ま希き奈なさんはそんなふうに言い訳をしていた。

　その後、彼かの女じよはきっちり原げん稿こうを完成させて提出した。

　今日はその脚きやく本ほんについての会議、というわけなのだった。

「どーよ正まさ宗むねさん。いいデキでしょ？　プロデューサーに追おい詰つめられて、苦しい言い訳してるわけじゃなかったでしょ？」

　ドヤぁ……と、椅い子すに座すわってふんぞり返る真ま希き奈なさん。

　だぼっとしたスウェット姿、丸眼鏡をかけたお姉さんだ。

　年下にしか見えないが、これで成人しているらしい。元々はふくよかな人なのだが、最近仕事に熱中しているからか、段々と瘦やせてきている。

　そんな彼かの女じよに、俺おれは素す直なおな感想を述べた。

「あ、はい。超ちよう面おも白しろいと思います」

「でっしょ？　五話目で二巻部分入ったけど、先のこと考えると、この回はど[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]しても圧縮しなくちゃいけなかったんだ。けど大事な台詞せりふ多いし、伏ふく線せんも多いし、ダイジェストにするわけにもいかないからさァ。めーっちゃ悩なやんだ！」

　実に楽しそうに、大きな身み振ぶりを付けて説明してくれる。

　いまの俺おれは、『新しい悩なやみ』ができたばかりで、あまり会議に集中できていなかったのだが──

「駆かけ足あし感かんないし、原作の大事なところもぜんぶ残ってて……ばっちりまとまっていると思いますよ」

「おうそうか！　もっと褒ほめてもいいぞ！」

「原作者として、満足です」

「ウムウム、苦しゅうないぜ」

　──彼かの女じよのやる気を、分けてもらったような気分だった。

「ありがとうございました」

　だからお礼の台詞せりふは、二重の意味で口にした。

　続いて発言したのは、

「私からも、大きな修正意見はありません」

　赤あか坂さか透とう子こプロデューサーだ。鋭するどく冷たい雰ふん囲い気きの、スーツ姿の女性。

「それでは……一ページ目から、読み合わせを行いましょう」

　そういえば……脚きやく本ほん会かい議ぎについて、具体的な流れをあまり話したことがなかったと思う。

　いい機会なので、少し説明しよう。

　あくまで『「世界で一番可か愛わいい妹」の脚きやく本ほん会かい議ぎ』の場合なので、鵜う吞のみにされても困るのだが…………まあ、やってみようか。

『世界で一番可か愛わいい妹』の脚きやく本ほん会かい議ぎは、毎週一回、週末の夜に定例として行われる。

　基本的には十七時からスタートだが、参加者の予定に合わせ、多少前後することもある。

　当日、脚きやく本ほんの完かん成せい原げん稿こうが届かない場合は、脚きやく本ほん家以外の全員が揃そろった会議室で、じっと到とう着ちやくを待つ……なんてこともある。

　待ったが、結局届かない、なんてこともある。

　脚きやく本ほん家が身一つでやってきて、原げん稿こうはない、なんてこともある。

『そんなことがあるわけない』『リアリティがない』

『創作だとしてもひどい誇こ張ちよう』『脚きやく本ほんとか悪くても前日までに届くものだろ』

　などと各所から色々文句を言われそうなので、あえて言葉を重ねておくが、俺おれの経験上、普ふ通つうに何度もある。

　この点、実話と考えてもらって構わない。

　制作進行が倒たおれたり絶望したり発はつ狂きようしたりするのも、きっとお仕事アニメで誇こ張ちようされたエピソードではないのだろう。むしろエンタメとして、マイルドに描えがかれているような気もする。

　実際、成果物が届かなかったときの制作進行さんの顔は、直視できないほどひどいものだった。

　本当に苦しそうだったのだ……。

　催さい促そくメールのアレな文面からも、精神の安定を欠いている様が読み取れて胸が痛かった。

　自分が原作のアニメ制作現場で死者が出たらどうしよう……そんな考えさえ脳のう裏りをよぎった。ここでは書けないような闇やみ深ふかいトラブルもあった。

　深刻な問題が極ごく秘ひ裏りに処理された後で、事じ後ご承しよう諾だくのような形で原作者に（おそらくはオブラートに包まれた）軽い報告が成される……なんてこともあった。

　これは俺おれ自じ身しんの話ではなく、知り合いの知り合いから聞いた話なんだけど────……

　……ある日、原作者がいつものようにアニメの脚きやく本ほん会かい議ぎに出席すると、数ヶ月間ずっと一いつ緒しよに仕事をしてきた監督の姿がなく、プロデューサーのＩ氏から穏やかに監かん督とく交代を告げられる────なんて、背筋が冷たくなるシーンがあったらしい。

　あくまで俺おれ自じ身しんの話ではないのだが。Ｉ氏が誰だれなのかもわからない。

　ともあれ。

　この数ヶ月の経験で、俺おれは『アニメの脚きやく本ほん家かには決してなるまい』と誓ちかったものだ。

　怖こわいから。

　怪かい談だん……もとい閑かん話わ休きゆう題だい。

　会議の場所は、出版社の会議室を使う。他の現場では、スタジオの会議室を使うこともあるらしいので、特に決まっているわけではないようだ。

　よく和泉いずみマサムネがカンヅメにされている『出版社の会議室』は、白い長机の並んだ広い部屋だ。参加者は、監かん督とくや脚きやく本ほん家か、原作者、担当編集、プロデューサーの他、数名のアニメスタッフが並び──合計で十名超。

　といっても、主に発言するのは、監かん督とく、脚きやく本ほん家、プロデューサー、担当編集、そして原作者など限られた数名のみ。

　この参加者全員で、どんな仕事をするのかというと、脚きやく本ほんの読み合わせである。

　──会議の前に、脚きやく本ほんをあらかじめ読よみ込こみ、意見をまとめておく。

　──全員で一ページ目から脚きやく本ほんをめくっていき、順に意見を延べ、議論する。

　──これを最終ページまで繰くり返かえし、修正点を確定する。

　──会議での結論を元に、脚きやく本ほん家かは脚きやく本ほんを改かい稿こうし、第二稿を提出。

　──次の脚きやく本ほん会かい議ぎでは、第二稿こうについて、読み合わせを行う。

　──すべての修正点がなくなれば『決定稿』となり、『次の話』へと進む。

　──以後、繰くり返かえし。

　その後『決定稿こう』は、アニメの設計図としてスタッフたちの手に渡わたり、絵コンテなどの形になっていくわけだが──ひとまずはこんなところだ。

　だいたい一話につき、三～四回の会議で決定稿まで持っていく。

　本当は、複数話の脚きやく本ほんを同時進行していくらしいのだが、真ま希き奈なさんはかたくなに一話ずつしか書いてくれない。

　そういう事情もあって、『世界妹セカイモ』の脚きやく本ほん会かい議ぎは、他のアニメよりも、かなり回数がかさんでいるのだそうだ。

　赤あか坂さかＰいわく、『葵あおい真ま希き奈なを招しよう聘へいした時点でわかっていた事態』『余よ裕ゆうを持ったスケジュールを組んでいるので、和泉いずみ先生は安心してほしい』とのこと。

　あまり善人とは思えない人だけど、心強いお言葉だった。

　──と。

　そんな説明をしているうちに、読み合わせが終わりそうだ。

「よぉっし！　第五話決定稿完成！」

　真ま希き奈なさんが、両手を大きく挙げてガッツポーズした。

「お疲つかれ様さまでした葵あおい先生。次もこの調子でお願いします。次回の脚本会議ホンヨミ前日までに、第六話の初しよ稿こうを上げてください」

「ま[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]かせてよ！　ぜったい大だい丈じよう夫ぶだから！」

　大だい丈じよう夫ぶだった確率は、これまで四十パーセントほどだ。

　担当編集の神かぐ楽ら坂ざかさんが、腕うで時ど計けいを見てニヤリとする。

「お[image: ][image: ]、今日はすっごく早く終わりましたね！　まだ十九時ですよ！」

「じゃ！　俺おれはこれで失礼します！」

　俺おれは、さっそく立ち上がる。

　──ううん……待ってる。一いつ緒しよにごはん、食べよ？

　よぉ[image: ][image: ][image: ]し、今日は紗さ霧ぎりを待たせずに済みそうだ！

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいに諭さとされて、多少和やわらいだものの、問題が解決したわけではない。

　それでも、早く帰って紗さ霧ぎりの顔を見たい気持ちは強くあった。

　挨あい拶さつもそこそこに退室しようとすると、

「ちょい待ち」

　真ま希き奈なさんが、座すわったまま俺おれの手首をつかんで止めた。

「正まさ宗むねさん、一いつ緒しよにごはん食べいこーよ」

　にひ、と、愛あい嬌きよう全ぜん快かいの笑え顔がおを向けてくる。

　年上なのに年下に見える可か愛わいい女性──普ふ通つうの男子高校生なら、ドキドキしてしまう場面だろう。

「紗さ霧ぎりと一いつ緒しよに食べる約束してるんで、俺おれは急いで帰ります」

「ほー、らぶらぶで結構。そーゆーことなら、お茶でいいや。三十分くらい時間ちょーだい」

「えぇ……」

「……キミ、露ろ骨こつに嫌いやそうな顔するよね。こーんな美人のお姉さんからのお誘さそいに対して、失礼じゃないかい？」

「だって早く帰りたいですし」

「ほんとならまだ会議終わってない時間じゃん。てか、仕事にカンケーある話だから」

「そういうことなら、いまここで聞きますけど」

「ここじゃダ～メ。会わせたいヤツがいるんだってば」

　にやり、と、悪そうに口くちの端はをつり上げる真ま希き奈なさん。

「…………？」

　……なにを企たくらんでいるんだ、この人？

　よからぬことを考えているのは確かだが、詳しよう細さいまではわからない。

「本当に、仕事に関係があるんでしょうね？」

「うんっ、ちょーカンケーありあり！　キミが愛いとしい彼かの女じよと会うのを、たった三十分！　遅おくらせてくれるだけで、ほんのチョッピリ黙だまってわたしに付いてきてくれるだけで──アニメ『世界で一番可か愛わいい妹』の成功率は、グググググ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッと、さらに上がることでしょう！」

「……………………………………」

　断りたい案件だったが、そこまで言われてしまっては仕方がない。

　真ま希き奈なさんは、いい加減な人だし、噓うそもたくさん吐つく人ではあるけれど……

　──本気の脚きやく本ほんを書くために、ど[image: ][image: ][image: ][image: ]しても必要なことなんだってば！

　こういう言い方をするときは、噓うそではない。

　葵あおい真ま希き奈なが『条件を満たせば作品の成功率が上がる』というのなら、それは真実なのだ。

　だから──

「わかりましたよ。三十分だけですからね」

　俺おれは、そう言うしかなかった。

　十五分後。飯いい田だ橋ばし駅えき近くのオープンカフェにて、俺おれは真ま希き奈なさんと共に、とある女性と対面していた。

「はじめましてっ。和泉いずみマサムネ氏、だよね？」

「あ、はい。そうです」

　先に話しかけられて、うまく返事ができなかった。

　真ま希き奈なさんが俺おれを引き合わせたのは、小こ柄がらで幼い外見の女性だった。

　潑はつ剌らつとした雰ふん囲い気きも相まって、中学生と見まがうほどだ。黒を基調とした大人びた服装が、見た目通りの年ねん齢れいではないと、無言の主張をしている。

　おそらく真ま希き奈なさんと同じく、合法ロリの類いだろう。

　俺おれの名前を知っていたのは、あらかじめ真ま希き奈なさんが伝えていたのかな。

「ええと……」

　真ま希き奈なさん、ちゃんと紹しよう介かいしてくださいよ。

　俺おれは、隣となりに座すわる丸眼鏡に、ちらりと目線をやる。しかし彼かの女じよは、ニヤニヤとこちらを見つめるばかり。まるで動く気がなさそうだ。

　仕方なく、自分で切り出した。

「和泉いずみマサムネです。あの、俺おれ、真ま希き奈なさんから事情をなにも聞いていなくて。その……貴方あなたは……」

「あー……そんなことだろうと思ったよ」

　女性は呆あきれた様子で、真ま希き奈なさんに白い目を向ける。いちいち仕草がチャーミングな人だ。

　彼かの女じよは名めい刺しを俺おれに差し出して、

「漫まん画が家かの『月見里やまなしがんま』でっす」

[image: ]

　そう名乗った。聞き覚えのあるペンネームだ。おそらく俺おれがよく知っている漫まん画がの作者──しかしペンネームからは、すぐに連想できない。

『作者名ではなく、作品タイトルで覚えている』からだ。

「頂ちよう戴だいします」

　俺おれは脳内データベースを『月見里やまなしがんま』で検けん索さくしつつ、名めい刺しを受け取った。

　ふと裏返してみる。そこには月見里やまなし先生が描かいたのだろう男性のイラストがあった。

　黒いマントを羽織ったイケメンだ。吸きゆう血けつ鬼きのような装よそおい。

　漫まん画が家やイラストレーターの名めい刺しには、キャラクターの絵が描かかれていたりするのだ。

　それを見て、ようやく『作者名』と『作品タイトル』が繫つながった。

　聞き覚えがあるわけだ──

「『陽光のヴァンパイア』を描かいている、月見里やまなし先生……？」

「はーい、そうでーっす♪　あ、先生はいらないよん」

　やっぱりそうだった。

　真ま希き奈なさんが『会わせたいヤツ』なんて言うからには、アニメ業界の人なのかなとばかり思っていたが……まさか漫まん画が家かの先生とは。

　うわ……結構感激かも。

　作者名も覚えていなかったくせにと思われるだろうが、俺おれは彼かの女じよのファンなのだ。

　名めい刺しを持つ手が、少し震ふるえている。

「で、では、月見里やまなしさん、とお呼びします」

「うんっ、よろしくネ♡　マサムネ氏」

　にこ、と笑いかけてくる。

　高速で人間関係の距きよ離りを詰つめてくる人だ。めぐみで慣れていなかったら、ドギマギしてしまっていただろう。

「もー、なーにキンチョーしてんのさ。にひひー、アニメではライバル同士なんだから、もっとフランクにいこーよ、ネッ？」

　そう。

　和泉いずみマサムネと月見里やまなしがんまは、『アニメではライバル同士』の間あいだ柄がら。

『陽光のヴァンパイア』は、いま人にん気き急きゆう上じよう昇しよう中ちゆうのバトルマンガで、アニメ化も決定しており。

　来年の四月に、テレビアニメが放送される。

『世界で一番可か愛わいい妹』と同じ時期にだ。

　……どこかで聞いた話だった。

「あっ！　もしかして月見里やまなしさんが──」

　──実は来年の春、あたしがいま連れん載さいしてる漫まん画がが、アニメ化されることになりましたーっ！

　──ひゅーひゅー、ぱちぱちぱちぱち！

　──つ・ま・り、いまキミが脚きやく本ほんを担当しているナントカってラノベと同時期に放送されるってコトでーっす♪

「あのとき挑ちよう発はつ映えい像ぞうを送ってきた、真ま希き奈なさんのライバル!?」

「そーゆーコト♪　んふふー、あたしの映像、少しは役にたったカナ？」

「それはもう！　めちゃくちゃ役に立ちましたよ！　ありがとうございます！　アレがなかったら、真ま希き奈なさんを発はつ憤ぷんさせられなかったと思いますし、脚きやく本ほんを書いてもらえなかったと思います！」

「こらこらこら～、正まさ宗むねさ～ん？　敵にお礼なんてしなくていいんだぞ～？」

　不ふ機き嫌げんそうに割わり込こんでくる真ま希き奈なさん。

「それにぃ、このチョーシ乗った漫まん画が家かを悔くやし泣なきさせてやるぜーってのは、確かにわたしにとってモチベーションの源ではあるけどさ。仕事を引き受けたきっかけでもあるけどさ……」

　それだけじゃないんだゾ、と、俺おれの頰ほおを指で押おす。

　悪そうにキバを剝むいて、

「わたしがいま一番やりたいのはね！　キミたちと同どう棲せいして、一いつ緒しよに過ごして……そのとき、キミたち兄きよう妹だいからもらった力で、最高のアニメを創ることなの！」

「真ま希き奈なさん……」

「だからさ、一いつ緒しよにコイツをぶっとばそーじゃん！　ほら、有名なロボアニメでもあるだろー？　敵に塩を送ってくるよーなバカは、もらったモノでボコボコにしてやるのが礼れい儀ぎなのだ！」

「へっへーん、やれるもんならやってみなー♪」

　んべー、と、楽しそうに舌を出す月見里やまなし先生。

　あーん？　と、メンチを切る真ま希き奈なさん。

　まるで女子中学生の喧けん嘩かだった。

「フッフッフ……真ま希き奈なっちー、ずいぶん長いこと腐くさってたけどさー、今日のキミ、いー感じに調子乗ってるじゃない。安心した。これでよーやく張り合いが出てきたよ」

「あっそ、そりゃよかったね。ぜーったい後こう悔かいさせてやるぞ」

　二人とも、成人女性にはとても見えない、大人げないやり取りだった。

　俺おれとエルフが喧けん嘩かしたときと、なにも変わらない。

「へへ……ホントよかった、真ま希き奈なっちが復活できてさ」

　真ま希き奈なさんは、月見里やまなしさんのことを、大だい嫌きらいな宿敵──みたいに言っていたけれど。

　なんだよ……仲良しじゃないですか。

「アニメ作らない脚きやく本ほん家かとか、ただの豚ぶただもんネ♪」

「悪口が直接的すぎんぞこらぁ！　最近スリムになってきたってことをオマエの身でわからせてやる！」

「あ！　そーやってすぐ暴力に訴うつたえる！　ちょっと、乗っかってくんなー！　重い重い重い重い！」

「二人とも！　店で騒さわがないでください！」

　仲良し……？　いや、やっぱ、わからなくなってきたな。

　子供同士のような喧けん嘩かをなんとか止め、一ひと息いき吐つく。

　俺おれは、そっぽを向き合いフテ腐くされているライバル同士に向けて、改めて問うた。

「それで……結局、俺おれってなんのために呼ばれたんでしょう？」

　用がないなら、帰りたいんだけど。

　無言の意思をアイコンタクトで真ま希き奈なさんへと伝える。

　すると、月見里やまなしさんの方が言った。

「あたしたちって、ちょくちょくこーやって近きん況きよう報ほう告こくし合ってるんだ。今日も、結構前から約束してて」

　やっぱり仲良しだろ、この人たち。

「そしたら、さっき急に真ま希き奈なっちから、『「和泉いずみマサムネ」も連れて行くから』って連れん絡らくがあったの」

　つまり、真ま希き奈なさんの独断ということらしい。

　俺おれと月見里やまなしさんの目線が、真ま希き奈なさんへと集中する。

「真ま希き奈なっち、あたしもそろそろ、どーゆーことなのか知りたいんだけどー」

「ククク……よくぞ聞いた」

　真ま希き奈なさんは、わざとらしく指で、眼鏡をクイっと持ち上げる。

「わたしさー……月見里やまなしせんせーに報告することがあってぇー」

「にゃ、にゃんだと？」

　不ふ穏おんな気配を察したのか、気け圧おされたようにのけぞる月見里やまなしさん。

　一方、真ま希き奈なさんは、馴なれ馴なれしく俺おれの肩かたに腕うでを回してくる。

　ライバルに向かってニヤリと笑えんで、

「実はこの度たび、婚こん約やくしましたぁ！」

「はああああああああああああああああああああああああああ!?」

　目を見開いて絶ぜつ叫きようする月見里やまなしさん。

　驚おどろきすぎだろ……今度こそ追い出されるぞ。

「正まさ宗むねさんとエロマンガ先生がね」

「ああああああ！　──ん？　は？　え？」

　ぱちくり、と両目を開閉する月見里やまなしさん。震ふるえる指で俺おれたちを指さし、

「キミたちが婚こん約やくしたんじゃなく？」

「そ。正まさ宗むねさんには、可か愛わいい可か愛わいい最愛の婚こん約やく者しやがいるって話さ！」

「まっ……紛まぎらわしい言い方しやがってェ！　ちょーびっくりしたじゃん！　もはや覆くつがえしようのないマウントを取られたかと思ったじゃん！」

「あっはははは！　何を隠かくそう、その絶望顔を見るために連れてきたのだ！」

「うっわ性格わるぅ～！　ちょっとマジやめてよね、婚こん約やく報ほう告こくとか女子会では禁じ手でしょ。悪あく魔まの所業でしょ～」

　がるる……と、既き婚こん者しやへの敵意を剝むき出だしにする月見里やまなしさん。

　もしかしてモテないのだろうか？　……美人なのに。

「てか、もし俺おれが呼ばれた理由がホントにそれだけなら、怒おこりますよ？」

　仕事に関係がある重要なことだっていうから、紗さ霧ぎりを待たせてまで付いてきたのに。

「安心してよ正まさ宗むねさん。いま言った理由は半分だから。あとの半分は、恋こいに悩なやめるキミへのプレゼントさ」

　真ま希き奈なさんは、笑いすぎて出た涙なみだを拭ふきながら、あくまでふざけた口調で言った。

「オトナのお姉さんたちと、恋こいバナしようぜ」

「恋こいバナ……ですか？」

　最近、妙みようによく聞くフレーズだった。

「そうそう、悩なやんでるだろ、キミ」

「……どうして」

「わかるかって？　そりゃまあ、一時期は一いつ緒しよに暮らしてましたからね。いま自分が熱中している主食の味が変わったら、わかるってば」

　葵あおい真ま希き奈なは以前、『世界で一番可か愛わいい妹』の主人公とヒロインが、俺おれたち兄きよう妹だいをモデルにして書かれていることを知って、強きよう烈れつに食い付いてきたのだ。

　強ごう引いんに同居をして、俺おれたちの関係を、間近で観察しようとするほどに。

　作品創りに必要な、最高の取材対象──主食とは、そういう意味だ。

　真ま希き奈なさんは言った。

「正まさ宗むねさん、紗さ霧ぎりサマとなんかあった？」

「まあ、あったといえば……」

「もー、変わったことがあったらすぐ教えてって言ったじゃーん」

「だって今朝ですよ悩なやみはじめたの。自分でも整理し切れてないっていうか……」

　正直、真ま希き奈なさんに相談しても、いいアドバイスはもらえないと思ったのだ。

　……でも俺おれ、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいには相談しようとしたんだよな……。

　自分でも意識していなかったが、俺おれ、あの先せん輩ぱいのことを信しん頼らいしていたのかもしれない。

「ほら、話してみなよ。きっとわたしは楽しめるし、キミの助けにもなれるからさ」

「うーん……でも……」

「ありゃりゃ、信用ないなー」

　信用ないっていうか、まあないんですけど……。

　面おも白しろがってる人に話すの、抵てい抗こうあるんですよね。

　俺おれの内心をどこまで察したのか、真ま希き奈なさんは攻せめ手を変えることにしたらしい。正面に座すわる月見里やまなしさんを指さした。

「言っとくけど、コイツはこと恋れん愛あいに関しては頼たよれるやつなんだ。なにせ経験豊富だからね」

「おっおっ？　真ま希き奈なっち、あたしを褒ほめてもなにも出ないぞよ？　でも、我ながら大人の恋れん愛あいを経験してきてるとは思うケドねぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]♡」

　経験豊富と称しようされて、ちょっぴり嬉うれしそうな月見里やまなしさん。

　こういうリアクションをする女子は、経験豊富ではない。

　ソースはめぐみ。

「……そういうことなら…………相談させてもらいます」

　藁わらにもすがる気持ちだった。

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいから遠回しなアドバイスを受けて、紗さ霧ぎりの想おもいを受け止める責任を、改めて自覚した。帰ったらさっそく紗さ霧ぎりと向き合って、きちんと話してみるつもりだ。

　だけど、本当に問題はそれだけなのか？

　今回、俺おれがあんなに動どう揺ようして、紗さ霧ぎりを避さけてしまったのは──

　本当に、紗さ霧ぎりの俺おれへの想おもいを、はっきり知ってしまったから──だけか？

　もちろん主要な原因がそれなのは間ま違ちがいないが──

　どうも、それだけではないような気がするのだ。

　モヤモヤが、残っている。

　そもそも俺おれは、どうしてあんなにも──大好きな人からの好意に、ただ喜ぶだけでいられなかったのか。嬉うれしいだけで終わらなかったのか。

　怖い、と、感じてしまったのか。

　そして──

　どうして俺おれは、いま、『紗さ霧ぎりと向き合うだけでは解決しない』と、予感しているのか。

　現時点で答えはない。

　だから、もう一度、相談することにした。

「……と、いうわけなんです」

「にゃるほど今回も面おも白しろいね。さすが正まさ宗むねさん」

　真ま希き奈なさんは、恋こいの悩なやみを面おも白しろがるという点を除けば、とても話しやすい人ではあった。

　なにせ俺おれたち兄きよう妹だいの秘密をすべて知っているわけで、気を遣つかう必要がないし、説明上手でもある。情報を持たない月見里やまなしさんにも、俺おれの許可をいちいち取った上で、必要なだけの補足解説を加えてくれる。

　長い原作を指定の尺に圧縮する──脚きやく本ほん家かとしてのスキルなのかもしれない。

　真ま希き奈なさんのおかげで、恋れん愛あい相そう談だんという名の情じよう報ほう交こう換かんは、きわめてすみやかに行われたのだった。

　俺おれの目前で、何な故ぜか────月見里やまなしさんが、目をつむってプルプル震ふるえている。

　真ま希き奈なさんが、訳知り顔で聞いた。

「月見里やまなしせんせー、正まさ宗むねさんの話、どう思う？」

　すると月見里やまなしさんが、かっと目を見開いた。

「甘あま酸ずッぱあ！　あたしも男子高校生と恋れん愛あいしたぁ────い！」

　声を張り上げる彼かの女じよの脳天に、べしっ、とツッコミが炸さく裂れつした。

「こーら、うっさいっての。誰だれが欲望を叫さけべって言ったんだよ」

　……珍めずらしく真ま希き奈なさんがツッコミ役になっている。

「うう……羨うらやましすぎてつい」

「んで、どう思った？　マジメに」

「危なっかしいね」

　月見里やまなしさんは、端たん的てきに言った。がらりと変わった、真しん剣けんな口調でだ。

「ようやくわかったよ。真ま希き奈なっちがマサムネ氏をここに連れてきた理由」

「でしょ？　ま、わたしが恋こいバナ食べたいってのもあるけどね」

　二人だけで、何やら通じ合っている。

「じゃ、お願いしていい？」

「オッケ。マサムネ氏、悪いけど……初対面のおねーさんの恋こいバナ、聞いてくれるかな？」

「は、はあ……」

　当とう惑わくしながらも頷うなずくと、月見里やまなしさんは、照れくさそうに語りはじめた……。

「あたしは、漫まん画が家かとしてデビューする前、とある趣しゆ味みのグループに入ってたんだ。いわゆるオタクコミュニティ、ってやつ。みんなでつるんで遊んだり、旅行したり、たまり場でだべったり、アニメ見たりボドゲしたり……初はつ彼かれ氏しもそのときコミュメンバーだった先せん輩ぱいでさ。趣しゆ味みも合うし、見た目も好みだし、あたしは超ちよう可か愛わいし……ずーっとこのまま上う手まくいって、将来この人と結けつ婚こんするんだろーなーって、思ってた」

　てへへ、と、照れくさそうに笑う。

　彼かの女じよが話し始めて、すぐに気付いた。

　これは失しつ恋れんの物語だと。

「その後色々あって、コミュはなくなっちゃったんだけど……彼かれ氏しとは続いてたの。仲間と会う機会は減って、彼かれ氏しとの共通の話題も減って、だけど普ふ通つうにデートはしてたし、大きな喧けん嘩かとかもなかったし……この人とは、ずっと一いつ緒しよだよねって安心してた」

　それでは、どうして今、その人と付き合っていないのか。

　俺おれは、黙だまって話の続きを待つ。

「最初のきっかけは、あたしが商業デビューしたこと、かな。初めての連れん載さいが始まって、初めて自分で人を雇やとうようになって……自分の漫まん画がが、自分だけのものじゃなくなった。楽しむためのものってだけじゃなくなった。漫まん画ががあたしの仕事になったんだ。当時は、無む我が夢む中ちゆうでがんばってたよ。いま、あたしがしているコレには、自分の人生が懸かかっているんだ──って、そう思ったから」

　彼かの女じよの昔話に、強い共感を覚えた。

　自分のデビュー当時と、重なる部分が多くあったからだ。

　違ちがうのは、責任の重さ、だろうか。

　ラノベ作家と漫まん画が家かのもっとも大きな違ちがいの一つは、かかる経費の額面だ。

　漫まん画がを連れん載さいするためには、アシスタントを雇やとい、給きゆう与よを支し払はらい、道具を揃そろえ、仕事場所を確保しなくてはならない。雇やとう人たちの分まで、責任が発生する。

　それに比べて。

　ノートパソコン──いや、究極、ペンとノートさえあれば仕事ができる俺おれたちは、本当に気楽なものだと思う。

　商業作家はギャンブルだとよく言うけれど、漫まん画が家かはその中でも、特にハイリスクな仕事だろう。なにせ連れん載さいが始まってから終わるまで、ずーっと大金がかかり続けるのだから。

　月見里やまなしさんが話してくれた、初はつ連れん載さいのプレッシャーは、俺おれの想像を絶するに違ちがいない。

「──そんなわけで、連れん載さいが始まってから、彼かれ氏しと会う機会は、がっくーんと減ったの。向こうは向こうで、新しい環境で、新しい人間関係作ってさ……忙いそがしいみたいだった。それでもね……いまにして思えば、気を遣つかってくれてたんだと思うよ。マメに電話くれてたし、ちょくちょくデートにも誘さそってくれてたし、誕生日やら、記念日やら……ちゃんとやってくれてた。だけどあたしは、それどころじゃなかったの」

　連れん載さい中ちゆうの漫まん画がを基もとにした、アニメの企き画かくが始まったんだ──と、月見里やまなしさんは、寂さみしそうに微び笑しようした。

　アニメ版は、原げん作さく漫まん画がとは大きく異なるオリジナルストーリーになったらしい。

　その話を口にしたとき、月見里やまなしさんは一いつ瞬しゆんだけ、苦い顔をしていた。

「仕事が軌き道どうに乗って、色々上う手まくいってて、ようやく楽しくなってきたところだったから。苦しいだけじゃなくなってきたから──恋れん愛あいどころじゃなかったんだよね。だけど、あいつのことは好きだったし、いつかお嫁よめさんになるのが夢だったし……だからさ。当時のあたしは、こう考えてた」

「アニメがうまくいって、全部終わったら──あいつとちゃんと向きあって、結けつ婚こんするぞっ！」

「──────────」

　繫つながった、と、感じた。

「どこかで聞いたような話だよねぇ、正まさ宗むねさん？」

　と、真ま希き奈なさんが、言った。

「………………………………」

　月見里やまなしさんは、なんとも言えない表情で俺おれを見ていた。

　きり、と、胃が痛む。

　今朝、紗さ霧ぎりの好意を避さけてしまったあのときと、よく似た気分だった。

　月見里やまなしさんは、アイスティで唇くちびるをしめらせて、話題を恋こいからわずかにそらす。

「あたしたちの仕事はギャンブルだけど、あくまで勝負するのはあたしだったし、一番大きなリスクを負うのもあたしだったし、賭かけ金きんを決めるのもあたしだった。でも、アニメは違ちがったんだ。勝負をするのはあたしたちで、一番大きな責任を負うのはプロデューサーで、最前線で仕事をするのは監かん督とくだった。そして賭かけ金きんはあたし以外の誰かスポンサーが、どんどんどんどん積んでいく。アレは一クールアニメだったから……そうだね、二億六千万円の代打ちをしている気分だったよ」

「……俺おれの胃を破は裂れつさせるつもりですか」

　この人……色んな同業者から聞いた体験談の中で、一番きつい喩たとえをしやがった。

「そんなつもりじゃなかったけど……マサムネ氏、これだけは覚えておいて。メディアミックスはね、絶対に失敗しちゃいけないんだよ。なにがなんでも成功させなくちゃいけないんだ。みんながそれぞれ大事なものを賭けて臨んでいて、ファンの期待も背負っていて、想像もできないくらい大きなお金が賭けられていて──あたしたちは逃にげられない。なのに失敗したら、ぜんぶ台無しになっちゃうんだ」

「怖い、ですね」

「うん、怖い。あたしは、そんな怖こわいものに、ぜんぶ賭かけちゃったの。作家生命も、お嫁よめさんになりたいっていう子供の頃ころからの夢も、大切な初はつ恋こいも、みーんな賭かけちゃった」

　あははー、と、無む邪じや気きに笑う。

　瞳ひとみは昏くらくよどんでいた。当時の彼かの女じよは、こんな目で人生最大の仕事に臨のぞんでいたのだろうか。

「勝てば何倍にもなって戻もどってくるって信じてたからねぇ。あの頃ころのあたしって、すっごい嫌いやなヤツだったと思うんだ。超ちよう必ひつ死しで、アニメを成功させることしか頭になくて、毎日毎日苦しいことや、ままならないことばっかりで、いっつもイライラしてた。彼かれ氏しのことなんかちっとも見てなくて、いい彼かの女じよじゃぜんぜんなかった」

　月見里やまなしさんは、恥はずかしそうに頰ほおをかいて、

「だから、マァ、振ふられちったわけっすよ……へへ」

　しゃーないよねぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]、と、オーバーな仕草でテーブルに突つっ伏ぷす。

「あたし、気付かないうちに、恋れん愛あいじゃなくて、仕事を選んでたんだもん」

　そんなライバルを横目に真ま希き奈なさんは、

「嗚あ呼あ……人生の大勝負に勝っても、結けつ婚こんの夢は叶かなわなかったのであった。彼かれ氏しを生いけ贄にえに捧ささげてまで、アニメ二期決定に貢こう献けんしたんだよね。さっすが月見里やまなしせんせー！　原作者の鑑かがみ！」

　鬼おにかよ。よく茶化せるな、いまのクソ重い過去話を。

「アニメは成功した……んですよね」

「うん、なんとかね。二期までやれたし、新規ファンもたくさん入ったし、みんな喜んでくれたと思う。マジでそれだけが救い。ふへへ……あたしの人生設計はぐちゃぐちゃになったケド……」

「ちなみに同時期にやってたメルルの方がヒットしてたよ」

「うっせーばーか！　次は勝つもんね！」

　いかん。

　この二人のやり取りを見ていると、段々と俺おれまで悪役サイドであるかのように思えてくる。

「ってわけで、月見里やまなしせんせー、この長ぁい恋こいバナの結論をどーぞ」

「年上の彼かれ氏しとかクソ！　次は絶対年下にする！　男子高校生と恋れん愛あいする！」

「おめーの願望じゃなくてさ……正まさ宗むねさんへの恋こいのアドバイスだよ」

「あ、そっち？　えっと……じゃあ、コホン」

　月見里やまなしさんは咳せき払ばらいをして、俺おれに向かって腕うでを突つき出だした。

「マサムネ氏！　キミ──仕事と恋れん愛あいを両取りしようとしてて、すーっごく危なっかしいです！　お姉さんと同じ轍てつを踏ふみたくなかったらぁー、よーく考えて、自分で選ばないとダメですぞ～？」

「仕事か、恋れん愛あいか、どちらかを選べってことですか？　後こう悔かいしないように？」

「ぶぶー、どっちを選んでも後こう悔かいしまーす！　ソースはあたしでっす！　いまだに、あのとき彼かれ氏しのことをちゃんと見ていたら、『いまごろ結けつ婚こんしてたのかなー』って悔くやむもん」

　軽い口調で、重い台詞せりふを口にする人だった。

「逆に、もしもあのとき結けつ婚こんしてたら……アニメが失敗してたかもしれないね。そんで、『もっと必死に仕事をしていればー』って悔くやんでたかも。だから正解なんてないのだヨ」

「じゃあ……」

「あたしが人生で一番後こう悔かいしてるのは、いつの間にか恋れん愛あいを捨てていたことに、後から気付いたってとこなんだ。『自分で選んだ』っていう実感があれば……もっとすっきりできたと思う」

「忠告は肝きもに銘めいじます。でも、選べません」

「仕事と恋れん愛あいが、完全に癒ゆ着ちやくしているからかな？」

「はい」

　俺おれと紗さ霧ぎりの恋れん愛あいは、仕し事ごと抜ぬきには語れない。

　二人の夢が、俺おれたちを結びつけてくれた。

　紗さ霧ぎりを幸せにすることと、夢を叶かなえることは、俺おれにとってイコールなんだ。

　どちらかを諦あきらめるなんて、考えられない。

「俺おれは常に紗さ霧ぎりを選びます。けど、よっぽどのことがない限りは、夢も恋こいも諦あきらめません」

「……いいんじゃない？　そう決めたなら。何を言っても無む駄だな人に、できるアドバイスなんてないってば」

　納なつ得とくした、というよりは、さじを投げたような言い方だった。どことなく……微ほほ笑えましいものを見守るような声でもあった。

「月見里やまなしさんと話をしていて……腑ふに落ちたことがあるんです」

「ふぅん？」

　俺おれが、怖こわがっていたものの正体だ。

「……俺おれは、アニメが怖こわいんです」

「凄すご腕うでの脚きやく本ほん家かを味方に付けて、ベテランの監かん督とくと、大当たりのメーカーとスタジオに作ってもらって……なにもかもが、上う手まくいっているようなのに？」

「アニメは、俺おれにとって大きなギャンブルです」

「ギャンブルじゃないよ。闇やみのゲームだよ」

　勝っても賭かけ金きん返ってこないもん──と、可か愛わいく唇くちびるを尖とがらせる月見里やまなしさん。

「夢とか恋こいとか、賭かけていいようなもんじゃないよマジで」

「手て遅おくれです。もう、たくさん賭かけてしまいましたから」

「うん、知ってる。超ちようわかる」

「アニメが怖こわいものだなんて、本当は最初からわかっていたんです。先せん輩ぱいたちから、さんざん忠告されていましたし、体験談も聞かせてもらっていましたし……俺おれは覚かく悟ごして、自分の夢と恋こいを賭かけていた……そのつもりでした。けど……紗さ霧ぎりも、俺おれと同じくらい、たくさんのものを賭かけていたんです」

　昨夜──それを知らしめられて、怖こわくなったんだ。

　失敗したら、色んなモノが台無しになる。

　夢が砕くだけて、幸せは遠ざかって、俺おれたちの仲も、今まで通りではいかなくなるかもしれない。

　──ばっかねー、アニメ化なんてたいしたことないからびびんなくていーわよ

　エルフはそう言って励はげましてくれたけれど……怖こわいものは怖こわいよ。

　恐きよう怖ふの正体を自覚したら、もっと怖こわくなってきた。

　ああ……怖こわい。怖こわいなあ。

　制作が順調なことなんて、吹ふき飛とんでしまうくらい怖こわい。

　俺おれは、青ざめて、震ふるえる手を見つめる。

　と。

「正まさ宗むねさん」

　真ま希き奈なさんが、俺おれの胸を、肘ひじで突ついてきた。

「わたしの言ったとーり、成功率、ググっと上がったでしょ？」

「そう、なんでしょうか？　改めて怖こわくなっただけのような……」

「わたしが一いつ緒しよに仕事をしたいのは！　めちゃくちゃビビってるくせに、アクセルべた踏ぶみで勝ちに行くようなやつなんだよ！　キミがそうあってくれるなら、最後まで付き合ってあげるぜ！」

　びっ、と、サムズアップを見せつける真ま希き奈なさん。

「ちょっとそこー、なーにかっこ付けて男子高校生の好感度稼かせいでんのー？　順番的に、次は真ま希き奈なっちの恋こいバナでしょー？　例のアレ、お姉ちゃんの彼かれ氏しに横よこ恋れん慕ぼして引きこもったってゆー超ちようイタい話プリーズ！」

「その話はやめろおー！」

　再び合法ロリ同士による取っ組み合いが始まってしまう。

　俺おれは制止を諦あきらめて、席を立った。

「俺おれはこれで失礼します。今日は色々ありがとうございました」

「おう！」

　と、勇ましい返事が両者から返ってくる。

「あ、そだ──マサムネ氏」

　去りゆく俺おれに向けて、月見里やまなしさんが真ま希き奈なさんにヘッドロックをかけながら言った。

「あたし、アニメなんか大だいっ嫌きらい！　二度とゴメンだね！　って本気で思ってたけど。だからこそ、やるからには勝つよ」

　にひ、と、キバを見せて、顔の横で二本指を立てる。

「とーぜん、キミたちにも負けないからねん♡」

　同時期に放送する他のアニメとは、ライバルではあっても、別に敵対しているわけじゃない。

　戦争をしているわけではないし、スポーツのように直接対決するわけでもない。

　だけど俺おれは、夢も恋こいも希望も、何もかもをアニメに全賭がけして突とつ撃げきを敢かん行こうしたという彼かの女じよを、歴史上の英えい雄ゆうのように感じている。

　俺おれが直面している恐きよう怖ふを、すでに乗のり越こえた先にいる人だ。

　可か愛わいくて、好意的で、丁てい寧ねいな忠告までくれた──原作者としての大だい先せん輩ぱい。

　強く認にん識しきする。

　彼かの女じよこそが、俺おれたちの夢に立たち塞ふさがる、最後の敵だ。


　家に帰り着くまでの間、ずっと考えていた。

　昨夜、紗さ霧ぎりの想おもいを知って。

　今朝、紗さ霧ぎりを避さけてしまって。

　俺おれは悩なやみ、色んな人たちと恋こいバナをし、様々なアドバイスをもらった。

　はからずも、自己分ぶん析せきをすることになった。

　怖こわがっていたものの正体も、判明した。

　紗さ霧ぎりと会ったら、まず避さけてしまったことや、不安にさせてしまったことを謝あやまって。紗さ霧ぎりの恋こいバナを聞いていたことも打ち明けて。きちんと話し合おう。

「紗さ霧ぎり！　ただいま！」

　俺おれは、決意を込こめて玄げん関かん扉とびらを開く。

　と──

「……お、お帰りなさい、兄さん」

　俺おれは、ドアノブを握にぎったまま、凍こおり付ついた。

　様々な覚かく悟ごを決めて家に踏ふみ入いったら、メイドが俺おれを出で迎むかえてくれたからだ。

　学園祭で見たようなリアル志向のものではなく、ムラマサ先せん輩ぱいが着せられていたアレのように、唯ただ々ただ可か愛わいさを追求したような白黒の衣い装しよう。

　頭にはウサミミヘッドドレス。

　そんな萌もえ萌もえメイド服を着ているのは、もちろん紗さ霧ぎりで──

「？　？？？？？」

　俺おれの脳天から、クエスチョンマークが生まれては空へと消えていく。

「……ど、どっどど、どしたんだ……それ？」

　可か憐れんすぎて、意識を失いそうなんだけど……。

　俺おれが問うと、ウサミミメイドさんと化した紗さ霧ぎりは、てれっと頰ほおを染めてうつむく。

「朝、様子がおかしかったから……その……げんき、出るかなぁって」

「そ、そうか。よくわからんが……ありがとう？」

「えへへ……どういたしまして」

　正直、超ちよう困こん惑わくしている。

　なんだこの状じよう況きようは……？

　どうして我わが家やが、いかがわしいアキバ系のお店に変へん貌ぼうしている……？

　シリアスな話をしようと思っていたのに、どうもそんな雰ふん囲い気きではなくなってしまったぞ。

「どっから出したの、それ？」

「お母さんの衣い装しよう部べ屋やから」

　なんでもあるよな、あの部屋。なるほどコレは、初代エロマンガ先生のセンスか。

　どーりで露ろ出しゆつが多いわけだぜ。

　ナイスだ天国の母さん、明日のお供え物は期待していて欲ほしい。

「なあ紗さ霧ぎり……俺おれ、色々大事な話があったんだけど、その前に聞いていい？」

「うん、なに？」

「いったい、どんな血迷った思考の流れでそーなったの？」

「ネットで知り合った友達が、『それを着て新にい妻づま妹いもうとになるのだぁー』って。『えっちなゲームを兄貴と一いつ緒しよにやるといいよ！』って」

「誰だれだ！　俺おれの妹に変なこと吹ふき込こんだキモオタは！」

　こうして。

　俺おれたちの大切な話し合いは、思いの他、コミカルな流れで始まるのであった。
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　その日の夜──。

　紗さ霧ぎりの部屋にて、俺おれと紗さ霧ぎりによる話し合いが行われた。

　脚きやく本ほん会かい議ぎならぬ、家か族ぞく会かい議ぎ……いや、恋こい人びと会かい議ぎとでもいうべきものだ。

　どこの夫ふう婦ふでも、どんなカップルでも、古来より幾いく度どとなく行われてきた大切な儀ぎ式しきだろう。

　腹を割って話し合い、問題を解決し、よりよい関係を築くのだ。

「紗さ霧ぎり、俺おれさ」

　俺おれは、膝ひざを突つき合あわせて座すわる紗さ霧ぎりに向かって言った。

「おまえと、たくさん話したいことがあるんだ」

　紗さ霧ぎりは、「……ん」と、小さく頷うなずいて、

「……私も、兄さんと、たくさん、話したいこと……ある」

　メイド姿で、気負うこともなく、言う。

「そっか」

　俺おれも、微び笑しようを浮うかべて答えた。

「……じゃあ、順番に、話そうか」

「うん……いつもみたいに」

「ああ。いつもみたいに」

　穏おだやかに……ゆっくりと、言葉を交かわす。

　いつもみたいに……か。

　そういえば、そうだった。

　初めて紗さ霧ぎりと話し合ったのも、この場所だったっけ。

　──俺おれが！　『転てん生せいの銀ぎん狼ろう』を書いてる和泉いずみマサムネなんだっ！

『転てん生せいの銀ぎん狼ろう』の完結記念イラストを見て、紗さ霧ぎりの正体が、エロマンガ先生だと、本当の意味で知ったあの日。

　出会ってからずっと開くことのなかった、当時は『開かずの間』と呼んでいた紗さ霧ぎりの部屋で。

　俺おれたち兄きよう妹だいは、初めてちゃんと相手の顔を見て、話し合うことができたんだ。

　あれから一年以上の時が経たって──

「何度もこうして、話し合ったよな」

「うん。何度もこうして……夢を語り合った」

「喧けん嘩かすることもあった」

「だいたい兄さんが悪い」

「そんなことないって」

「そんなことある」

「おまえこそ、この部屋で、トラブルばっかり巻き起こしてさ」

「楽しかったでしょ？」

「まあな」

　動画配信中、カメラを切り忘れて正体がバレかけたり。

　クラスメイトを連つれ込こんでパンツを脱ぬがしやがったり。

　夏祭りの装いで、わたあめを食べたり。

　この部屋に居ながらにして、ＰＣを通じて、色々なところに出かけたり。

　世界で一番可か愛わいい、引きこもりの妹との物語は、この部屋ばかりを舞ぶ台たいとしたものだった。

　紗さ霧ぎりが巻き起こすトラブルに、俺おれはいつも振ふり回まわされ──

　そのたびに、少しずつ、関係が変わっていった。

　絆きずなを深めていった。

　楽しかった。

　だから今日も、そうしよう。

「まずは俺おれから、紗さ霧ぎりにお詫わびがあります」

「うわっ、それ、ぜったい私が怒おこるやつ……」

「うん……そうだと思う」

「むー……」

　紗さ霧ぎりは、ぷく、と頰ほおを膨ふくらませて、ジト目で言う。

「言ってみて」

「昨日さ、紗さ霧ぎりたち……リビングで恋こいバナしてたじゃん？」

「…………」

「あんとき、実は俺おれも聞いてたんだ。アルミの手引きでさ」

「えええ……！　ど、どのへんから……？」

「ちょうど、紗さ霧ぎりが俺おれの惚気のろけ話ばなしを始めたあたりから」

「ああああああ[image: ][image: ][image: ]！」

　真っ赤になって叫さけぶ紗さ霧ぎり。熱くなった両りよう頰ほおを手で押おさえて、唇くちびるをふにゃふにゃさせる。

「にっ、『兄さんがいないところ』だから本音をゆったのに！　恥はずかしくてぜーっったい直接ゆえないことばっかり話したのに！」

「ぜんぶ聞いてた。すまん」

「すまんですむかぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　紗さ霧ぎりは、涙なみだの粒つぶを目の端はしにくっつけて、俺おれの頭をぽかぽか叩たたいてくる。

「もぉっ！　ももも、もぉっ！　兄さんのばかぁ！」

「痛い、痛い」

「相手が女の子ばっかりだから、気持ちよく惚気のろけられてたのに[image: ][image: ]！　聞いてるとかずるい！　ど[image: ][image: ]して兄さんは、私を恥はずかしがらせることばっかりするのぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　かわいいから。

　というのも大きいが、それだけではなく。

「どーしても気になったんだよ！　紗さ霧ぎりの恋こいバナってのがなんなのか！　おまえだって逆の立場だったら同じようにするだろ！」

「うう……それはそうかもだけど！　[image: ]しかられてる人の態度じゃない！」

「誠まことに申し訳ありませんでした！」

　俺おれは全力で、妹に土下座をした。

　すごいだろう。こんな体験、普ふ通つうの人生送ってたらできないぜ。

　いや、マジで……何度目だろうな、妹に土下座するの。

「許してください！」

「…………………………許す」

「おお！」

「けど、しばらく根に持つ」

　許してないじゃん。

　女の子って、こういうとこあるよな。

　だが、悪いのは俺おれだ。受うけ容いれて、詫わび続けなければ……。

　頭を下げたままジッとしていると、天上の妹様から、こんなお言葉が降ふってきた。

「……それで？」

「は？」俺おれは顔を上げ、「それで……とは？」

「どう思ったの？　その……わ、私の……恋こいバナを……聞いて」

「お、おい……それって……感想を述べよ、って、こと？　『俺おれについての惚気のろけ』を聞いた？」

「そ、そう」

　視線をそらしながら、唇くちびるを尖とがらせて言う紗さ霧ぎり。

「それこそ恥はずかしすぎるだろ！」

　俺おれは大声を張り上げた。すると、負けじとばかりに紗さ霧ぎりも大きな声を出す。

「い、いいから──ゆってっ！　私の惚気のろけ話ばなしを勝手に聞いて──どう思ったのっ！」

「顔から火を噴ふきそうだったよ！」

　勢い任せに出てきた言葉は、俺おれの本心だった。

「嬉うれしすぎて照れくさくって、気絶しそうだった……！　京きよう香かさんのスケスケパジャマ姿が記き憶おくから吹ふき飛とぶくらい！」

「えっちっ！　どこ見てるのっ！」

　べしっ、と、脳天にチョップを食くらう。

　俺おれは一いつ瞬しゆん怯ひるむものの、叩たたかれた頭を軽く押おさえ、さらに続ける。

「紗さ霧ぎりがそんなふうに──そこまで俺おれのことを想おもってくれてたなんて……気付かなかった」

「……兄さんってさ」

　紗さ霧ぎりは腕うでを組み、流し目で俺おれを睨にらむ。

「『自分が紗さ霧ぎりのことを好きな気持ち』の方がずーっと強つよいんだって、思ってたでしょ」

「うん……だって、俺おれ、おまえのこと……すっげー………………好きだし」

「もう……ほんとばか。……私の告白、聞いてたくせに」

　──あなたのことが、好きです。

　──初めて出で逢あうずっと前から……あなたのことが好きでした。

　──初めて会った二年前より、いまのほうが、ずっとずっと好きです。

　──私のことを好きになってくれて、ありがとう。

　──ずっと一いつ緒しよに居て欲ほしいって想おもってくれて……すっごく、すっごく、嬉うれしかったっ。

　──私と付き合ってください。そして……

　──いつか、私をお嫁よめさんにしてください。

　ああ……

「……そうだったな。俺おれ、紗さ霧ぎりから……熱ねつ烈れつな愛の告白を……もらったんだ」

「あ、改めてゆわれると……あうう……」

　ぼしゅ、と、紗さ霧ぎりの全身が、湯上がりのように熱を持つ。

「いっしょうけんめい伝えたのに……」

　それから、上うわ目め遣づかいに俺おれを見上げ、

「私の言葉……足りなかった？」

「そんなわけない」

　俺おれは、首を横に振ふって、強い否定を示す。

「忘れてたわけじゃないんだ。紗さ霧ぎりの言葉を疑ってたわけでもない。……それでも、きっと俺おれの方が惚ほれてるんだって、思ってた。そのくらい、紗さ霧ぎりのことが好きだったから」

「……氷まくらが欲ほしい！　頭と顔を冷やしたい！」

　紗さ霧ぎりは、恥はずかしさのあまり両手で顔を覆おおってしまう。

　俺おれは、構わず真顔で続ける。

「紗さ霧ぎり、ちゃんと聞いててくれよ。真しん剣けんに話しているんだぞ」

「真しん剣けんに話してるからこーなってるのぉ！　けほっけほっ……」

　むせる紗さ霧ぎり。彼かの女じよは、大きな身み振ぶりで言った。

「で、でも！　これでわかったでしょ？　わ、私の方が……兄さんのこと……す、すーっごく、好きなんだ──って」

「いや、それはどうだろう」

「ええ!?」

「やっぱり、俺おれの方が紗さ霧ぎりのこと、好きだと思う」

「兄さん、いままでなにを聞いてたの？」

「紗さ霧ぎりが俺おれのことを、俺おれが思っていたよりも、ずっとずっと好きでいてくれたんだ──ってのは、ちゃんと伝わったよ。よく理解した」

「じゃ、じゃあ……」

「でも、それを聞いた上でも……俺おれの方が紗さ霧ぎりのこと、好きだと思う」

「ぶぶー！　私の方が、兄さんのこと好き！」

「いや、俺おれの方が好きだって絶対！」

「私の方が好きだもん！　ぜったいぜったい好きだもん！」

「ぐぬぬ……おまえもわからないやつだな！」

「そっちこそっ！」

　しばらく不毛な言い合いが続き──

　いつの間にやら、十分以上の時間が過ぎ去っていた。

　何かの拍ひよう子しに、どちらからともなくハッと正気に戻もどり、

「………………………………」

「………………………………」

「……こ、この話はやめよう」

「う、うん……」

　俺おれたちは……なんというこっ恥ぱずかしい痴ち話わげんかを……。

　揃そろって赤くなってしまう。

　……これ、一生ものの恥ち部ぶだろ。

　なにかの拍ひよう子しに思い出して、そのたびに悶もだえるやつ。

「まあ、なんだ……その……」

　俺おれは、強ごう引いんに話を軌き道どう修しゆう正せいする。

「今回の件で……前よりは……紗さ霧ぎりの俺おれへの想おもいを、理解できたと思う」

「ホントにぃ？」

　紗さ霧ぎりは、疑わしそうな眼まな差ざしを向けてくる。

「ああ、ほんとに。だからこそ、なんだ」

　俺おれは、当時の気持ちを思い出しながら、言う。

「すげー嬉うれしくって、恥はずかしくって、部屋に戻もどってからもしばらく悶もだえててさ……」

「う、うん……聞いてる私も悶もだえそう……」

「ふと、冷静になったとき──怖こわくなってきたんだ」

「怖こわい？　なにが？」

　紗さ霧ぎりは、小さく首をかしげて問うてきた。

「俺おれたちの夢が、だよ。俺おれは、紗さ霧ぎりのことがめちゃくちゃ好きで……辛つらいことなんかぶっ飛ばしてやりたくって……笑わせてやりたくて……いまよりずっと幸せにしたくって、そうして生まれた夢だった」

　──オレたち二人の夢にしよう。

「二人ではじめた夢が、段々と大きくなってきて……手が届きそうになってきて……毎日が忙いそがしくて、楽しくて……だけど、もしも──失敗したら？」

　ぶるり、と、震ふるえる。

「ぜんぶ、台無しだ」

「俺おれが今まで思っていたよりも、ずっと紗さ霧ぎりは俺おれのことを好いてくれていて……二人の夢に、たくさんのものを賭かけていて──だったら！　紗さ霧ぎりを幸せにしたくてはじめたことなのに……きっと哀かなしませてしまう。泣かせてしまう。俺おれがやりたかったことは、ぜんぶ反転して、逆効果になっちまうんだ！」

「……兄さん」

「俺おれは、それが怖こわい」

「それで……今朝、様子がおかしかったんだ……？」

「……うん。ごめんな」

　以前、とある事情から、俺おれが紗さ霧ぎりを避さけてしまったとき。

　あんなに不安にさせてしまったのに……。今回も、同じ轍てつを踏ふんでしまった。

「まったくもう……」

「………………」

　俺おれはうつむき、両りよう拳こぶしを膝ひざに押おしつける。

　自分の肩かたが震ふるえているのを自覚する。話していたら……また、怖こわくなってきてしまったのだ。

　本当は、好きな人に、こんな情けない姿を見せたくはないのだが……。

　と。

「しょうがないなぁ、兄さんは」

　ふわりという甘あまい香かおりがして、柔やわらかい感かん触しよくに包まれる。

「え？　あ……さ、紗さ霧ぎり？」

　どうやら顔を抱だきしめられている、らしい。

　どくどくと脈動する心臓の音は、紗さ霧ぎりのものか、俺おれのものか──混ざり合って、わからない。

「そんなに、私のこと……泣かせたくないんだね」

　耳元で囁ささやかれた。

「そんなに、私のこと……哀かなしませたくないんだね」

「……ああ」

「嬉うれしい」紗さ霧ぎりが囁ささやくたびに、背筋がぞくっとする。「でもね、私もいっしょ」

「紗さ霧ぎりも……一いつ緒しよ？」

「うん、私も……兄さんのこと、泣かせたくない。正まさ宗むねのこと、哀かなしませたくない。だから……夢が失敗するのが、怖こわい。夢に近づいていくのが──怖こわい」

　強く共感する。それは、俺おれが上う手まく言葉にできなかった部分だったから。

「最初から、ずーっと、そう思ってた。だって……最初から……知ってたもん。兄さんが、私のこと、すっごくすっごく好きで……私のために夢を叶かなえようとしてくれてるんだって」

「そっか……」

　そうだよな。紗さ霧ぎりは、俺おれが昨夜感じた恐きよう怖ふを、もっとずっと前の段階から、抱かかえてきた。

「私たちの夢って、すっごく重かったんだよ。今いま頃ごろ気付くなんて……ほんと、にぶいんだから」

　……申し開きのしようもない。

　紗さ霧ぎりは、俺おれの頭を優やさしく抱だいて、

「……大だい丈じよう夫ぶだよ。重くっても、怖こわくっても、二人いっしょだから」

「……うん」

「たとえ未来で、どんなひどいことがあっても……兄さんのことは、私が幸せにしてあげる」

　紗さ霧ぎりは、以前と同じ台詞せりふを、今度は俺おれに向けて、繰くり返かえした。

　心が、暖かなもので満ちていくのがわかる。

　恐きよう怖ふが、和やわらいでいくのがわかる。

「だから……兄さんは、私のことを幸せにしてね」

「ああ……この先どんなことがあっても……俺おれは、紗さ霧ぎりを幸せにする」

「……うん。……それだけ？」

「いいや。俺おれも……紗さ霧ぎりに、ちゃんと幸せにしてもらう」

「うん！」

　やっと聞きたかった言葉が聞けた──そんな明るい声だった。

　紗さ霧ぎりは、まるで年下の弟にするように、俺おれの肩かたに手を置き、ゆっくりと押おしていく。

　彼かの女じよの微び笑しようが、目の前にある。

「兄さん」

　紗さ霧ぎりは、そっと小指を差し出した。

　俺おれは「ああ」と頷うなずき、彼かの女じよの小指に、自分の小指を絡からませる。

「「約束」」

　それは、お互たがいがお互たがいを癒いやし合う、優やさしい約束だった。

　二人一いつ緒しよに指切りをして、

「……ね、もう、怖こわくない？」

「もう、怖こわくない。いや……怖こわいけど、大だい丈じよう夫ぶになった」

　紗さ霧ぎりに、惚ほれ直したから。

　もしも夢が破れても、二人で乗のり越こえていけるって、わかったから。

「ならよし」

「ありがとな、紗さ霧ぎり」

「どういたしまして」

　ふふ、と笑えむ。そこで紗さ霧ぎりは「あ、そうだ」と明るい声で手を叩たたいた。

「兄さんに、友達から教えてもらった『おまじない』してあげる」

「なんだそりゃ？」

「ふふー、いいからいいから。──じゃ、そこのベッドに仰あお向むけに寝ねて」

「……なにをはじめるつもりだよ」

　紗さ霧ぎりのやつは、よく俺おれを自分のベッドに寝ねかせようとしてくるけど……

　毎回危険な展開になるんだよな……。いま、京きよう香かさんは家にいないんだぞ？

「ほーら、はやく、はやく」

　やや渋しぶる俺おれを急せかす紗さ霧ぎり。結局俺おれは、言いなりになるしかない。

　これも、惚ほれた弱みというやつだろうか。

「こ、こうか？」

　俺おれは指示通り、紗さ霧ぎりのベッドに仰あお向むけに寝ね転ころがった。

「目をつむって」

「………………」

　こいつ、ほんっと俺おれに目をつむらせるの、好きだよな。

「はやく」

「はいはい」

　ご命令どおりに両目をつむる。

　果たしてなにが起こるのやら……期待七割、不安三割の気持ちでいると──

　腹部に柔やわらかいものが乗るのがわかった。

　重くはないが……覚えのある重量。

「お、おい……紗さ霧ぎり？」

　気になって目を開けると、破は壊かい力りよくばつぐんの光景が広がっていた。

　紗さ霧ぎりが、俺おれの腹部に馬乗りになっていたのだ。
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「あ、まだ目を開けていいってゆってないのに」

「な、なにやってんだよ」

「ふふ……見てのとおり、兄さんに乗っかってるの」

　この分だと、例のごとく他意はないのだろう。

　だけど紗さ霧ぎり、この体勢……かなりきわどくないか？

　紗さ霧ぎりの全身が視界に入って、こうして見上げているだけで、ドキドキしてくる。

　布一枚をへだてて、太ふと股ももの感かん触しよくが……

　ラブコメラノベだったら、ヒロインと『この体勢』になるのは、きっと物語後半だろう。

「えと……紗さ霧ぎり？　これが、おまじない……？」

「うん。この体勢で──────こうする」

　ぱん、といきなり平手で顔面を叩たたかれて、

「痛い!?　な──なん……」

　俺おれは意味もわからず困こん惑わくするしかない。

　？？？？？　なに？　なんで俺おれ、紗さ霧ぎりに叩たたかれてんの？

　意味がわからない……。メイド服姿の妹が俺おれに馬乗りになって、唐とう突とつに殴なぐってくるとか……。

　マジで意味がわからんぞ！

「ふー」

　紗さ霧ぎりは、やり遂とげた表情で言う。

「聞いたところによると、これで男女の絆きずながぐっと深まるらしい」

「誰だれから聞いたんだよそんな与よ太た話ばなし」

「きりりんちゃんっていう、女子高生の友達。これで好きな人を落としたんだって」

「それ男がドＭだっただけだろ！」

　女の子に馬乗りビンタされて落ちるとか、とんでもねえ変態だな！

　俺おれの全力ツッコミを受けた紗さ霧ぎりは、わかったふうな態度でひとつ頷うなずき、

「そのかのうせいはある。でも、あんまり自信たっぷりに自じ慢まんされたから……一応、ためしてみた」

「あ、そう」

「それで──どう？　効果はあった？」

　無む邪じや気きに聞いてくる紗さ霧ぎり。

　あるわけないだろ！　と大声で叫さけびたいところだが……実際のところ……。

「効果あった……かも」

「やっぱり兄さんもドＭだったの？」

「やっぱりってなんだよ。違ちがうよ。ただ──こんなわけわからん感じにビンタされたら、とりあえず相手への遠えん慮りよはなくなるし、腹を割って話すのにはいいかもなって」

「ふむふむ」

　それと……密着度が高くて、えろい気分になるし。

　さすがに口にするのは憚はばかられて、代わりに、

「おりゃっ」

「わっ」

　俺おれは勢いよく身体からだを起こし、紗さ霧ぎりの顔を胸むな元もとに抱だき寄せた。そのまま仰あお向むけに倒たおれ込こむ。

「に──兄さん!?　ど、どしたの!?」

「お返しだ」

　ぎゅ、と、顔を抱だく腕うでに、優やさしく力を込こめる。

　先より密着度は上がっているのに、邪よこしまな気持ちが薄うすれていく。

　唯ただ々ただ、愛いとしい想おもいが胸の中で溢あふれていく。

　そっと頭を撫なでると、紗さ霧ぎりは、むずがるような動きをした。

「むぅ……また子こ供ども扱あつかいする……」

「お返しだって言ったろ。なんか俺おれ、おまえに甘あまえてばかりだ。年上で、兄貴なのにさ」

「だって兄さんって、甘あまやかしたくなるんだもん」

「それは女の子からの評価として、どうなんだろうな？」

　いいことではない気がするし、俺おれの矜きよう持じがボロボロ音を立てて崩くずれていくんだが。

　しょぼくれた息を吐はくと、紗さ霧ぎりが「えい」と、俺おれの頰ほおの両側を指でつまんだ。

　つままれているので「にゃんだよ」と、変な声が出てしまう。

「……こっちもお返し」

「？」

　俺おれが意図を汲くみきれずにいると、紗さ霧ぎりはそのまま、自然な挙動で、俺おれの緩ゆるい拘こう束そくから逃のがれていく。それとなく……俺おれに覆おおい被かぶさるような体勢になった。

　それから、

「──────」

　どん、と。

　仰あお向むけに寝ねる俺おれの顔、そのすぐ横に、両手を突いた。

　いつもとは違ちがう意味の──床ドンだった。

　妖あやしく笑う紗さ霧ぎりの顔が、すぐ、間近にある。

「……びっくりした？」

「ああ……もしかして……これもおまじないなのか？」

「ううん」

　紗さ霧ぎりは、わずかに首を横に振ふった。視線はずっと変わらない。

　俺おれを、真まっ直すぐ見つめている。

「こういうシチュ、やってみたかった。いっつも私が、恥はずかしがらされるばっかりだったから。──たまには、いいかなぁ、って」

「そう──か」

　妙みような予感があって、急速に口の中が乾かわいていく。

　上う手まく喋しやべることができない。

　黙だまっていると、紗さ霧ぎりも何も言わなかった。

「……………………………………………………」

「……………………………………………………」

　意味深な沈ちん黙もくの中、俺おれたちはしばらく見つめ合っていた。

　そこで気付く。

　紗さ霧ぎりの顔が、ほんのわずかずつ……近づいてきている。

「え？　え？」

　俺おれの戸と惑まどいを愉たのしむように、紗さ霧ぎりは、

「ふふ」

　と、艶えん然ぜんとした声を漏もらす。

「お、おい……さ、紗さ霧ぎり？」

「京きよう香かちゃんとの約束、このくらいなら……破ったことに、ならないよね？」

　紗さ霧ぎりが喋しやべるたび、その吐と息いきが唇くちびるに触ふれる。

　小さな上うわ唇くちびるの動きに、目が吸い付けられる。

　甘あまい痺しびれるような香かおりが、俺おれを酩めい酊ていさせていく。

　少しずつ、少しずつ……じらすように、顔が近づいてきて────

「────────」

　ぎゅ、と乙おと女めのように目をつむった──そのとき。

「ラブコメはそこまでよ！」

　雷らい鳴めいのような声が轟とどろき、ベランダの窓が開け放たれた。

　甘あまい空気を切きり裂さくように現れたのは、

「エルフちゃん！」

　赤い衣い装しように身を包んだ金きん髪ぱつ美び少しよう女じよ──山やま田だエルフだった。

「くっふっふっふ……」

　窓を開け放った体勢のまま、不敵に笑えむ。

「マサムネ！　紗さ霧ぎり！　待たせたわね──ここで主役の登場よ！」

　明るい声を張り上げたエルフは、腕うでを大きく横に振ふって見得を切る。

　そして、すべてを理解した上でなお胸を張り、

「このわたしが、逆転しにきてやったわ！」

　堂々と勝利を予告した。


　あとがき

　伏ふし見みつかさです。

　あけましておめでとうございます。

　そして、『エロマンガ先せん生せい』十一巻を手に取っていただきまして、ありがとうございました。

　ついに十一巻です。

　十二巻で完結した前作に、そろそろ巻数が追いついてしまいます。

　ほんの少し前にシリーズがスタートしたような気がしていたのですが、もうそんなに経たっていたのですね……感かん慨がい深ぶかいです。『前作の巻数を超こえる』ことは、私にとって、シリーズ開始時に定めた目標のひとつでもあったので、必ず達成したいと思います。もちろん内容も、ここからさらに面おも白しろくなるよう努力致いたします。ご期待ください。

　一月十六日に、ついに『エロマンガ先せん生せい』のＯＶＡが発売されます。

　各話のタイトルはそれぞれ、

『山やま田だエルフのラブソング』

『和泉いずみ紗さ霧ぎりのファーストキス』

　このあとがきを書いている時点では、まだ私も完成版を見ておりません。

　きっと素す晴ばらしい映像になっていると思いますので、とても楽しみです。

　原作者としてだけではなく、一ファンとして、皆みなさんと一いつ緒しよに、そわそわと発売日を待っております。

　二〇一九年の目標。

『エロマンガ先せん生せい』の十二巻を今年中に出したいです。

『俺おれの妹いもうとがこんなに可か愛わいいわけがないif』も完成させます。

　本業の執しつ筆ぴつペースを立て直し、この二つの目標を達成したいです。

　今年も『エロマンガ先せん生せい』をよろしくお願い致いたします。

二〇一八年十一月　伏ふし見みつかさ


本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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